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資源管理部



沿岸魚類資源動向調査

1.底生魚類調査

小向貴志

はじめに

本県沿岸域の魚類資源の分布状況を定期的・継細切こモニタリングし、あわせて漁獲状況や資源の再

生産についての基礎情報を収集し、資源変動のメカニズム解明ならびに資源動向の予察に役立てること

を目的とする。

調査期間

調査船

調査漁具

調査海域

曳網速度

曳網時間

サンプル処理

測定項目

海洋観測

曳網距離計算

曳網面積計算

推定分布重量

材料と方法

平成13年4月~平成14年2月

青鵬丸(青森県水産試験場試験船、 65t、1000PS)

オッター・トロール

(袖網長7.5m、身網長 11.8m、網口幅2m、コットエンド長は2.6mの3重構造で、

内網目合い l1111D.，中網20皿外網が45mmとなっている。)

日本海及び太平洋海域(図A、図B)

2.5ノットを目安に行った。

30分を目安に，底質の状況や付近の操業船等を考慮しながら調査を行った.

スケトワダラ、ホッケ等多量に漁獲される種は、船上で個体数と重量を測定し、

ランダムに抽出した個体50尾程度を目安にパンチングを行い、数十個体を精密測

定用として冷凍保存するとともに、サンプルとした。なお、マダラ 0+等稚魚は原

則として、全数持ち帰って測定した。

そのほか、カレイ類、ソイ、イカ類等についても極端に多獲されない限り全数

冷凍保存し、持ち帰って測定用のサンプルとした。また、漁獲された魚類はでき

る限り、低位の分類群まで種の査定を行った。

カレイ類は、全長・体長・重量・雌雄・生殖腺重量・胃内容・胃内容重量・内

臓除去重量を測定した。その他の魚類については、全長・体長(イカ類は、外套

長)・重量を測定した。

操業中は、オッター・ボード間隔、曳網水深、曳網速度等を魚網監視装置(RX-400)

で計測した。また、調査点毎に、 αBによる海洋観測を行った。

曳網距離=ネット着底からネット離底までとし、~1:}1い服部 (1998) の方法を

用いて計算した。

曳網距離×トロールネット袖先間隔=曳網面積とした。

調査時期別に、調査水深 50~I00mを水深r50mJ 、 100~20Omを r150mJ 、 200

"'300mをr250mJ、300"'400mをr350mJに水深を層化し、各層の単位面積あたり
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(lk nfあたり)の推定分布重量を求めた。

体長組成 面積一密度法により調査海域を引き延ばし、体長組成を求めた。

調査海域分布密度 調査海域毎に、漁獲物についての分布密度を算出した。

*神獲効率は、全て1とした。

結果(日本海)

く日本海調査海域〉

1.調査海域

図Aに示した調査海域で、 2001年4月25日から

2002年2月25日までの期間中、 36点で調査を実施

した。なお、調査海域の底質は、細砂，粗砂礎とな

っている。(r日本近海底質図」による。)

表1に、層化水深別調査回数、曳網距離、曳網面

積を示した。また、海洋観測結果については、付表

1に示した。

図A 日科毎調査地点図

表1 層化水深別調査回数，曳網距離、曳網面積

調査期間 i 4月25日-5月31日(前期)

層化水源m.L....J................~Q …....1..~9.. ・1 ・ ............~.~Q............... ，................~切
曳回数 3 6 i 2 2 
一一 一一一

網(m) 7541 15654 1 6871 7592 
曳網面積計 (km)i 0.08094 0.17056 i 0.07318 : 0.08604 

盟査塑M 1一一一一一 7fj1担当且27旦豊監
一贋i悠長撚窓痕m戚i一ふL一 50一…一ベ一 波即9… 叩しい一一__l却……一ふ…J塁尽9……
一…一泉網周数山…………一…一、日、目‘凶 …………n一、町内品一一一一、………W一…、2祖 一………一…………、、い……盲…一A叫、u、
一一…凶、泉網膜剤敵区 m前LJ戸 一塁:191-Ain-i\ 、 ..".4p_~Q".""w し…1空母57 …ふ…J.Qt~~".... …
曳網面積計 (km)l 0.05402 i 0.04589 1 0.19249 0.11637 

: 1  ~11 日-2~27 日

山贋fl化、乙ιじじL水漂漂入L、日m、
奥網閉数 :γ亡……い _?:....::..":.:.::J，，.:...，，:....:.…7t子デu…山山日土亡 里
5奥翼網J毘罵離¥..r.J.l刊I.L....1.....••.••••• ..9. ... ........ .•.. .... ß.~符52 ; 2μ4引t~4.. •••• :. ...........7..~.?J 
曳網面積計 (km)l 0.00000 0.06917 i 0.28059 0.08997 

4月25日から5月31日までの調査を前期、 7月 19日から9月27日までの調査を中期、 1月
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11日から 2月27日までの調査を後期とした。後期の調査では、十三~出来島沖の浅海域に多数

の漁具が設置されていたので、調査実施は不可能であった。

平尾

2.主要漁獲物測定結果 80 

70 

ハ歩ハタ 80 

面積ー密度法により引き延ばしたハタハタの体長組
50 

40 

成を図 1-1に示した。
30 

20 

前期調査では、体長1∞m と150mmに、中期・後期 10 

では新規加入群と考えられる体長6畑、 80nmにモード 50 

45 

を持つ群が確認された。前期調査で、分布密度が高かっ
40 
35 

た海域は十三神水深63m地点の432尾/krd、次いで、
30 

25 
20 

高山沖水深 239m地点の 547尾/knfであった。これら 15 
10 

地点の組成は、それぞれ体長 70--10加と、体長110-- E 

15{加を中心とした群であった。 40 

35 

次に、中期調査では十三沖水深 280m地点の2，005尾 30 

/k rrf、出来島沖水深310m地点の 1，598勘 krdで高い分
25 

20 

布密度が確認された。いずれも、体長50--70mmを中心
15 

10 

とした群であった。また、後期調査では、十三沖の水深

318m地点で478尾/krdと、高い分布密度が確認された。 也

組成は、体長 70-100皿を中心とした群であった。

マダラ

面積・密度法により引き延ばしたマダラの体制E成

を図 1-2に示した。

前期調査で高い分布密度が確認された海域は、出来

島沖水深150m地長の621尾/krrf、高山沖の水深 166m

地点の358尾/krdあった。分布の中心は、水深250m

以深の海域であった.0+の高い分布密度が確認された

海域は、十三沖水深129m地京の 1，091尾jkrrfであった。

組成は， 2001年級群の0+と考えられる体長60皿群と、

2側年級群の1+と考えられる体長16加に山がみられ 1:: 
た。次に、中期調査で高い分布密度が確認された海域は、

十三沖水深3伽地点を中心とする海域であった。

前期調査で確認された体長60mm群が体長9加に移行

したと考えられる群と同時に、 l+.以上と考えられる体長
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園前期
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圃後期
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図1-1ハタハタ体長組成
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図1-2マダラ体長組成



210"'720mm群も確認された。また、後期調査で高い分布密度が確認された海域は、十三沖水深3∞m
地点を中心とする海域であった。0+は、出来島沖水深193m地点で8，501尾Iknfを記録したほか、水深

2∞m前後に高い分布密度を確認した。また、中期調査で確認された体長ωmmにモードを持つ群が体
長 1∞mmにそードを持つ群に移行したと考えられる群が確認された。

スケトウダラ

面積ー密度法により引き延ばしたスケトウダラの体長

組成を図 1-3に示した。

前期調査で、最も高い分布密度が確認された海域は、

出来島沖水深 250m地点の3，416尾/krrf、十三沖の水深

303m地点の 1，813尾/knfであった。分布の中心は、水深

200m以深の海域であった。 0+は確認されなかった。ま

た、組成が 1+と考えられる体長150皿付近にモードを

持つ群と、伊と考えられる体長 270mmにモードを持つ

群、さらには3+と考えられる体長38加にモードを持

つ群が確認された。次に、中期調査で，最も高い分布密

度が確認された海域は、十三沖水深 315m地転の 9，023

尾/knf、次いで、同沖水深300m付近でも大きな分布密

度が確認された。0+も同海域で高い分布密度を確認した。

また、組成が 2001年発級群と考えられる体長90皿にモ

ードに持つ群も確認された。そのほか、 1+と考えられる

体長 240mmにモードに持つ群と、 2+と考えられる体長

390皿にモードを持つ群も確認された。また，後期調査

で、高い分布密度が確認された海域は、十三沖水深271m

平尾

35 
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15 

10 

80 

圃
-中鋤
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体長{岡田】

図1-3スケトウダラ体長組成

地点で 11，137尾/knfと非常に大き川直を記録したほか、中期調査時と同様、十三沖水深3∞m前後の
海域で高い分布密度が確認された。0+も、同海域で高い分布密度が確認された.組成は，中期調査時に

確認された体長9加をモードに持つ群が体長 12加をモードに持つ群に移行した。さらに、 1+と考え

られる体長24伽mをモードに持つ群が体長26伽m付近にモードを持つ群に移行したものと考えられた。

<*体長380皿にモードを持つ群が十三沖水深271m地点で特難色に多獲されたものが影響している。)

ヒラメ

前期調査では、高山沖の水深103m地点で全長310mm、311mm、317mm、318mm、329mm、330mm、

349mm、350mm、370mm、373阻の 10個体が、また、十三神水深63m地点では、 340mm、担8mmの2

個体が、さらには、十三沖水深124m地点で509mm、610mm、622皿の3個体、あわせて 15個体のヒ

ラメが採集された。中期調査では採集されなかった。後期調査では、高山沖水深89m地点で全長330mm、

350mm、46伽mのヒラメ 3個体が採集された。
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マコガレイ

前期調査では、十三沖水深63m地点で、体長287mm、l10nunのマコガレイ 2個体が採集された。

また、中期調査では、出来島沖水深92m地点で体長 110mm、118mm、130mmのマコガレイ 3個体が、

さらに、高山沖水深89m地点では、全長82mm、79mm、285皿のマコガレイ 3個体が採集された。後期

調査では、採取されなかった。

マガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたマガレイの体長組

成を図 1-4に示した。

前期調査では、主に、水深 150m以浅の海域で採集

されたが、最も分布密度が高かった出来島沖の水深98

m地長でも 37尾/kniと低し吋直であった。次に、中期

調査では、水深134m以浅のいずれの調査地長において

も採集されたが、十三沖水深 13佃地，sでは 501尾jk

dと、分布密度が比較的高かった。また、後期調査で

は、浅海域における操業が少なかったため、十三沖水

深 115m地転で体長 135mmのマガレイ 1個体が採集され

たのみであった。

ヤナギムシガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたヤナギムシガレイ

の体長組成を図 1-5に示した。

前期調査で採集された海域は、十三沖水深 129mを除

く、水深 135m以浅のすべての海域で採集された。次に、

中期調査では、水深 134m以浅のすべての海域で採集さ

れたが、後期調査では、浅海域での操業が少なかったた

め採集されなかった。
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ムシガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたムシガレイの体長

組成を図1・6に示した。

前期調査では、水深 135血以浅の海域で採集され、

出来島沖水深 98m地点を除く、すべての地点で採集

された。十三沖水深 63m地点では、124尾Iknfの分布

密度を記録したほかは、これより低い値となった。

次に、中期調査で採集された海域は、前期調査同様、

水深13位以浅のすべての海域で採集された。十三沖

水深 134mで 174尾Iknfを記録したほかは、これより 5 

低い値となった。

ヒレグロ

面積骨密度法により引き延ばしたヒレグロの体長組成

を図 1-7に示した。

前期調査では、すべての海域で採集された。分布密度

が最も高かった地点は、出来島沖水深 250m地点の 656

尾/knfであった。組成は、体長 18(固にモードがあり、

複数の年級群が存在するものと考えられた。次に、中期

調査で、分布密度が最も高かった海域は、十三沖水深 134

mの588尾/knfであった。主に、水深 13伽以深海域で

分布が確認された。これらは体長 70""8Ommにモードを

持つ新規加丸、群であることが考えられた。また、後期調

査では、出来島沖水深 271m地点で 175尾/knfと低い

分布密度であった。分布の中心は水深 250m付近であっ

た。
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干思

アカガレイ
40 

35 

面積-密度法により引き延ばしたアカガレイの体長組 30 

25 

成を図 1-8に示した。 20 

前期調査では、水深 166m以深のすべての海域におい
15 

10 

てアカガレイが採集された。組成は、体長 8(加にモー
5 

ドを持つ群が確認されたが、複数の年級群が存在すると 3 

考えられた。次に、中期調査では、主に、水深 250m以
自 圃中期

2 

深の海域でアカガレイが採集された。高断定は、前期調査

査時の体長80皿にモードを持つ群が体長 160mmにモー

ドを持つ群に移行したと考えられる組成を示していた。

また、後期調査では、主に、水深260m以深でアカガレイ z 

が採集された。モードは、体長 130皿、801111¥にあった。 -後期

o 50 1∞ 1 dO 200 250 300 
図1-8アカガレイ体長組成体長(mm)

パパガレイ

前期調査では、出来島沖水深98m地点で、体長213皿と 255mmサイズの2個体が、十三沖水深124

m地収では、体長田皿、135皿、182mm、18畑、272皿、315皿、327Il10、34畑、34加サイズの9個体が採集

された。次に、中期調査では、十三沖水深 134m地京で体長 135mmの1個体のみが採取された。後期

調査では、採集されなかった。

スルメイカ

面積・密度法により引き延ばしたスルメイカの外套

長組成を図 1-9に示した。

前期調査で分布が確認された海域は、出来島沖水深

98m、十三沖水深 63mと129mで、秋~冬生まれ群と考

えられる外套長58"'130mmの個体が確認された。次に、

中期調査では、水深100m以浅のすべての海域で採集さ

れた。この調査では、 夏生まれ群と考えられる外套長

55mmの個体と秋~冬発生群と考えられる外套長 97----

202聞の群が確認された。
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ヤリイカ

面積密度法により引き延ばしたヤリイカの外套長組成

を図 1-10に示した。

前期調査では、出来島沖水深 98m地点と岩崎沖水深

135m地点で分布地司監寵された。外套長 17加にそード

を持つ組成群が確認された。次に、中期調査では、高山

沖水深 89m地点の 1，185 JYk rriを最高に、同沖水深93、

139mの浅海域でも採集された。外套長 80mmにモードを

持つ組成群が確認された。これら組成は、例年と同様の

傾向であった.

3.分布密度調査

千罵

12 

10 

8 

8 

4 

2 

120 

1∞ 
ω 

関

40 

20 

。

園前期

圏中期

切 1∞ 1切劉)() 250 

外套長(nm)

図1-10ヤリイカ外套長組成

調査海域を層化水深別に、単位面積あたりの推定分布重量 (kglkrri)を求めた。(表2)また、全

漁獲物について、調査地点別に分布密度縄Ikrri)を求めた。前期の調査結果を付表3に、中期の調

査結果を付表4に、後期の調査結果を付表5にそれぞれ示した。
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<太平洋調査海域>

1. 調査海域

図Bの調査海域において、 2001年6月8日から 6月13日までを前期とし、 2001年 10月 16日か

ら10月21日までを後期として、調査を実施した。期間中、 25地点で、調査を行った。なお、調査海

域の底質は、細砂、粗砂となっている。 ただし、八戸沖の一部海域では礁となっている。(1日本

近海域底質図」による。)

表3に、層化水深別調査回数、曳網距離、曳網面積を示した。また、海洋観測結果を付表2に示

した。

図B 太平洋海域調査地点図

表3 層化水深別、調査回数、曳網距離・面積

量塞塑旦 6月8日-6月13日(前期)

贋化水深(.'!') 
曳網周数

50 150 250 350 
ι 

曳網距離(が
曳網面積計 (krrl)

4 

8375 
0.089252 

正 6034 ~!f3..2.. .. '. .. ..~f3.44 
0.063960 0.078671 0.065861 

調査期間 10月16日-10月21日(後期)

……贋化水市漂(~)…府内川 50 … 150 … 、、…符9.. ...........w. 
，!鯛回数 十 4..... ... ) ...............4.. ......... L ..~ 

一…見臭賜賜絹網i距鵬離(r.!!肘)................... ， J(ν05明則号切o 1叩08鴎6工一よム一し
曳網面積計(仙kn1吋1) 0.107176 0.113272 0.087497 
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マダラ

前期調査における調査海域引き延ばし個体数(

以下個体数)は、 0歳魚が約983千尾と、 2000年

の前期調査における個体数155千尾を大きく上回

った。分布密度では、小川原港沖水深96m• 154 

mにおいては、それぞれ約3，000尾/k rri、1，600

尾/krrfと、局所的に大きな値を示した。主分布水

深は 75'""'150mで、あった。 l歳以上魚個体数は約

91千尾と、 2000年前期調査における個体数 126

千尾の 72%であった。塩釜沖水深 150"-'250mで

高い分布密度がみられた。主な分布水深帯は 150

'"'"'250mで、 0歳魚と比較すると、より深い水深

深帯で分布がみられた。

後期調査における 0歳魚の個体数は、約554

千尾で、あった。分布密度は、八戸沖 259mで約

4，200千尾/krrfと大きな値を示した。主分布水

深帯は250mであった。また、 1歳以上魚個体数

は180千尾であった。分布密度は，八戸沖 145m

で671尾/k rriであった。主な分布水深帯は、 150

'""350mであった。 0歳魚の分布の中心は、前期

期の調査において水深75"'"150mの浅海域であっ

たが，後期の調査では、水深250mに分布の中心

が移行していた.

図2に、面積ー密度法による調査海域引き延ば

し体長組成を示した。2000年6月の調査において

2000・1998年級群の出現頗度は大きかった。一

方， 1999年級群の出現頻度は小さかった。 2001

年後期調査では2000年級群は見られたが、それ

以前の年級群の出現頻度は非常に小さかった。

図2-2に2001年調査海域の底層部水温と、マ

ダラ 0歳魚、マダラ 1歳以上魚の分布密度の関

係を示した。

結果
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図2・2底層部水温・密度・水深の関係
前期調査において0歳魚は、水温10，7"C.......ll. 5 

℃の範囲でのみ出現した。後期調査においては、 o

歳魚は3.0、3.1"Cの海域で出現した。 1歳以上魚は、 11.50Cの海域で671尾/krrfと大きな値を示した

ほかは、 3.1 "c以下のいずれの海域においても出現した。
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スケトウダラ

前期調査における個体数は、 0歳魚が約2，644

千尾と、2000年の約4，岨8千尾の59%であった。

分布密度では、マダラ0歳魚と同様に、小川原港

沖水深96mおよび水深154m地点で約 9，100尾

/ k rrl、4，700尾jkrrlと、局所的に大きな値を示し

た。主な分布水深帯は、 100""150mであった。 1

歳以上魚の個体数は約42，265千尾と、2∞o年の
1，088千尾を大きく上回ったoこれは2∞o年発生
群の 1歳魚の出現頻度が非常に高かったためで

ある。分布密度は小川原港沖209mで約251千尾/

krrl、八戸沖水深146mで約54千尾jkrrlと非常

に大きな値を示した。また、水深140回以深の全

調査地点において出現した。主分布水深は 150""

250mであった。

後期調査における個体数は、 0歳魚が約 1，825

千尾であった。分布密度では、塩釜沖水深238m

で約5000尾/k rrlと大きな値を示した。主な分布

水深帯は250mであった。 1歳以ム魚個体数は、

5，172千尾であった。分布密度では、塩釜沖水深

314mで、約28，∞0尾/k rrlと非常に大きな値を
示した。主な分布水深帯は、 250""35Omであっ

た。 0歳魚については、マダラの調査結果と同様

に、分布の中心は前期調査における 1∞""150祖水
水深帯から、水深250m水深帯に移動していた。

図2-3に面積ー密度法による調査海域引き延

ばした体献且成を示した。2∞0年前期の調査では
、2∞oおよび1998年級群の出現頻度は大きかっ
たが、 1999年級群はわずかであった.2001年前

期調査では2∞0年級群の1歳魚が非常に多くみ
られ、後期調査でも同様の結果であった。また、

1999年以前発生群の出現頻度は小さかった。

図2-4に、 2∞1年調査海域の底層部水温と、
スケトウダラ 0歳魚、スケトウダラ l歳以J::;魚

の分布密度の関係、を示した。前期の調査においては、 0歳魚は、水温8.7t""11. 5'Cの範囲でのみ出現

した。 1歳以上魚は、 100C以下の海域でのみ出現した。後期の調査においては、 0歳魚は、 10.3"C以下

のすべての海域で出現した。
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パパガレイ

前期調査における個体数は約 653千尾で、 2000年

前期調査における 1，058千尾を下回った。八戸沖水深

146mで、 992尾/knfと大きな分布密度を示した。主

な分布水深帯は、 50--150mであった。

後期調査における個体数は63千尾で、 2000年後期

調査における 358千尾を大きく下回った。八戸沖水深

145m、4サ11原港沖水深210mで112尾/k rri、116尾J

knfと、比較的大きな値を示した。主な分布水深帯は

150mであった。

図2-5に面積-密度法による調査海域引き延ばし

体長組成を示した。2∞o年の前期調査において、体長
15cm付近にモードをもっ個体群が確認された。後期の

調査におしては、モードのIj型化がみられた。 2∞1年
前期調査では、体長180皿に、また、後期調査では体長

23(加にモードがみられた。

ミギガレイ

2001年の調査においては、全異体類中で最も出現頻度

の多い魚種であった。

前期における個体数は950千尾で、2000年前期調査の

八戸沖水深 146mにおける個体数219千尾を大幅に上回

る約2，500尾/knfと、大きな分布密度を示した。(水深

61 ""-154mで出現.)主な分布水深帯は、 150mであった。

後期における個体数は約394千尾で、2000年後期調査

の431千尾をやや下回った。小川原港沖210mで約 1，400

尾/k rrfと大きい値を示した。主分布水深帯は150mであ

った。

図2-6に面積ー密度法による調査海域引き延ばし体長

組成を示した。 2∞o年前期調査では、 130mmにモードが
みられた。 2001年前期調査では， 14(加にモードがみら

れ、後期調査では 12加モードがみられた。いずれも、

調査年後期にモードの小型化がみられた。
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3.分布密度調査

層化水深別に、単位面積あたりの推定分布重量(kg/krri)を求めた。(表 4)全漁獲物について調

査地長別に分布密度僅Ikrrdを求めた。前期の調査結果を表6に、後期の調査結果を付表7に示し

た。

表4 層化水瀬IJ単位面積あたり推定分布重量 (kglkrri) 
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考察

<日本海>

日本海沿岸域に分布するマダラ成魚の分布域は，北海道周辺海域を中心に、山陰地方に至る水深200

.........40Om前後に広く分布することが知られているが(水産庁1989)、マダラの回遊および集団構造等を

明らかにした知見は少ない(菅野ら 2001)。本県における冬期間のマダラ漁は、主として、産卵来遊

群を漁獲の対象としており、成熟個体・放卵個体・放精個体も確認されている(中田ら 1992)。また、

今回の調査では、十三沖の水深 12加で、体長60mmにモードを持つ2001年発生群と考えられるマダラ

(0+)が確認されている。こうしたことから本県日本海側沿岸域においても、産卵場が形成されてい

る可能性がある。

マダラは、広域回遊を行う個体がいる一方、比較的限られた海域で個体群を形成するものもいると

言われており、それは今後、本県日本海海域におけるマダラの生態および資源状況を把握するための

調査実施よって、徐々に明らかにされていくものと考える。

次に、本県日本海沿岸域に分布するスケトウダラは、北部日本海系群である。本系群の分布範囲は、

能登半島からサハリン西岸であり、主な漁場は、北海道の日本海沿岸域に形成される。なお、今回行

った中期調査では、十三~出来島沖の水深250m地点で2001年の発生群と考えられる個体群が確認さ

れている。前期調査では、これらの個体群は確認されなかったが、おそらくは北海道から南下してき

た可能性が十分考えられる。また、後期調査においても、十三沖の水深300m前後で、非常に高い分布

密度が確認され、時には、 11，0∞尾/krtiを記録する地点もあった。よって、同海域においてスケト

ウダラ資源動向を把握する上での重要海域であることが推察された。しかしながら、本県におけるス

ケトウダラの資源動向を把握するには広域的に総合的に判断してし、かなければならないことは言

うまでもないことと考える。

沿岸魚類の資源動向調査は、マガレイ、マコガレイなどの異体類を中心に、面積・密度法により引

き延ばし、体献E成を算出しているが、ムシガレイやヒレグロ、アカガレイ等についても、比較的深

い海域にまで分布し、移動が激しい回遊魚でないことからこれら魚種についても、この方法を用いて、

資源状況を把握することは可能と考えられる。ただ、現状における本調査実施が沖合海域で行われて

し、るのに対し、マガレイやマコガレイ等が分布する浅い海域にまで調査海域を広げて行こうとした場

合、民間船が数多く操業を行っているため、漁具が相当数建て込まれ、敷設されていることから漁場

は密集状態にある。

したがって、浅海域での調査実施にはそれ相当の工夫を要するところであり 難しい問題でもある

ことから、当面は、このままの形で、調査を継続実施して行かざるを得ないところとなっている。

<太平洋>

マダラの1伺9年級群は、 2000年調査(小向2001)では、極端に低い出現頗度となったが、 2001年

調査では、 1999年級群出現は皆無で、あった。若鷹丸(北川・服部ら 2000)・岩手丸(後藤2000)によ

る調査でも同様に、 1999年級群の出現顔度は小さいとの報告がある。一方、 1999年級群と比較して発
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生量が多いと言われている(後藤 2001 成松・~tJ l陥 2001) 2∞o年級群は、 2001年調査でも出現が

確認されている。

以上のようなことから 2∞0"""2001年の青森県太平洋海域におけるマダラの0""2歳魚の加入状況は、

東北海域への加入を反映しているものと推察された。しかし、今回の調査では、マダラの高齢個体が

分布する(矢吹ほか1993 藤田 1993)、より深い海域をカバー仕切れなかったこと、さらには、根っ

きになることや、八戸海域に棲息するマダラは東北海域を回遊する(北川・服部ら 2000)特性を有し

ていることから、本県太平洋海域におけるマダラの資源状況を把握するためには、東北水研(若鷹丸)、

岩手水技センター(岩手丸)等による調査結果を総合的に判断して考慮する必要があるものと考えら

れる。

次に、スケトウダラについては、産卵および回遊する範囲が北海道道東海域にも及ぶこと(ね11・

服部ら 2∞0)、かつ、親潮の勢力が強まることにより主な分布域となっている北海道太平洋側から東

北太平洋側に分布を広げること(服部 l拘7)、また、これら海域で行っている国・関係道県の研究機

関が実施した調査結果等を参考とし、調査研究して行くべきであると考える。

マダラ、スケトウダラの0歳魚は、 20∞年、 2001年調査では、むつ4サ11原~塩釜沖水深100"'2oom

で、非常に高い分布密度を示している。同海域がマダラ、スケトウダラの新規加入群を調査する上で

重要な海域であることが推察された。

パパガレイについては、本県における調査(小向2001)、岩手県における調査(後藤2000)で小型

個体が増加傾向にあるとの報告がある。しかし、 2001年の体長車邸主についてみると、魚体の大型化は

みられたが、新規加入群は少ないものと推察された。したがって、小型個体の増加傾向が一時的なも

のであったのか、あるいは、卓越年級群であったのかについては、今後の調査課題であると考える。

ミギガレイについては、体長組成をみると、調査年前期のモードに比べ、後期では、モード‘の小型

化傾向がみられた。体長 12加にモードを持つ個体群は、 1歳個体群であると推察される(石戸1蜘)。

この個体群は、 2∞0・2001年後期調査時に同海域に加入してきたものと推察された。今後も、加入状

況調査を継続調査する必要がある。

太平洋海域における異体類の資源動向把握については、日本海海域同様、浅海域での調査範囲の拡

大が必要あるものと考えられた。

底層部水温と、マダラおよびスケトウダラの分布密度の関係、を調べてみた。それによると、前期調

査では、マダ‘ラの0歳魚は、 10.3"'11.5"Cの極めて狭い水温帯でのみ出現がみられ、 1歳以上魚が出

現する1.5'" 1 O. o"Cの水温帯とは明らかに異なる水温帯で出現した。実際、前期の調査では、マダラ0

歳魚と、 1歳以上魚が同じ調査地提に出現することはなかった。また、スケトウダラについては、一

部0歳魚と、 1歳以上魚が混在して出現した。しかし、 0歳魚は、水温8.7"" 11. 5"Cに出現したのに対

し、 1歳以上魚は、 10.7"'1.5"Cの海域で出現し、混在する水温帯も一部であった。 2000年の同海域・

同時期における調査(小向2∞0)においても、同様な結果が得られている。今回は、マダラ・スケト

ウダラのみの調査であったが、底魚類の分布と底層環境との聞には密接な関係がある(森脇ら 1989)

ことから、その他の魚種についても、海況と漁況関係も含めて、調査を継続して行く必要がある。
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付表1 日本海調査観測野帳
換纂匁月日 4月25目 4月25日 4月自白 4月26日 5月7日 5月8S 5!i8S 5月8日 5月9日 S月10日 5月10目 5月31日 5月31日

帽宜梶番号 出来島 出来島 出来島 高山 +.0; +ー +ー +三 岩時 +コ 高山 十ー 高山

網箸車時輝度 4()' 53.80-N 4()'田1O"N 4()'田51'N 40・出馬-N 胡・ 51.3'-N 41" 01.07♂N 4()' 59.23-N 41・田12-N 4()'羽田市 4()'弱曲-N 4()' 52開-N 4()'田37-N 4()' 54.27"N 
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珪慶 l叫・岨品-N 1叫・ 03.却-N 139'・田，97-' 1胡・ lO.47'N 1ω'但.95-N 14()' 13.31-N lω" 07.44-N 1柏"04周 -N 139'・叫曲-N 1叫。昭島市 140"位叩-N 1叫'σ1.45-' 1叫.叫51-N

隅隅車時樟度 判"52.67-N 相周 52.掴 N 剖.52.73-N 相・団Jl"N 胡・弱国-N 制。 59.93-N 4()' 57由-N 銀F冒抽-N 4()' 33.44-N 4σ54.46-N 4()'昭咽-N 4()'田22-N 4()' 53.10-N 

車車 1叫.叩39-N 1叫・ 03.29'N 139'・開掴-N ¥40. 10絹川 1曲・目白川 1胡・ 13.21rN 140・01.35'N 1岨・抽"1'2-N 139・も8.79-N 1品。昭島-N 1叫10 01出，-N 1岨・ 07.37-N 1叫・ 01.4t'N

曳網棚柑時刻 9:07 10:51 12:28 9:21 13:33 9:38 llo07 12:51 10:叩 10剖 11:35 10:05 11:<叫

曳網終7陣剤 9;36 1l:26 13:13 9:56 14:21 10:10 日:姐 13:28 10田 10:却 12:10 10:36 12:23 
曳網時間 0:29 。お 。岨 。込5 0:48 0:32 0:41 。:.37 0:却 。却 。:.35 0:.31 0:叫

曳J胴速度(ノット) 2.6 2.5 2.5 2A 2A 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.6 2.4 2.6 

ワプ畏 380 品。 880 3曲 l冊。 3回 5曲 7閣 5∞ 10叫 600 邸調。 由。

網瞳IE時ワプ憂 130 230 420 193 舗7 100 270 378 156 品。 訂6 256 4剖

鯛珊底樽水揖 88 137 240 93 304 63 124 195 142 318 1同 129 23ゆ

便宜水樺 50 150 Z田 田 350 50 150 1田 1田 3国 l田 150 Z田

ネット矧究開同事加) 10.4 10.1 10.7 11.3 11.6 10.5 10.9 11.3 10.9 10.9 10.9 10.6 10.6 

曳網距離(m) 2618 3師。 3438 出26 4702 2391 調。2 3田7 1416 掴9() 2106 2453 3433 

現胴iiilll(kn!) 0.0272272 0.03盟胡 0.0斑78砧 o.rn泡品J8 0出品叫2 。時51685 。回?冊目 0.0担2391 0.01且344 O.回1501 0.022胃臼 O.O:i諸国18 。回6担岨

吏告書 B B B BC R C c C C C c R C 

波哲生 1 1 z z 2 l l l 1 3 3 2 z 
且向カ 5E・1 INI・1 INI・! s.v・4 s.v・3 s・1 E'1 E'1 E'3 5$-4 s.v・4 E.3 E'3 
菱電木市且 10.6 10.8 10.9 10.0 11.5 \~.~ "".5 ¥1.4 12.9 10.9 lß.~ 11.2 11.1 

10m 9.6 9.7 9.8 11.1 10.9 10.5 10.8 11.0 10.5 10.5 14.4 14.8 

却m ... '.5 u 11.2 10.2 10.4 10月 n.l 10.5 10.4 13.7 14.2 

出血 9.4 9.4 9.5 10.7 9.3 10.1 10.2 10.0 10.1 9.7 11.4 1l.8 

75m 9.1 9.4 9.4 9.8 9副68m) 10.0 9.9 9.6 9.1 9.3 10.4 10.8 

i叩m 8.1 8.1 9拙陪.) 9.' 9.1 9A 9.' 9.3 9.0 10.1 10.5 

150m 8.1 8.3 1.9 8以(ll伽.) 6.4 8.59(1白血) 8.2 8.5(163耐 9s(I22副 9.5 

2∞m 8.10(152m) 6.9 4.7 3.2句碑m) 6.1 7.4 

3回m 3坦(2S1m) 1.7127圃2m) 1.1 (266m) 3.6 (田知)

4岨m

蝿揮年月日 l!i19目 7月31S 9月11日 9月17目 9月四日 9月19冒 9月25目 胡話回 9月揺日 9月Z日 9月詣日 9月幻自

唖茸点番号 +ー +ー +ー 出来島 →ーー +ー +ー 十ー 出来a
出.. ‘ 出予使島 高山

輯.車問櫨車 “r 57.44-N 制r57.17-N 4()' 57.13-N 鍾r53.11;'N 4()'毘.2S-N 4()'田U'N 4()' 57.39-N ぽ国.27-N 4()' 53.17-N 4()' 53s3-N 4()'且34-N 4()'訂.10-N

包車 1叫・偶"'-N 2叫・。3.31'N t岨.田.51'N 1岨・田.94'N 1叫・ 03.27#N 1叫・ 07.日-N l叫・皿"'-N E岨.曲."'-N 1相・同居-N 1叫・ 03.85'N 1岨.但"'-N 1叫・ 10.91'N

巻網'刷酎蝿度 4()'5P正N 4()' 55.33-N 4()'届14-N 4()' 53.35-N f 田島-N 4()' 58.21-N 4If 57.01-N ザ 57.50-N 4()'母町-N ぽ底思-N 4()' 53.45-N 4()'田.94-N

百..: 141f田.94-N 2岨・也聾-N E岨・田島-N 1坦・国初'N l剖・田<2-N 14Ii'凹.58-N 141f 02.14-N 1""回.'l'N 1""田昌-N 14<1・凪曲，-N 2剖・由.田-N 140-10恒-N

掴幌底陣蝿度 4()' 55.32-N 4()'冨.2()'N 4()'56!個-N 4()'田.32-N 4()'出叫-N 4()" 58.18-N 4()'駈坦-N 4()'57国-N 4If 52.61~N 4()' 52.55""N 4()'53調-N 4()' 55.蹄-N

程度 14()'哩.57-N 1""唱.!I:fN 1柑田昌'N 1世田且-N 14()'凪.5:fN 1曲'σ7“fN 14()'昭島'N 141i' 03.岨IN 14()'咽.22"N 14()'回"'-N 凶f01田-N E胡・1O.65-N

曳網開抽時掴 同舟4 同:田 10:12 12:四 10:15 12坦 10:24 11:58 9却 1仕団 12:31 12:31 

曳掴鍵T時剖 11怠5 lb岨 11;)2 12:55 日講5 12:畠 10:40 ロ込3 10姐2 11:担 12;国 日ヨ01

曳掴時間 lヨ01 &冨 。却 0036 0;;0 0:28 。:16 0:.35 0-.33 0-.31 0:28 。且

曳網適度(ノット} 2.4 2.3 2.1 2.1 2..5 2..5 2..5 z 2.5 2..5 2..5 2.4 

ヲプ長 i却。 101拘 1000 陣抽 銀事。 500 11帥 製拘 3回 “調。 8田 3曲

網橿底陣ヲプ量 610 6却 5却 58。 615 3弱 7羽 取量O 170 Z国 510 1剖

網根底時水揮 3()6 2田 忽刻 却3 公淘 134 品3 室副b 担 1調 236 開

慣宜水深 3田 2調。 2田 3国 Z田 l田 ま悶 2拘 国 1回 250 曲

ネット軸先聞闇凪} 11‘ 11.7 11.4 11.9 11.6 8.' 10s 間S 10.6 同5 1l.4 10.2 

且綱D(m> 6却9 4137 S田9 2認1 3百8 1曲。 1316 2788 笈渇0 2向。 Z掴5 2511 

曳網面珊(kU!) 0.01四Z畠 0.0仮醐宙 。。“削輔 。拙田市 0.04忍荷担 0.01田1 0.01喧1祖 0.0:却1104 0.02l冊8 0.0:富田 o.a富岡9 o.a酷 1ZZ

実候 C R BC c BC 政: C C B B B BC 

波浪 3 3 1 2 3 3 1 1 1 1 2 

風間・カ E.. SE'2 SE-l w・2 IN/・4 IN/・4 SE・2 W" 担.， W'2 N'1 w・3
表面水量 22.3 24.2 24-8 語 1 且6 国5 盟2 23.J 23.1 担 1 お4 担』

10皿 21s 欠掴 欠割 欠割 欠調 欠割 欠冒 欠割 欠掴 欠割 欠測 '"闇

20m 由3

国匝 16.7 

75m l‘4 
100m 11.9 

1開皿 10.3 

公)()m 1.8 

300m 1.5 

400凶 1.3(:説淘"，)

操幾毎月日 1月11閏 1月!6S 1月16日 1月11日 1月17日 1!l21目 l月31日 2月4日 2月‘日 2月27周 2月27回

調査点番号 +ー 十三 高山 出来島 出実島 出来島 +ー 十三 +ー 十ー 十=
糧費虚陣蝿~ 4()'回。65-N 4()'57田市 40" 54.14-N 40" 53.5I-N ぽ担..35-N 4()'54担♂N 4()' 57.54-N 4(f 59.32-N 4()'開.48-N ザ田94-N 岨・国.54-N

u: 1曲・ 03.20-N 1胡・国詰-N 1岨.但.釘-N 1叫，.02皿-N 1叫・02.岨-N 1叫・02.姐-N 1叫・ 03.時-N 140・07曲川 1叫・回.回-N 1叫・但73-N 1岨・叩87-N

巻網開柑冊瞳3: 岨'酢.54-N 4()'田.22-N 叫・ 53凪-N 胡・ 52.61-N 40・日34-N 4()'日却-N 4炉開曲-N 4()' 57.13-N 4ぴ計四 N 4()'田門-N 4()' 57.13-N 

程度 14()'田58-N 14(1・ 03.21"N 139" 59白川 1胡・ O1.61-N 14()' 01.01-N 14()'帥18-N 14()' 03.34-N 14()' 07.54-N 14()'回 76-N 14ぴ田 13-N 14()'回.6O-N

網離底陣措置 4ft 51.16-N 4If 56.U-N 4()'自由-N 叫・ 52.5t-N U 日.2S-N ぜ日四-N 4()' 55.95-N 4()' 57."-N 4()' 51.52-N 4()'萌69-N 4()' 57.1'-N 

u: 140g 03.60-N i胡・ 03Z-N 139・59.53-N 1岨g 01.s.rN 1，凶'田園田-N 140・曲10-N 1叫・ 03.36-N 140・01.59-N 14-0g OJ.19-N 14(1'田 12-N 140・03.61-N

曳網開始時刻 11・.7 日:却 13:15 11;掴 13:21 11叫 12坦1 11:41 13却 12:05 14:16 

曳網終了時剖 12:24 12蝿 14:14 12:03 14:但 12ニ却 13:04 12:20 13:57 13:01 14:54 

曳網時間 0:37 0:46 。:由 0:35 0:41 。泊。 。'43 0:39 0坦7 0田 0:掴

曳網速度(ノット) 2.5 2.4 '.6 '.8 Z色 2.6 2.3 ，.5 2.5 '.4 2.' 
ワプ長 i曲。 1曲。 l冊。 110 9開 970 領担B 駅)() 筆跡 1100 1050 

網睡底陣ワープ長 6叩 6田 630 誕初 620 7叩 組訓B 3却 575 7出 6∞ 
網帽昼間水揮 278 担3 271 1田 訂4 211 出。 115 271 318 303 

慣Z水揮 250 2田 Z田 1国 話。 Z却 250 i田 2田 3国 3国

ネット裕発問問高恒} 11.5 1l.6 lU 11.1 11.8 12.1 11.5 10.7 11.0 11.4 11.3 

曳網車購(m) 3256 3572 4755 3剖3 且31 羽田 品目 坦49 2510 4曲7 3314 

曳網面積(knl) 0.037444 。.041岨52 。。由臼35 。。出羽田 0.0却油田 0.04但325 0.03続坦75 0.0:寝泊以3叫 。田761 。。包S191l 。国.744目

実僕 C C c C C c C C C B B 

格調昼 3 2 2 3 3 3 4 2 2 1 1 

風向・カ 1N/'4 NE・3 NE・3 t-M/'3 NE・3 58・4 NNE'4 WNW'3 WNW'3 8'2 E'I 

表面水温E 11.9 11.5 11.1 lls lL5 11.4 10.4 lOs 10.1 9.9 10.2 

10m 11.5 11.3 lJ.4. 11.2 11.1 欠檀 10.1 10.5 10.3 欠iJlJ 欠割

田m 11.5 11.3 11.4 11.2 11.1 10.1 10.5 10.3 

田m 11.5 11.3 11.6 11.2 1l.2 10.1 10.5 10~ 

75m 11.4 11.3 11.4 112 11.2 9.' 10.4 10.4 

1同m 11.4 11.2 11.4 112 112 9.' 10.0 10.0 

1田m 11.1(12伽同 11.0 11.3 11.1 11.0 8.0 10.0(115皿} 9.0 

2由国 9.2 4.4 5.31】田耐 2.3 5.8 8.0 

3国皿 0.9 1.1(武断n) 1近抽出 4.3(由。皿) 4.7(271凶

4岨m 。以31会叫
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付表2 太平洋調査観測野帳

欄朝日 6Ill日 6恩日 6局日 直局日 6ID日 直庖1日 6庖1日 6鳳l日 6思3日 6周3日 白鳳3日 自庖3日

調匝頑号 百部働 コ明勧 j宇判幽 序補助 コ1目F阪ln 温e働1 温献l!it 幽勘t !]j吻嘗働1 !]j吻腕l!it !]jl周静観加 温S恒h
明掴割蝿E <f1 3I.3l-N <f1 4l5I'N <f131旬、 <f13且3、 <f1直古市 <f1 41.21-N <f141.也事 <f1畠田市 <f1 513l-N <f1弘沼市 <f1 5l67-N <f141.儲-N

鍾E l4t'li.冒-N l4t' 3181-N 時t!l!3l1l K!'C悶 -N K!' aa-N ぽ3l.7.l'N l4t' 41.<r-N 14f邑也市 l4t' :RJJ-N ぽ B面市 l4t' J1Oi-N l4t'ffi.軍-N

糧帽肺噌園E <f13>41市 41 314111 41 :!illi-N 41li.旦-N 41 3lf9-N <f1 41.9l-N 41 41.lI-N <f1 4141-N 41ffi.ω-N <f1 ffi.4)-N 4151固有 41 4HJ;-N 

檀E l4t' li.a-N l4t'41司-N l4t'反1j-N K!'也事-N K!' ag;-N l4t'沼3)-N ぽ毎日目-N l4t' ffiti-N J.4f:llω-N l.4f :IlBl-N l4t':lJ句-N 14f ffi5l-N 

曹.割晦量 41 :Jl4;百 4131お-N 41:Jl宮市 41:Jl冒-N 41 3l6l-N 41 41.91-N <f141.宮市 41 414;-N 41 ffia-N 41 ffi.9J-N 41弘2l-N 41喧Zl-N

鍾藍 l4t' :Jla-N ぽ伯官官 l4t'51.百-N 活f包ro-N K!'也8l-N ぽ 31J8-N ぽ4¥g;-N l.4fffi冒-N l.4f 21.a-N ぽ:BtB-N ぽ泊71-N l4t' 51S;-N 

明'刷開暗 7:5) 9:15 9:oi 10:43 = 'J'.(]l lO:4B 13:25 8:4; 9:ffi 且;3) l本町田

晴朗瑚 8:al 9:4; 9M n:a 国:凶 "$ n:J5 13:31 制B 1肱2 n:a 14;3) 

費骨澗 住お 0:3l O:Ji 位置 o:4i 0:3) 官2 O::J隆 Q:Zl 。2幅 0:22 0:22 

質問. (I::!H 23 25 25 25 25 25 23 24 25 25 26 26 

Fーフ.. 富田 冨B @ cm !XE 3副 (fi) llID まB (Q 官坦 呂田

綱.駒Pーフ畏 2苗 Z畠 :m 4拍 珪E 2D :m 唖B 耳目 古島 冨E 宮島

繍陪輔探 也 @ 崎 a5 :m 81 141 315 g; 151 m 2卦

健劉探 ⑦ 田 llD 官畠 苫E 田 llD 苫田 3J llD :ro :ro 
ネy十捕縄冊。 泊6 血9 1Il6 且6 lIl'百 1Il4 1116 且8 1Il6 自6 且6 116 

噴開園量曲 滋B :HII ZBJ 宜盟E 誕B Iffil w :lIJI. 盟冒 lBll E理由 :lfIj 

費情賓inf 01l$1l O<IH硲 。ωmB 日任回胞 。母語E 。岨団3lI 自由誼沼 01I!!lll8 。也庫高E 0(1誕鋭 自白血正弘 O<IH部

声襲 c C F E C C C C C C c E 

渡世 3 3 3 3 3 l l 2 l l l 1 

蝿向・カ F唖~.3 E.3 E.3 E.3 E.4 w・3 w・3 再事・3 N;:・2 トE・2 児.2 ffi・1

現副司E 喧7 126 自I 凪8 泊4 血7 118 泊3 記l 位。 121 1111 

E皿 120 122 128 99 副Z l♀3 118 99 120 且9 止9 83 

Z皿 江7 記l 立7 99 曲。 117 118 虫3 止9 止8 119 80 

3m 114 立4 孔9 7.8 99 112 1Il1 7.8 且8 孔8 118 7.5 

官皿 比4毎回 江2 皿9 7.5 89 国5 血3 ii9 江7 且2 114 43 

E白n 119仮泊 且2 67 44 回3価場 凶I 26 且5勧告 泊8 泊B 37 

IDn 副00:弱 38 39 870沿a 45 泊7 前2 42 

Z砧n 35 10 34 国705l博 87位制 25 

沼:m l~ 28 2Q 22(2:副

4lht 21泡尉 22包尉

御崎勇日 llIl闘 血庖沼 凪届倒 副脳沼 血即日 湖周凋 凪月開 血胞日 脆肱羽 lOIlD日 臨席E日 組胎日 園周日

曹圃島 序格910 府糟加 コ101餌3・コ暗唱泊 コ10噸3・N'覗llR 塩瀞恒h 塩B恒h 塩醤餌h 塩lI'IIlR ，j川原寝泊 !]jllJ!lll馳 !]jl蹄明白
智樹冨噂園E 41 li.2l'N 41 li.13-N 41 :1141-/1 41 :IIg;-/I 41 3131. 11 41li.<B百 41 4I.9l-N 41 414111 41 4I.7.J'N 41 41.4;-/1 41 1281-/1 41弘!Il-N 41 51a>-N 

纏E l4t' !1!l1'N K!' (l1!I'N K!'也4i-N l4t' 9121-11 l4t'41富市 l4t' osf9-N l4t'51耳-11 l4t' ffi6l-N l4t' 4141-11 l4t' 3l!B'N l4t':J.包-11 l4t' :B25'N l4t':!l富市

調岡島劃蝿藍 41 :li21-11 41 :li27-11 .fl' 3l51-N 41也，21'N 4l'~日:D'N .fl':Jl3(1I 41 tla;-/I 41 !IlJ5'N .fl' 41.9由、 .fl' tl!B'N 4l'51;o-N .fl'ffi官官 .fl' ffi:D-N 

鐘藍 l4t'思&-11 w也81'N W 011811 l4t' !li14-N l4t'~白æ-N l4t' 4/.95-N l4t' !B.()-N l4t' 51:511 l4t'.fiω-N l4t'aπ-N 14t:J.ω-11 l4t' 27.51-N 14t:llπ-N 

鋼闘制度 41 :li4l-N 413且:5-11 4131也、
41 41:量一N

41 414l-N 41 :Ii:fj-/I <f1tl官、 41田沼市 4141.宮市 41tl也市 41 Blll-N 41ffi官官 41 ffi4l-/I 

鍾置 ぽ思6111 辺住垣市 W <821-/1 l4t' !li14-/I ぽ姐侶-/1 ぽ4/.9511 l4t' 5la>1I ぽ 5122-/1 l4t'処6l-N l4t'a官、 l4t' :J.a-/I l4t 2la-N l4t :Il74-N 

明帽酷館側 8:() B窃 U;J; 13:25 T.2; 事羽 宮E 11:回 B窃 8015 9:4; U:a; B:4I 

畑町朝 事'JJl D31 lZU s51 1'.$ 9:3! 9:4; ll~ J3;J; B:4I 11):]8 U:Jl 9:17 

質"事町 q沼 o:a O:Ji o:a 0:Jl 立3l 0:3l o:a 0:3l 低E 日3 。3l 住羽

質問厳仰H 25 25 24 26 26 26 3 28 3 25 25 25 25 

9-?ll 3D 8D 11∞ 富島 211) :m 宜野 l!lD 9D :BJ 買D 耳D 宮B

綱.駒Fヲ餐 :m 4D 'ZD 耳目 JS) m @ 暗晶 m JIl) :BJ 冨畠 宜B

綱雌駒蝿畢 活 2冒 ヨ葺 宮島 ?畠 百 zf! 31.4 JS) !D 21) 91 Ja 

便島際 m 2D 11) 望且 !D 9J 2D 11) m 思 :ro 田 15) 

*.:d嫡細刷尉 115 且0 且5 血4 99 泊3 泊9 且5 副4 自3 lil7 副0 凪4

質問瞳耐 宮B 冨E 冨蕗 沼E 滋l! Z置B :lMi 211! 官露 宮島 :lIlI 2・ :m 
明暗蹟~ O<IH砺 Q(I盈E 。唖回5 O<lBll'甚 。匂位置3 也aBII17 000蝕 QO!?JB 。倒Z廻 0a1l714 00al砲 011!14l Oaa:副

声候 B E E c R R s B B B E B c 

漉匝 1 1 l 1 1 2 3 3 3 l 1 1 I 

風向・カ 5'2 s・3 s・3 $'3 開 .3 m・3 "-4 w・4 w・4 ，・2 11'2 "3 SI・2

現副唱E IZ5 立7 IZ5 180 立8 立3 1i6 110 1i5 lZ3 17.3 立2 薗9

E匝 lZ5 立7 IZO 立8 立8 IZ3 革6 110 1i5 IZ3 立3 113 革9

a:m lZ5 IZ6 lZO lZ8 lZ8 lZ3 量6 立。 革5 IZ3 11:2 lZ3 面9

3m 1Z0 鼠6 1i6 1Z1 立3 政2 革8 直6 1i4 11.1 11.0 lZl 革5

1.'m 1i5 監5 110 1i3 l1Z@抽 17.0偏e 革4 喧5 革。 革2 1i3 鼠7 喧l

直:m 革l 亜2 153 159 159 誼2 158 亜UI副 面6 蕗2 温S

盟h 且4 125 且7 立B 自1 130 126晶画同 139 車1也B曲 141 

沼:m 乱5位盟国 1.7 86 12~ 信回 12.0 124 a抑制 自905ii

1政E 31阪国 20 lil3句輔 33 

4lht 21C1盟国 2悦Doi
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付表3 日本海調査地点別分布密度(前期)

l j :cd 副長I...........ïúl.............s・8l............~f ぷ! 日~4t............i!I.............ä2"I.......ï:臨+....32:.797t- ...........i~
コ五 1...............+..............+..............+..............t............m................(.................(...............+..............+............1 開1................1.

:: 
:22F!!::1J-:-J-:ij:::;斗:JiiIr

":.E:;;f.:~安立が1三.:.:E:.~:.:.. : .. :.:.l.:~:~.:~:.:.:::::t~.::: 三 :::~t::.~~.5t~l:.~.::~:~.. i~.iT:.:::::~.:.:.~F~~::.:.~.=::t:::: ご一十.--十ZI771二
三 ~.::.....:.::t...::::::::.~;.I...:.:::::..::..:I::.:..:.........1 二.... :.!I~l 仁?h;12j …:.J...:.:...:.:.:::1..::.一:
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付表4 日本海調査地点別分布密度(中期)
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付表5 日本海調査地点別分布密度(後期)
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付表6 太平洋調査地点別分布密度(前期)
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付表7 太平洋調査地点別分布密度(後期)
民査日 10月柑目 10月17日 10月19日 10月初日 叩月幻自
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沿岸魚類資源動向調査

2、ヒラメ稚魚分布密度調査

小向貴志

はじめに

本調査は、本県沿岸域におけるヒラメ着底稚魚を対象に試験操業を行い、継続的に分布密度を把握

し、ヒラメの資源動向把握に資するととを目的とする。

調査実施日

調査船

調査漁具

調査地点

曳網速度

分布密度調査

魚体測定調査

材料と方法

日本海 2001年8月 6日、 8月26日、 10月 16日

太平洋 8月 12日、 9月 15日、 10月 8日

民間船 (6.5トン/日本海 4.9トン/三沢 4.3トン/百石)を用船した。

桁綱:水産工学研究所H型を用いた。

(網口幅 : 2m 網口高さ:O.2m 網の長さ:6.5m 網の目合:3. 7mm) 

七里長浜地先(函 1・1) 三沢市地先(函 1・2)水深5""'"20m 

なお、水深15""'20mについては、 8月6日は車力・高山沖を、 8月26日は出来

島・車力沖を、 10月16日は車力・高山沖(車力 20mを除く)を調査した。

2.0ノットを自安に行った。

各調査地点毎の 1000rriあたりのヒラメ稚魚分布密度を算出した。また、水深

別に、密度で換算した全長組成も算出した。

分布密度は、 GPSを利用して曳網距離を求め、桁絹の幅2mを乗じて樗られた

曳網面積で、採取尾数を除した値(面積密度法)を用いている。なお、漁獲効率

は1とした。

累乗近似曲線を用いて、採取ヒラメの重量と全長の関係を算出した。

1999年、2000年、2001年のヒラメ当歳魚の肥満度を調査年別、目別に求めた。

肥満度は、下記の数式により求めた。

肥満度=106X重量 (g)/全長 (mm)3 

得られた採取物は、氷冷もしくは、ホルマリンで固定し、ヒラメを含めた全種、

全数について可能な限り低位の分類群にまで種査定し、全長・体長・体重を測定

した。

結果は、調査水深別に、平均全長、 1000rrfあたり分布密度・分布重量を算出し

た。
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結果

く日本海調査海域〉

1.分布密度調査

1)全長組成及び海洋観測

調査日別、水深別のヒラメ当歳魚の全長組成、分布密度、ミニログによる平均底層水温等を表 1

に示した。

2001年度の水深別分布密度の最高値は、 8月26日、水深5mの52.7尾11000rrfであった.

調査水深が深くなるにつれ，平均全長は大型化し、分布密度は小さくなる傾向があった。この傾向

は、 1999"'2001の調査においても同様であった。

表 1ヒラメ当歳魚の調査日別・水深別個体数と分布密度
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2) 調査地点別分布密度調査

ヒラメ当歳魚の調査地点別・水深別分布密度を表2に示した。

表2調査地点別分布密度
尾/1000rri

由主畠
調査日/水漂i5m : 10m : 15m・20m

里』号里F.t.........[..H!~.，~..L.n，9....L ー.............三
.ß.f.t~.~.日....l...JP.....L...1J!旦 .L....~.，~.....l.司 9.，9......
10月16日! 0.0 i 0.0 ・ー ー

• 8月 6日

出来島および高山神水深 5m、車力神水深 10mで、高い分布密度が得られた。特に、出来島沖水深 5m

で、高い分布密度が得られた。全体でも、本年度調査の中では、最も高い分布密度が得られた。

高山甫

5m '10m 
13.1 23.6 

3.3 i 11.8 
2.2 ; 0.0 

これを8月6日の調査結果と比較すると、

• 8月 26日

北部の車力沖水深5""""10mで、高い分布密度が得られた。

既に、この時期には、分布密度のピークは過ぎていたものと考えられる。

16日

高山南沖水深5mで、低い分布密度が得られたほかは、分布が見られなかった。

1999""""2001年の調査期間中、その年々で最高の分布密度は、出来島沖水深 5mで確認されている。

また、 8月上中旬には、調査海域南部に大きい分布密度がみられる傾向にあり、 8月下旬以降は分布

が徐々に、北部に広がる傾向がみられた。

• 10月

伽

h

h
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4
E・
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口

分布密度(尾11000n1')
30 

25 

20 

15 

全長組成調査

ヒラメ当歳魚の調査水深別全長組成を図2

に示した。なお、組成は密度に換算した結果

を示した。

3) 

1:10 
全長(mm)

100 m 

10 

5 

O 

B 

分布密鹿(1I/1000n1')
15 

. 8月 6百

全長は22'"'"'129mmの範囲にあった。モードは

水深5mでは 50mmに、水深 10mでは、 30mmにそ

ードがみられた。全体では、 30・50mmにモード
8/Z6 

園 15m

E!l10m 

ロ5m

10 

初mmにも山がみられた。また、がみられた。

150 
全長(mm)

100 50 

。。
分布脅度(尾11oo0n1')
15 

. 8月26日

全長は 30""""148mmの範囲にあった。モードは

水深5mでは50mmに、水深 10mでは60mmにモー

ドがみられた。全体では、 50mmにモードがみら 10/16 

ロ5皿10 れた。

150 
全長(mm)

50 100 

図2調査水深別全長組成

。。

-27-

5 • 10月 16日

全長組成は、水深 5mで採集された 70・88mmの

2個体のみであった。



2.魚体測定調査

1) ヒラメ当議魚の重量と全長の関採

調査期間中に漁獲されたヒラメ当歳魚の

重量と、全長の相関関係を累乗近似曲線で

表した。その結果を図3に示した。

重量 (BW，g) と全長 (TL，cm)の関係は

BW=3x10・5xTL2.8567(R2=0.9829) 

で表された.

BW(g) 

35 

30 
BW=3Xl0~X Tl2_酷7

R2 = 0.9829 
N=5，昂

25 

S
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I
t
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4
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1

 

10 
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。
o ~ 100 1~ 

TL(mm) 

図3 ヒラメ当歳魚の全長 (TUと重量 (8W)の関係

2) ヒラメ当歳魚の肥満度調査

1999年、 2000年、 2001年のヒラメ当歳魚の肥満度および全漁獲物に占めるヒラメ当歳魚の割合

を調査年別、日別に求めた。結果は、表3に示した。

2000年、 2001年の肥満度は近似の値を示した。一方、 3年中で最も大きい分布密度を記録してい

た 1999年の肥満度が、最も大きし、値を示した。また、調査日が遅くなるほど肥満度は小さくなる傾

向にあった。また、全漁獲物個体数に占めるヒラメ当歳魚個体数の割合は 1999年が最も大きい値を

示した。

表 3 調査年別、日別ヒラメ当歳魚肥満度

1999 2000 

語査9 :7月1598月17日 8月24日9月249 7月3198-月初日 9月初日

肥満度 司 J.1s.. .. ••• .1..1.:.4... 1 0.6.. ..，. ~:.5 . .... 1 札。 .........~J.......... ...9.:4..... 
ヒラメ当歳魚割合 0.46 0.71 0.25 0.08 0.17 0.54 0.03 

3)全漁獲物測定結果

採集した魚類等の魚体測定結果を、表4に示した。

測定に供された個体は、 4，395個体で、あった。

28 



表 4 採集生物測定結呆
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く太平洋調査海域〉

1. 分布密度調査

1)全長組成および海洋観測

調査日別、水深別のヒラメ当歳魚の全長組成、分布密度、ミニログによる平均底層水温を表5に

示した。

2001年における水深別分布密度の最高値は、 9月 15日調査の水深5mで、 7.8尾/1000ばであっ

た。この値は、 1999年の値より小さく、 2000年の値よりも大きかった。

表 5 ヒラメ当歳魚の調査日55IJ・水深詰IJ個体数と分布密度
認査8 8~12日 9月15日

金!t(何時三水深 九知山 1伽 15n守、?om ι5m ~ t伽115m 20m 
.0.;長~く10

1 9..~員_.く?9.
20~五~く30
号Q~五プ、 :<19......山い日ーも、…九一一;、
40謡~く50 1 

.切 Z五一育;~.Q......“..............…・・…...?....・ + 

60:五~く70
70孟-<80 1 

~Q~五 -<90 1 

90逗~く1.9.9........ . ...... .. ... .....! .............:.... ... .. .3.‘] 
100:五~く110 ! 7 8 

110語~く120 : 15 7 

120系~く130 に .....s.:....3. 
130謡~く140 .... . .....:... .......! . . ..~ 
140 重...<.1.~9 ....... ;. .....? 
150:五~く160
l~Q;量~く 170
I]Q;長 ~:<1~()
180豆町く190

金世
.~i網周数量t
一.!t網一時間置t.i公.L.
曳網面積針(rrl) 
分布密度(罵11000rrl)

:lIl均会長(rnm)._
平湖底層水温("C)

22  ! 1 0 

:4. .4....:...L.. ...2. 
~.9.............4~. ... .t(). L ?.9 
7753ヘ 8610・3165ト 3325
0.3 0.2 0.3 -

~Jß. ß~Þ; ]109 ・

18.3 18.1 17.8 17.5 

.， 

41 ! 25 0 
4 42  

.'¥4.....: .41. ..........6 
5279 ; 4710 741 
7.8 ; 5.3 0.0 

117，() Ll9.~.9. -
19.5 : 19.4 19.0 

盟且盟
5m 10m 15m ~ 20m 

巴
h

a

、

2 
5 
558 
1.8 
94.0 
18.4 

5 4 
4 

4 t 
1 2 
3 

16 12 
4 4 
37 37 
4995 3512 

3.2 3.4 
141.8 144.3 

18.1 18.1 

1 1 

2 1 
10 ; 4 

1512 ! 361 
0.7 2.8 
145.0 ; 150.0 
18.1 ・ 18.0

2)調査地点別分布密度調査

ヒラメ当歳魚および1+以上魚の調査地点別・水深別分布密度を、表6に示した。

表 6調査地点別分布密度
尾ハooonf

四川巨 五H!目
調査日 魚種1;水深 5m 10m 15m 20m 5m 10m 

B月12日 トヒラメ1+以上 09- 11 ; 05 十 OD o~ 0β 
ヒラメ当盆 0.8 0.5 0.6 0.0 0.0 0.0 

9月15日 :...ヒラぞ .1.:'"斜よ:......9J~. .........1..及。千 二・+ ー …1.} ....，......9s 
H ヒラメ当量 11.5 8.1 - -

10月間 自民t+l<Lよ守 ω ω0.(1 - ω 叩
ヒラメ当量 2.8 2.0 2.0 - 9.5 6.7 

.8月12日… 当議魚は、海域南部の四川目神水深5""-'15mで、

魚は四川目~六川目沖で分布がみられた。

六川目 塩釜

5m 10m 5m 10m' 15m 20m 
1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
04 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.6 0.0 6.6 0.0 0.0 1.8 
38 4.1 8.1 1.5 0.0 1.8 
1z 0β 2.J Q.(1 Q.Q 会 2.8
2.5 6.6 0.0 0.0 0.0 2.8 

密度が高い傾向がみられた。 1+以上

当歳魚は、四)11目沖水深5mで、本年度最高の分布密度 11.5尾/1000ぱを記録した。

1+以上魚は、塩釜沖水深5mで分布密度が高かった。全体でも、本年度の中では高い分

布密度がみられた。

. 10月8日… 当歳魚は、海域中部の玉川目~六川目沖で、分布密度が高かった。

.9月 15 日・・・

-30-



3)全長組成調査

ヒラメ当歳魚の調査水深53IJ全長組成を図4に示した。なお、組成は密度に換算した結果を示した0

・8月 12日… 当歳魚の全長は、 41"'82mmの範囲にあった。モードは、 50mm付近にあった。 1+以上

魚の全長範囲は、 180"'275mmであった。

• 9月 15日… 当歳捕、の全長は、 90"'149mmの範囲にあった。モードは，水深5mでは 110mm付近に，

水深 10mでは 100mm付近にモードがあった。平均全長は、水深の浅い海域で大きい傾向が

みられた。 1+以上魚の全長は、 232"'330阻であった。

• 10月8日… 当歳漁の全長は、体色異常魚の 61mm、86mmを除くと、 129"'187凹の範囲にあった。

モードは、水深 5・10mでは、全長 130回付近にモードがあった。 1+以上魚の全長は、

301'"'-'314阻であった。日本海でみられたように、水深の深い海域で、全長が大きい傾

向は確認されなかった。

分布密度(尾/1000nu
5 

4 

3 

2 

圏内m 8/12 

圏 10m

ロ5m

。 -圃..._....a動hd~， cm!l勘~， -m・‘

。 50 

分布密度(尾/10001lI)
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0 

0 50 

分布密度(尾11000 1lI) 
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2 

。
。 50 

100 

100 

100 

図4調査水深別全長組成
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2.魚体測定調査

1) ヒラメの重量と全長の関係

調査期間中に漁獲されたヒラメ当歳魚の

重量と、全長の相関関係を累乗近似曲糠で

表した。結果は、図 5に示した。

重量 (BW、g) と全長 (TL、cm)の関係は

BW=7XlQ-6XTL30723 (R2=0.9S29)で

表された。

同様に、調査期間中に漁獲されたヒラメ

の重量と、全長の相関関係を累乗近似曲錬

で表した。結果は、図6に示した。

重量 (BW，g) と、全長 (TL，cm)の関係は

BW=:.7xlO・6xTL3.07o6(R2三 0.9944)で表

された。

8W(g) 

80 
70 ~ B.W;. 7 )t， ¥0-6 ~ TL3.0723 • 

60 l N=102 
50 

40 

30 

2s 

10 

。。 50 100 150 200 
TL(mm) 

図5ヒラメ当歳魚の全長と重量の関係

8W(g) 

450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 。
。

3.ij万E
8W= 7 x 10-6 x TL3 

Ff = 0.9944 
N=130 

• 

50 100 150 200 250 300 350 
TL(mm) 

図6ヒラメの全長(孔)と重量 CBW)の蘭係

2)ヒラメ当歳魚の肥満度調査

1999年、 2000年、 2001年のヒラメ当歳魚の肥満度を調査年別、目別に求めた。結果は、表 7に

示した。それぞれの年における肥満度は、近似傾向を示した。また、調査日が遅くなるほど肥満度が

小さくなる傾向がみられた。また、全漁獲物個体数に占めるヒラメ当歳魚個体数の割合は、 1999年が

最も大きい値を示した。

表 7 調査年別、日別ヒラメ当歳魚肥満度

璽童E
肥満度

ヒラメ当議集割合

2001 

8月12日ー9月15日10月8日

9.6 10.2 10.0 

0.03 ¥ 0.26 0.20 

3)全漁獲物測定結果

採集した魚類等の魚体測定結果は、表8に示した。

測定個体数は、 564個体であった。

9
-
n
d
 



表8 採集生物測定結果(太平洋)

目 科

ーf毘 宮古寺=才事

カサゴ鴎 トクピレ軒

フサカサゴ科

ホウボウ科

よsレイ冒 タ~ ./シタ蒋

カレイ科

サ今ウシノシタ科

ヒラメ科

サケ目 キュウリウオ科

ヌヌキa ア豆事

タイ科

国シキギンポ軒

ネズァポ科

ハゼ科

ヒメジ終

ーシン冒 11タタチイワシ栴

フグ目 11ヲハギ科

ヲグ証

ヨウジウオ目 ヨウジウオ科

不明 不明

8月128 9月15日
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1.分布密度調査

考察

<日本海>

七里長浜調査海域におけるヒラメの稚魚は年変動もあるが、前期群・後期群が存在すると言われ

る。 8月 6日の調査においても、 30mm台にモードを持つ群と、 50mm台にモードを持つ2群が確

認された。この全長組成は、同時期としては、ほぽ平年並で、あったものと考えられる。なお、 50mm

台にモードを持った群は、 8月 26日の調査時には、顕著に分布密度が減少していた。この群は、餌

料噌好の変化により調査海域沖に分散・移出したものと考えられた。また、 30mm台にモードを持

った群は、 8月26日の調査時には、 50mmにモード、を持った群に移行し、調査海域における主体サ

イズ魚となったものと推察された。稚魚発生量を考える上で、これら 2群の存在を今後も十分考慮

に入れ、調査して行く必要があるものと考えている。

調査地点別分布密度調査で、分布密度が最も高かった海域は、高山沖の水深5mでみられた。

1999・2000年の調査でも同様、高山沖の水深5mで、最高の分布密度を確認している。この要因

としては、七里長浜海域が、ヒラメ当歳魚の餌料となるアミ類の分布密度が最も大きいとの報告が

あることから、同海域が、ヒラメ当歳魚の良好な餌料環境を提供し得る婿集効果がある海域である

ためと推察している。

分布密度調査では、1999年の分布密度が過去最高レベノレで、の分布密度で、あったとの報告をしてい

る(小向 2000)が、日本海海域における 2001年の銘柄別持獲量調査(青森県2001)をみてみると、

漁獲対象となる 2才魚にあたる銘柄「小J'"'-r少々」の水揚げが増加しており、ヒラメ稚魚の加入が

漁獲量の増加に影響を与えていることが示唆された。過去の結果からみても、ヒラメ稚魚の分布密度

変化が漁獲対象となる 2年目以降の漁獲量に影響を与えていることが十分考えられることから、今後

も、銘柄別漁獲量を的確に調査し、相関関係を求め、資源量を把握して行く必要がある。

2.魚体測定調査

ヒラメ当歳魚の重量と全長の関係では、決定係数R2=0.9829であり、年齢や時期にもよるものの、

本調査時期におけるヒラメ当歳魚の全長と、体重には、強い相関関係があるものと、推察された。ま

た、ヒラメ当歳魚の肥満度調査では、 1999年の肥満度が最も大きい値を示した。これは、 1999年の

餌料環境がヒラメ稚魚にとって、 2000・2001年に比較して、より良い環境にあったためと推察され

た。また、 1999年は， 3年間行った調査の中で、最も高い分布密度を記録していることと、全漁獲物

に占めるヒラメ当歳魚の割合も大きく、餌料環境がヒラメ稚魚の分布密度に影響を与えていることが

推察された。

<太平洋>

1.分布密度調査

9月 15日の調査で、 90mm台のモードと、1l0mm台のモードが確認された。 2000年調査でも同

様に、 2つのモードをも持った群が確認されており、調査海域におけるヒラメ当歳魚についても、

日本海と同様に、着底期の異なる 2群が存在しているものと推察された。今後、同海域における稚
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魚の発生量を考える上で、これら 2群の存在を今後も十分考慮に入れ、調査して行く必要があるも

のと、考えている。

2.魚体測定調査

ヒラメ当歳魚の重量と、全長の関係およびヒラメ当歳魚ならびに 1+以上魚の関係ついて、算出

した。決定係数は、それぞれR2=O.9824、R2=O.9944であり、年齢や時期にもよるが、本調査時

期のヒラメの全長と体重には、強い相関関係があるものと推察された。

ヒラメ当歳魚の肥満度調査では、日本海でみられたように分布密度が大きい年は、肥満度も高い

といった顕著な傾向は、確認できなかった。なお、同海域では、漁獲対象が 1+が主体となってお

り、漁獲に与える影響を確認できる手法として、ヒラメ稚魚の分布密度調査を今後も継続し、実施

して行く必要がある。
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沿岸魚類資源動向調査

3.イカナゴ稚仔分布調査

伊藤欣吾

はじめに

イカナゴ漁(当歳魚)の漁期前に稚仔の分布量を調べ漁況予測の資料とする。

材料と方法

津軽海峡西部~陸奥湾の海域 11調査地点。において、 2001年 2月21--23日(1回目)、 3月 13--

17日 (2回目)、 4月13--14日 (3回目)に試験船青鵬丸により新型稚魚ネット(口径1.300畑、網長

5，350皿、網地NYT此 42GG)の表層 Om、中層 20mの水平 10分曳(速度は 2ノット)を行った。調査

は日中に行った。また、メモリ一式CTD(シーバード社製、 SBE-19)による鉛直水温、塩分および

海象を観測した。なお、採集された標本は 10%ホルマリン海水で固定後、実体顕微鏡下でイカナゴを

査定し体長測定を行った。中層 20mの標本は日本エヌ・ユー・エス株式会社に分析委託した。また、

三厩村竜飛地先、平舘プイおよび佐井村地先の海面水温の観測データを解析し、周辺海域の水温環境

を検討した。

結果

イカナゴ稚仔分布調査結果を図 l、表 l、付表 1--3に示した。 2月21--23日(1回目)のイカナゴ

稚仔採集個体数は表層 Omでは 22個体、中層 20皿では1.154個体であった。イカナゴ稚仔は陸奥湾口

域で多かった。稚仔の体長は全域で 4--6mmの個体が多く、過去 3ヵ年と同様であった。 3月 13--17

日 (2回目)のイカナゴ稚仔採集個体数は表層 Omでは l個体、中層 20mでは 5.192個体であった。今

年の分布の中心域は陸奥湾奥域で多かったが、 1985年以降の調査結果によると、例年湾口域に多かっ

た。稚仔の体長は湾口域では 4--6凹が多く、湾奥になるに従い体長が大きくなり、湾奥域では 7--11mm

が多かった。 4月13--14日 (3回目)のイカナゴ稚仔採集個体数は表層 Omでは6個体、中層 20mでは

605個体であった。

1985年以降におけるイカナゴ稚仔分布密度(陸奥湾口域の St.③④⑧⑨における中層曳による 1m3

あたりのイカナゴ稚仔の採集個体数)と三厩村~陸奥湾~佐井村のイカナゴ漁獲量(青森県企画部発

行「青森県海面漁業に関する調査結果書J)との経年変化を図 2に示した。ただし、分布密度の算出に

用いた満水量は各調査地点とも速度2ノット、曳網時間 10分に心がけており、目詰まりによる漉水漏

れがないものと仮定し全地点とも 819m3とした。

1994年以降における3月のイカナゴ稚仔分布密度と漁獲量との聞に極めて強い正の相闘が見られた

(図 3)。ただし、 1999年と 2001年はその関係が成り立たなかった。また、 1996年は 3月に調査が行

われなかったため、解析から除いた。 1988年以降における 2--4月のイカナゴ稚仔分布密度の経時変

化を図 4に示した。 1999年を除くと 2月に分布密度が高かった。
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新型稚魚ネット中層 20m水平曳による

イカナゴ稚仔の体長組成

表 l

中表:3月、下表 :4月)
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三厩村竜飛地先、平舘ブイおよび佐井村地先における 2001年 1-6月の海面水温は、各地ともほぼ

平年並みに推移した(図 5)。

;--2001年 2000年一韓 1 l---:-_2001. 2000.ー鴨川 -2001. 2000. -ljl. I 
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a
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-
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23456月
4 
23456月

図5 三厩村竜飛地先、平舘プイおよび佐井村地先における海面水温の推移

考察

1994年以降におけるイカナゴ稚仔分布密度と漁獲量との関係について、 1999年と 2001年のデータ

を除くと、その相関係数は0.96であり強い正の相闘が認められた。この関係から求められる一次回帰

式を用いて、イカナゴ稚仔分布密度から漁獲量を予測することができると思われた。しかし、 1999年

と2001年がその一次回帰式と異なっていた原因について、明らかにされない限り予測は成り立たない

と考えられる。

まず、 1999年がその一次回帰式と大きく異なっていた原因について、一つには稚仔の移出が考えら

れる。 1999年は他の年に比べ稚仔の分布密度が極端に高かったにもかかわらず漁獲量は少なかった。

ところが、本漁場(三厩村~佐井村)とは異なる青森県太平洋側北部の漁場における 1999年の漁獲量

は 1，369トンで、 1994年以降の平均 394トンを大きく上回った。青森県太平洋側北部の漁場は本調査

海域から見ると津軽暖流の下流に位置している。本調査海域に分布していたイカナゴ稚仔が津軽暖流

に流されて太平洋側に移出した可能性が想像される。もう一つには、生残率の低下が考えられる。 1999

年 2-3月の海面水温が平年値を 2't:下回った。イカナゴ卵は沈性粘着卵であり、海底の砂利に付着し

たまま発生が進行する。産卵海域と思われる海底の水温は海面水温と異なり平年値を維持し、 7-8't:

であった。そのため、イカナゴは正常にふ化したものの浮遊期に低温にさらされため生き残りに悪い

影響が及んだものと想像される。

次に、 2001年がその一次回帰式と異なっていた原因について、稚仔分布調査の方法として水平曳に

問題がある可能性と、稚仔分布量のピーク時を指標としていなかったことがあげられる。

いずれにしても、今後も稚仔分布密度と漁獲量との関係を調査するとともに、産卵から漁獲対象ま

での期間について水温や海流などの環境をモニタリングする必要がある九

文献

1)青森県水産試験場(1998):水産生物分布調査 3.イカナゴ稚仔分布調査.平成 8年度青森県水産試

験場事業報告:1ト16.

2)青森県 (2002): (キ)イカナゴ(津軽海峡).平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報

告書(青森県): 73-84. 
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新型稚魚ネット水平曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果(1回目)
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新型稚魚ネット水平曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果 (2回目)
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付表3 新型稚魚ネット水平曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果 (3回目)
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ヤリイカの資源変動と来遊予測手法開発研究

伊藤欣吾

はじめに

ヤリイカの資源変動要因を解明し、中長期的な来遊予測が可能となる技術基盤を確立するとともに、

これらの研究成果を漁業者に広め、資源増殖及び管理の対策を通じ来遊資源の安定を招来し、ひいて

は本県沿岸漁業の安定に資するものである。

事業計画

研究計画は表 lに示したとおりである。

調宣項目 平成12年度平成13牛度
l卵発生に及ぼす低水温の影書 O 
2卵発生に及ぼす低塩分の影響 - 0 
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材料と方法

卵発生に及ぼす低塩分の影響

表 2に示した室内実験を設けて、低塩分がヤリイカの卵発生に及ぼす影響を調べた。青森県小泊村

沿岸において、 2001年4月 12日未明に光力利用敷網で漁獲された約 100個体のヤリイカを、下前漁

協屋外水槽内に収容し、同日未明に産卵した卵のうを用いて実験を行った。産卵時の水槽内の水温は

9. 5tであった。卵のうを下前漁協から当水産試験場へは、 20リットル容器(トスロンタンク)に海

水を満タンに入れ、車で l時聞かけて運んだ。

実験は、水産試験場屋内のインキュベーター(恒温装置)内において、水温を 9'Cもしくは 13tに

保ちながら、塩分濃度が33、29、23、16psuの異なる 4種類の水槽内に卵のうを収容し、発生および

ふ化状況を比較した(表 2)。飼育方法は 5リットル円形水槽に 4リットルの海水を入れ、卵のう 10

房を水槽底面に寝かせるように収容し、エアレーションを行った。また、塩分濃度の調節は自然海水

を蒸留水で希釈し、週 l回の海水交換とともに、誘導起電式塩分計 (YEO-臥L社製、 MEDEL601MKill)

を用いて塩分を測定した。なお、実験区の塩分濃度は飼育期間中の平均値を用いた。

また、卵の発生段階はBaeget al. 1) による受精からふ化までの 28段階区分に従った。
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表2ヤリイカの卵発生に及ぼす低水温実験の概要

水温("C) 塩分 (PSU) 実験開始の発生段階 卵(粒)

32. 6 初期 (Stage10以下) 546 

29. 3 初期 (Stage10以下) 531 

22. 8 初期 (Stage10以下) 501 

16. 5 初期 (Stage10以下) 475 
…一一… 一一13 33. 5 初期 (Stage10以下) 507 

13 30. 2 初期 (Stage10以下) 496 

13 24. 1 初期 (Stage10以下) 442 

13 17. 6 初期 (Stage10以下) 458 

漁獲、海況データの収集整理

県統計(青森県企画部発行の「青森県海面漁業に関する調査結果書(属地調査年報)J)により市町

村別、月別及び漁業種類別の漁獲量と漁獲金額を調べた (2001年 12月までのデータ)。また、ヤリイ

カの水揚げ主要漁協である八戸(八戸市場と八戸漁連)、大畑町、小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、深浦

の月別銘柄別漁獲量と漁獲金額を調べた (2002年7月までのデータ)。これらのデータは全てフロッ

ピーディスクに記録しデータベースとして当場に保管した。

また、海面を有する都道府県の 46水産試験研究機関に対し、ヤリイカの漁獲に関するアンケー卜調

査(図1)を行い、我が国におけるヤリイカの漁獲実態を解析した。詳しくは、青森県水産試験場研

究報告第 2号 2)を参照。

温盟主
Eム盆盆
遭絡先 TEL

ヤリイカの漁獲に関するアンケート用紙

FAX E-mail 

間1貴官下司範囲を敏えて下書い.

問Z 貴官下における量近(過去3ヵ年)のヤリイカ四車獲挟況について‘次回うち臨当するものにO
をして下さい.

<Dほとんどない.

②遊融自封輩となっているが遁!I対車にはなっていない.

③浬橿ではあるがホ掲げされている.

④ヤリイカを主とした湯量(車法)が成立している.

(5;その他(

間3 問2で③~⑤に歓当した方の晶、ヤリイカが埠狸される上位3種類の掴i去とその割合について、
植えて下さい.

措法 その割古

) ( 

) ( 

) ( 

問4 量管下におけるヤリイカのilll統計について‘次のうち銭当するものにOをして下さい.
①ない.

②晶る.

③他の種と一緒に集計されている.

④他の祖と一緒に.針されている年ιヤリイカ単独で集計されている年がある.
⑤その他{

問5問4でf①ないJ以外に政当した方のみ、2冊。年か品遡れる期間について、その遁撞統計責料を
渇付して下さるようお値いします{で曹る立ら1:、年剤、月別、温法制にお願いします.).
寧た.そのデータが量管下におけるヤリイカ.illl量に占める割合についても‘教えて下さい.
さらに.他の祖とー舗に.針されている揖古は.そのデー習に占めるヤリイカの割合について.
教えて下さい.

間8貴曹下におけるヤリイカの塵卵状況について、次のうち該当するものにO圭Lて下さい.

①産卵していない.

②産却していると思われる.

③明らかに産卵している.

以よです.ご凶力ありがとうございました.

えよお.配入例として潜付の膏蒜県を書開ください.

図 i ヤリイカの漁獲に関するアンケート用紙
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資源特性のモニタリング

表 3に示したヤリイカの生物測定を行った。測定項目は外套背長、体重、雌雄、成熟度、生殖腺重

量、外套膜重量及び胃内容物とした。雄については、生殖腺を精巣、貯精嚢及び精爽嚢に分けて重量

を測定し、成熟度の判定は精爽嚢に精爽が入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。雌につ

いては、てん卵腺の重量および生殖腺を卵巣、輸卵管及び輸卵管線に分けて重量を測定し、成熟度の

判定は輸卵管に卵が入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。

生物特性値の推定にあたっては、標本を月毎に集計し、月毎の銘柄別漁獲量を重み付けして求めた。

これら 2001年漁期 (8月~翌年 7月)の生物特性値を過去のデータ 3)と比較した。

表 3 ヤリイカ生物測定標本
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水:26個体以上

沿岸水温のモニタリング

表4に示した水温の観測を行った。自記式水温計は、深浦町においてはアレック電子社製MDS-Tを、

その他の場所ではVEMCO社製MINILOGを用いた。水温計の交換は 3ヶ月に 1度行った。

表4 沿岸水温観測の概要

開始年月日 場所 海底深度 (m) 観測点 観測インターパル

1995. 03. 06深浦町大戸瀬穂港地先 25 海面下旬と海底上旬の2点 1 0分ごと

2001. 01.20佐井村長後漁港地先 25 海面下旬と海底上3mの2点 l時間ごと

2000. 1 2. 11大畑町木野部地先 28 海面下旬と海底上3mの2点 1時間ごと

2001. 04. 02東通村尻労漁港地先 50 海面下5mと海底上3mの2点 l時間ごと

2001.01.18八戸市蕪島地先 14 海面下旬と海底上旬の2点 l時間ごと
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未成体分布量の推定

本県太平洋南部海域において、平成 13年10月 16.......21日に試験船青鵬丸によるオッタートロール調

査を行い、ヤリイカ未成体の分布密度を調べた。オッタートロール網の仕様は袖網長7.5m、網口幅2皿、

網口丈2m、内網目合11mmである。曳網面積は曳網距離×袖先間隔(ネットスキヤンマーより平均11.9m) 

とした。分布密度は漁獲効率 lとし、採集個体数÷曳網面積とした。操業は全て日中に行われた。

移動経路の解明

青森県周辺海域におけるヤリイカの移動はほぼ解明されている 4)が、八戸沖の大きな漁場について

は不明のままである。そこで、八戸沖において、試験船東奥丸のいか釣機によりヤリイカを採集し、

標識放流を行った。また、階上漁業協同組合の底建網に入網したヤリイカと、はちのへ漁業協同組合

の釣船で釣獲したヤリイカに標識を装着しその場で放流した。

結果

卵発生に及ぼす低塩分の影響

図2に実験開始以降における受精からの日数と発生段階との関係を示した。9'Cの実験区においては、

塩分 16.5psuでは受精から 13日後に腔が変形し、 19日後に白濁し全て死亡が確認された。その死亡

に至るまでに進行したと思われる発生段階は確認できなかったが、 Stage10までは至っていなかった。

塩分 22.8psuでは、時間をかけて緩やかに発生が進んだが、 75日後に奇形が確認され、 96日後に全て

死亡が確認された。塩分 29.3psuと32.6psuでは、正常に発生が進み、受精から 91.......105日後にふ化

が確認された。

13'Cの実験区においては、塩分 17.6psuでは 19日後には白濁し全て死亡が確認された。塩分24.1psu、

29.3psuおよび32.6psuでは、受精から 49.......71日後にふ化が確認された。

塩分濃度が低いほど発生の進行が遅かった。

-0-32.6psu; 99日後に印崎ふ化

吋ト29.3psu;103日後に.50%ふ化

4コ-22.8psu; 102日後に死亡確箆
」竺三16.5psu;19日後に死亡確認
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図2 受精以降の卵発生と塩分との関係. (左図:水温 9'C，右図:水温 13'C)

S t age : Baeg e t a l. 1) の28段階区分に従った。
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塩分濃度とふ化率との関係を図 3に示した。塩分 29.3psu以上で 85%以上の高いふ化率が得られ、

塩分 24.1psuでは 23%、塩分 22.8psu以下ではふ化しなかった。また、塩分 29.3psu以上でふ化した

個体は、水面近くで遊泳していたが、塩分 24.1psuのふ化個体は、水槽底面に眠るようにしていた。

100 

'# 75 
@ 

対
L5O 
C 
.:. 
0 
+' 
伺

::I: 25 

。。

漁獲、海況データの収集整理
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図3塩分濃度とふ化率との関係

40 

図4、図 5、図 6に示したとおり、 2000年漁期 (8月~翌年 7月)の漁獲量は 2.220トン(前年比

68%)、漁獲金額は 20億 6.800万円(前年比 68%)であった。また、前年に比べて全海域で減少し、

棒受網を除く全漁業種類で減少した。

付表 1に主要漁協の月別漁獲量 11ヵ年分を示したが、 2000年漁期の例年(過去 10カ年)比は、深

浦が68%、大戸瀬が 56%、鯵ヶ沢が 84%、下前が 51%、小泊が68%、大畑が 84%、八戸が 117%で、

太平洋のみ例年を上回った。また、図 7に月別ヤリイカ漁獲量の経年変化を示したが、鯵ヶ沢・大戸

瀬における漁期はじめの 12月の漁獲量が、 1989年頃を境に少なくなっていた。

アンケート調査の結果により得られたヤリイカの年間漁獲量の1998--2000年平均値を図8に示した。

ヤリイカは沖縄、瀬戸内海および北海道東部を除く、我が国の広い海域において漁獲されていた。近

年における、我が国のヤリイカの年間漁獲量は 8.186--9. 794トンと推定された。ヤリイカ漁業の最盛

期は l月--3月の海域が多かった。また、ヤリイカは底曳網と定置網による漁獲が多くを占め、釣り

や棒受網によるヤリイカだけを狙った漁業も成立していた。これらの他に、ヤリイカが漁獲されるほ

とんどの海域において、産卵していた。詳細は、青森県水産試験場研究報告第 2号 2)を参照。
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資源特性のモニタリング

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協において、各月ごとのヤリイカ生物測定結果をもとに、その月の漁獲量を

重み付けし、漁獲個体数、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定した。

図9に示したとおり、鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協における 2001年のヤリイカ月別漁獲重量と月別推定

漁獲個体数は、近年では最も少なかった。また、そのピークは2月にあった。

推定結果をもとに、図 10に雌雄比、図 11に平均体重、図 12に平均外套背長、図 13に成熟割合、

図14に外套背長組成を示した。 2001年漁期における雌の漁獲重量割合は45%(過去 3ヵ年比 88%)、

雄の漁獲個体数割合は 39%(過去 3ヵ年比 95%)で、近年同様に雄の割合が少なかった。平均体重と

平均外套背長は近年の中では最も小型で、特に雄の小型が際立つていた。成熟個体の割合は雌雄共に

l月に 90%を超え、近年と変わらない状況であった。
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1951""1988 

沿岸水温のモニタリング

図 15""19に県内 5地点で観測した水温の経時変化を示した。

図20に鯵ケ沢町定地観測による、 2月平均水温の経年変化を示した。 2月平均水温は、

年では 6"Cを中心に 5""7"Cの範囲で年変動していたが、 1989年以降は 7""8"Cの範囲であった。
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未成体分布量の推定

表 5に2001年の青鵬丸オッタートロール調査によるヤリイカの外套背長組成を示す。 1999年 9月

の調査では、 100m以浅ではML40-70mmにモードがあり、 100m以深ではそれよりやや大きかった。 1999

年 10月の調査ではML60-100mmにモードが見られた。2000年 10月はML50-100mm、11月は70-120阻

にモードが見られた。水深を増すごとに、また、時間を経過するごとにヤリイカが大型になる傾向が

見られた。

図 21にヤリイカの分布密度を示す。水深 50-200mの開に分布が見られた。水深 50-100mに分布

の中心があるように見うけられた。
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ヤリイカ分布密度
ind./1000ni 

x なし

o -孟1
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010くづ30

030<-

図21 オッタートロール調査によるヤリイ力の分布密度(個体数)

移動経路の解明

図 22に試験船東奥丸によるイカ釣操業地点とヤリイカ釣獲個体数を示した。試験船によるヤリイカ

の漁獲はわずかなものであった。表6には階上町沿岸と八戸港地先において標識放流結果を示した。

ヤリイカを 1，066個体放流したが、再捕報告はなかった。

142' 表 6 ヤリイカ標識放流の概要

年月日 場所 水深川) 放流個体数

2001 年1O ~11 月 階上町沿岸 40 1，000 

2001/ 12/2 八戸市中央防波堤地先 13 24 

2001/ 12/5 八戸市中央防波堤地先 18 

一一位~ー色

2001/12/13 八戸市中央防波堤地先 20 13 

2001/12/16 八戸市中央防波堤地先 19 32 

1∞m 20缶n

図 22 イカ釣操業地点とヤリイカ釣獲個体数
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考察

卵発生に及ぼす低塩分の影響

卵発生と塩分との関係について、ホタルイカでは、塩分 29.89psu以下では正常にふ化しないことが

推測されている九ヤリイカ卵は、ホタルイカ卵と同程度の低塩分の耐性能力があるものと思われる

が、塩分濃度の設定が大まかであったので、再度設定し直す必要がある。沿岸海域の塩分濃度は、河

川水などの影響で低下するが、密度効果により、その影響は低層ほど少ないため、海底近くの岩盤に

産み付けられたヤリイカ卵は、低塩分の影響を受ける可能性は極めて少ないと考えられる。今後は、

ヤリイカの産卵場所の塩分濃度を調べるとともに、その変化する塩分濃度が卵発生に及ぼす影響につ

いて明らかにしていきたい。

漁獲、海況データの収集整理

本県日本海側におけるヤリイカの冬季の漁獲ピークが1989年以降にlヶ月遅くなった要因について

は、暖冬による漁場の北偏という考えもあるが、想像の域を出ない。いずれにしても、漁獲量の変動

要因を解明するためには、本県沿岸で漁獲されるヤリイカと同ーの集団について解析する必要がある。

その集団の分布は、日本海においては能登半島以北と推定されている 6)が、太平洋側においては明ら

かにされていない。そこで、漁獲変動の要因を解明するためにも分布域を明らかにする必要がある。

アンケート調査により、全国のヤリイカの漁獲状況を明らかにすることができたものの、漁獲量の

変動要因については、ヤリイカの集団的分布域が解明されない限り、解析は困難であろう。今後は、

ヤリイカの集団の分布域を解明した上で、資源変動要因を解明していきたい。

資源特性のモニタリング

資源特性値として、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定したが、 4カ年のデータし

かないこと、また、資源的に高水準と思われるデータのみであることから、比較検討するためには、

今後も、生物特性値を継続的にモニタリングする必要がある。また、日齢査定による群構造の解明も

行う必要がある。

沿岸水温のモニタリング

卵発生に及ぼす低水温の実験結果 7)から、 5"C以下の水温期間の長さと短期的水温変化が再生産の

成否を決定すると考えられた。このことが、資源変動にどれだけ影響しているのか、また、資源変動

を予測するうえでも、産卵海域の水温をモニタリングすることは重要なことである。 2001年から開始

した青森県沿岸5ヶ所の底層の水温観測を継続実施する必要がある。

未成体分布量の推定

青森県太平洋側の海域水深 50""200mにヤリイカ未成体の分布を確認した。分布の中心や季節変化ま

では解析できなかった。当海域は、沖合底曳網によるヤリイカの漁場と一致する。今後は、当海域~:

おける漁獲の年変動と、試験船調査による分布密度の年変動とをつき合わせて解析し、資源量を推定

する必要がある。
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移動経路の解明

八戸沖の大きな漁場においてヤリイカの標識放流を行うため、試験船によるイカ釣を 3ヵ年実施し

たが、釣獲は困難と判断された。しかし、この漁場において、標識放流調査を実施するにあたり、漁

場から沿岸側に位置する階上町沿岸において、底建網が 2001年に導入されたことにより可能となった。

本年度の調査で再捕報告はなかった要因は、 100.........150mmの小型のものを放流したためと考えられた。

今後は時期を遅らせ大型のものを対象に実施したい。
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平成13年度資源評価事業調査

接名政仁・今村豊・黄金崎栄一・高橋進吾

はじめに

我が国周辺海域における漁業資源の適切な保存及び合理的、持続的な利用を図る上で資源診断、動向及び

適切な管理方法の検討を行うため、必要な基礎資料を整備した。

調査期間 2001年4月'""'2002年3月

調査項目

1 漁場別漁獲状況調査

2 生物測定調査

3 卵稚仔及びクロロフィル分析調査

調査場所

1 漁場別漁獲状況調査

材料と方法

岩崎村漁協、櫨作漁協、風合瀬漁協、大戸瀬漁協、鯵ヶ沢漁協、下前漁協、小泊漁協、八戸漁連、

八戸魚市場(株)、三沢市漁協、六ケ所村海水漁協、白糠漁協、小田野沢漁協、尻労漁協、尻屋漁協、野牛

漁協、関根浜漁協、大畑町神協、脇野沢村漁協、横浜町漁協、野辺地町漁協、蓬田村漁協、蟹田町漁協、

平舘村漁協、今別町西部漁協、竜飛漁協

2 生物測定調査

大戸瀬漁協、鯵ヶ沢漁協、平舘村漁協、八戸漁連、八戸魚市場(株)

3 卵稚仔及びクロロフィル分析調査

日本海及び太平洋

調査方法

1 漁場別漁獲状況調査

各漁協の漁獲台帳から、月別、魚種別、銘柄別漁獲量を企escoシステムへ入力する。

2 生物測定調査

10魚種 (ヒラメ・スルメイカ・マゲトスケトウゲラ・粁γ・マアγ・マイワシ・カタクチイワシ・マサバ.:J"マサ/ゾ)について魚体測定

及び精密測定(体長、体重、性別、生殖腺重量等)を実施し、企escoシステムへ入力する。

3 卵稚仔及びクロロフィノレ分析調査

日本海においては、北緯40度36分、東経139度00分から北緯41度 00分、東経140度 16分の海域、

太平洋においては北緯40度32分、東経145度20分の海域で調査し、分析する。

結果

表 1'"'"表20のとおり、仕escoシステムによりデータを送信した。

- 60-



護1隼曲者別f量漕(水渇)状ill調奇婁鏑

調査地 識業種類 対象魚種
ム
T-q'-

今，‘勾
4
n
u

。。。，
h

。，‘今
4
n
u
a
u
q
'
h
q

，‘。，島守
'
o
o
a
a

守'
E
n
u
a
u
a
u

守'a
u
n
u
v

マ，勾
a
q

，.守，向
υ

。。
au

，，‘

E

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

t

1

1

 

合一3
-
1
1
1
1
 

2
-
1
1
1
1
 

2
E
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

1
 

漁獲月毎の劃定固散

78  9 10 

1 1 1 1 

1 1 1 1 

1 1 1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

6
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

5
-
1
1
1
1
 

4
-
1
1
1
1
 

調査項目

量獲謙司

n
M
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
F
，
y

，，，

柄
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，

銘an
 

同
門定置・刺網・いか釣浮魚類・底魚頬・λMイカ

定置・剥網・いか釣浮魚類・底魚類・スルメイカ

定量 浮魚類・底魚類

底曳 浮魚類・底魚類

いか釣 ;l.)l.Hh 

定置・刺綱・いか釣浮魚類・底魚類';l.Mイカ

定置・刺綱・いか釣浮魚頬・底魚類・;l.)l.Jイカ

定置 浮魚類・底魚頬';l./l.Jイh
11曳 底魚寝

いか釣 ;l.M仰
いか釣・剰綱 浮魚頬・底魚類・;l.Mイカ

いか釣・刺網 浮魚績・底魚頬';l.M{指

定置・剰鍋・いか釣浮魚麹・;l.)l.Jイ曲

定置・刺網・いか釣浮魚頬';l.Mイ指

定置・剥網・いか釣浮魚類・;l.Mイカ
定置・刺網 浮魚想

定置・剥網 まだら・浮魚頭

定竃・剰網・いか釣浮魚類';l./l.J伶

定置・刺網 浮魚類・;l.)l.Jイh

定置・刺網・いか釣浮魚類'}.)l.J伶

定置・刺網・いか釣浮魚婿・}.Mイ指
定置・剰網・いか釣淳魚頚・}.Mイ指
定置・輔網・いか釣浮魚類，}.)l.Jイ指

定置・刺網・いか釣浮魚煩'}.Mイ指

定置・刺鍋・いか釣浮魚類・}.M仰

大中腹網 浮魚類

沖合底曳網 庫負煩

小型底曳網 浮魚煩・庫負姐，}.Mイカ
いか釣り ;l.s，J伶

定置網 浮魚麹・底魚類・;l.)l.Jイ出

制し網 淳負聾・鹿魚麹・}.Mイ出

現
H

淵
H

悶
淵
H

W

H

時
州
諸
諮
問
畑
附
廷
闘
捕
す
H

H

M

M

測定内容 測定項目
3 合計

1 6 体轟組慮体畢・体宣・耳石

13精密灘定 外塞畢・体重・性別・生殖腸
1 体畢組虚体畢

2 綿密潤定体畢・体2・性別・生殖鵬
2 " 体畢・体重・性別・生殖腺・鐸舗
4 " 体畢・体重・性別・生殖.
1 " 体畢・体量・性別・生殖膿
1 " 外事長・体重・性別・生殖臨
14 11 外套畢・体重・慢別・隼殖民

1 " .鶴体長・体重・性別・生殖腺・援餓

3 " 尾豆長・体量・佳別・生殖膿'IlM
3 " 庖豆長・体重・性別・生殖銀・標.
8体長組成体長
4 精密JI定 体畢・体重・性別・胃肉容・耳石
25 " 体畢・体重・性別・園内容・耳石
4 " 体畢・体重・性別・圃肉容・耳石
B隼量温且主是

12 

2 

温獲月毎の剤~回世

78  9 10 11 

，，‘，
aa

守
2 

au--'・

0
0

4 
サンプリング

位藍盆
市場

市場

市場

市場・釣り

市場'.量網

市場・使網

市樋・旋網

市場・鹿虫

市場・慮車

市場・慮虫・調網

市禍'.車

重量埠皐

包置

大戸灘

惨ヶ沢

筆生丞
平鎗

八戸

墾2i'胃温想定.婁錨

魚寝 海峨

ソ

ル

-Z

4

n

-

n

J

-

n

晶

a
Hド
「

・

・

'
M喧'白

羽

州

立

W
仰

新

州

州

州

肝

新

附

町

制

相

川

-

ヒ
Z

守
-
一
マ
マ
マ
ウ
ス
λ
'世
守

ゴ

引

H

ヒ
キ
ス

月別個査回数及びサンプル撤

7 8 9 10 11 12 1 

ρ
0
 

鋼査方法
3合計

20 80 LNPネットの150m鉛直曳き

12 36 " 

12 " 
101 300 0ー150m、二スキン探水器による

99 " 

12 

99 

12 

1ω 

456  

20 20 20 

12 

99 

、Jtp
 

h
J

レ

目
一
ン

υ

訓
一
方
H

H

U

H

翻

一

停

泊

稚

f

園田町

船名(馬力、トン数)

東臭丸{1，200厩力、140トン)
開運丸{1，400.力、208トン)
東奥丸{1，200.力、140トン)
開運丸{1，4∞厩力、208トン)
東奥丸{1，200属力、140トン)

曇3 卵稚停採取

対象海繊

日本海
太平洋



表4 2001年八戸港マダラ標準体長組成
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表5 2001年八戸港スケトウダラ標準体長組成
SL 1月 2周 3周 4周
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表6 2001年八戸港ヒラメ全長組成
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表7 2001年八戸港スルメイカ外套畏組成
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1月 2月 ~ 4月 5月 6月 7月 8月 自月 10月 11 

ホッケ 71.291 21.341 60.543 93.993 75.330 407.683 35.9∞ 155 3.065 10.698 23.761 3.425 807.185 
マダラ 410.746 358.319 205.271 61.095 86.917 98.534 23.300 20.973 199.705 264.447 181.378 405.059 2.315.744 
Zケトウゲう 154.714 640.725 426.590 145.291 235.574 594.782 4.926 7.683 191.184 271.271 167.154 256.354 3.096.248 

メヌケ 1.137 4.404 6.426 13.374 7.127 1.091 962 15.536 376 593 2.554 2.433 56.013 

キチジ 24.140 20.937 23.651 56.188 43.942 19.321 1.530 8.374 2.399 1.019 9.以5 6.124 217.470 

ヒラメ 2.679 6.021 11.246 19.343 14.224 9.880 17.686 22.959 73.444 79.063 70.998 35.529 363.072 
ソウハチfレイ 487 3.591 6.457 6.614 2.211 646 切5 667 1.447 1.086 24.111 

ィ ~j!"レイ 50 102 39 25 134 291 21 25 32 39 758 
マカ.レイ 188 476 893 1.139 527 152 7 5 1.044 1.042 809 1.ωs 7.321 
可Jj!"レイ 15.761 13.734 8.626 10.982 9.261 5.645 6.015 3.697 6.121 6.552 6.129 7.988 100.511 
ハ'/¥'b'レイ 106.314 122.576 54.030 51.431 53.939 39.719 1.673 総5 24.254 13.545 20.011 76.853 565.280 
カレイ類 47.121 78.207 84.207 85.852 62.364 39.711 ~ 12.148 :!.!，∞7 18.248 34.979 37.528 520.311 

834.628 1.270.331 888.042 545.341 591.441 1.217.298 94.229 92A!fi sgQ，_~!L 667.177 519.104 回3.418 8.074.位4

12 
市ツケ 2.370 8.560 148.370 2.618 161.918 
マダラ 6.597 8.6回 50.441 2.451 68.172 
Zヤトウゲう 9.024 4.908 3.553 399 2.687 20.571 
マダイ 76 734 9.475 2.1図 1.216 707 1.307 3.699.0 745 5.436 25.558 
ヒラメ 2.047 853 2.170 3.541 7.914 13.236 4.794 2.151 187 1.∞9.0 1.112 7.016 46.ωo 
ムシガレイ 135.4 153.6 518.4 1.116.2 2.023.2 156 3.4 1.069.4 233.6 72.6 289.8 5.771.6 
アカガレイ 24.6 201 275.2 9.8 56 39.4 606 
Yウ1、子力.レイ 656 84 14.6 2.2 1.132.8 789.8 22.2 995.2 1.ωs 107.4 76.6 4.916.8 
ヤナキ.ムシがレイ 505.6 120.8 483.2 1.544.2 1.701.2 529.6 255.2 1.479 1.お5.4 1.飽7.8 1.840.2 12.262.2 
ハ'/¥'b'レイ 929.8 758.6 m.6 736.4 178.4 364.8 5.0 1.2 1.4 174.4 3.927.6 
ハタハ$1 55.0 80 149.8 1.187.4 100.0 489.0 8，051.8 10.113 
ホッコクアカエピ 2.771.0 6.504.8 1.191.4 49.0 617.2 11.133.4 

E 13.772.8 26.261.8 62.898.8 7.674.0 31.335.4 170.624目s 6.295.8 急858.0 5.ω7.6 8.054.0 4，869.2 31.297.4 370.979.6 

古Jf
マダラ 7.312 11.726 292 6 2.628 
ヒラメ 939 98 3 639 8.551 9，370 2.129 989 393 708 1.608 2.017 
イシガレイ 1.114 1.268 999 444 715 345 126 35 47 129 682 457 
マガレイ 762 996 208 495 1.533 96 3 26 
マコガレイ 864 446 383 417 303 102 42 6 5 n 44 542 
カレイ翠 591 1.418 266 112 294 151 85 29 s 26 18 98 

16.640 13.640 2.401 1.059 453 関S 2.355 5.7'ω 

4月 5
マダラ 192 得3 99 18 17 
ヒラメ 93 506 49 272 490 
イシガレイ 313 233 19 118 164 
マガレイ 37 102 21 136 172 
マコガレイ 5.388 3.752 218 1.261 1.809 896 1.251 706 994 2.547 
パパガレイ 272 149 25 220 234 181 59 32 
カレイ頬 16 24 42 46 104 264 326 117 102 

2.067 2.932 3.534 5.686 14.9忽 46，878 40.215 
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表 13 マイワシ被鱗体長組成(%) 表 14 カタクチイワシ被鱗体長組成(%)
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表 15 サパ類尾文長組成(%)
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表 18 スルメイカ外套長組成(尾)
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

E魚種別資源管理調査

1.ヒラメ

延縄で漁獲されたヒラメの再放流後における生残率の推定について

小向貴志・田中裕憲

はじめに

ヒラメなどの異体類の資源管理を行う一つの方法として、一旦、漁獲した小型魚を再放流するとい

う方法があるが、資源管理効果を向上させるためには、再放流後における生残率を知何にして高めて

いくことができるかが、重要な要素となる。 しかしながら、生残率は一般に、漁法や再放流時におけ

る魚体の大きさ、さらには、漁獲時における水温などに大きく影響されるものと考えられているため、

実際には、生残率を把握することは非常に難しい。

本県津軽海峡沿岸の一部海域では、昭和40年代半ばから昭和50年代前半にかけて、ヒラメを漁獲対

象にした延縄漁業が盛んに行われてきたが、その後、当該漁業の操業は資源の減少とともに衰退し、

しばらくの問、行われてこなかった。

ところが、近年、釣餌として使われるイカナゴ漁獲量の増加に伴って再び、この地域で操業が行わ

れるようになってきているが、延縄漁法で漁獲されるヒラメは、餌を呑み込むことが多いことから再

放流後における生残率は低いものと推定され、資源に及ぼす影響ボ大きいものと危倶されている。し

かしながら、当該漁法による再放流後における生残率を明らかにした報告は、今のところ見当たらな

し、。

そこで、本試験の実施により、漁獲されるヒラメの大きさや漁獲時における生残率、餌の呑み込み

程度やその他魚種の漁獲状況などの漁獲特性を詳しく調べるとともに、漁獲したヒラメを 1週間程度

活魚水槽へ収容して、その生残率を推定し、当該漁法のヒラメ資源に及ぼす影響を把握することにし

たものである。

材料および方法

ヒラメ延縄漁具10)鉢(1700m)を使用して、漁獲されたヒラメおよびその他魚種すべてについて、
枝針のついたままの状態で活魚水槽に収容(期間を 1週間に限定。〉し、その生残率を把握した。

(1)調査期間

(2)調査海域

平成13年5月1日から同年5月31日まで

佐井村地先沿岸(図1)

※東共第48号共同漁業権漁場の区域。

発表誌:平成13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成14年3月 青森県
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(3)調査漁法および漁具

①漁法:延縄漁法

②漁具:延縄(使用鉢数、 10鉢) ※別紙漁具図参照。

<1鉢あたりの規模等>

-規模:1鉢、 170mo

・延縄針 :13号、 300本。

，餌 料:活イカナゴ使用。(全長15cIR程度のもの。通称:カマス)

※餌のかけ方:背部へのチョンがけ(図2)

(4)調査船〈用船)

①所属 佐井村漁業協同組合

②船名 第15清栄丸

③漁船登録番号 AM3-1531 

④総トン数 2.nトン
⑤馬力数 D 50馬力

⑥所有者 横浜邦弘

(5)活魚水槽の規模

①水槽の大きさ(容量) L= 6.02m B= 2.03m D= 0.73m (約 9トン)

②ポンプ揚水量 却01/min

結果

延縄で漁獲されたヒラメの活魚水槽での生残率を調べるために必要な試料(サンプノレ)を得るべく、

期間中、佐井村沿岸の水深13-21m海域において、 5月15日および5月23日の2日間にわたって、ヒラメ

5/2主_l旦旦

21 '¥. 

20 、、』、

18 一ー"戸F

19m 

園1 ヒラメ延縄調査海域図(矢印は、投縄方向)
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延縄漁業を操業した(図1)。

5月15日の調査は午前9時10分頃に佐井漁港出港、 9時40分頃から投縄開始し、 10時20分頃に完了し

て、一旦帰港した。揚縄は午後2時30分頃から開始し、午後3時30分頃には完了、直ちに、帰港。
5月23日の調査は午前と午後の2回にわたって調査操業を行った。午前の調査操業は7時30分頃から

投縄を開始。揚縄は10時30分頃から開始し、 11時30分頃には完了した。午後の調査操業は 2時頃に

投縄を完了し、 2時30分頃から揚縄開始、 3時30分頃には揚縄を完了して、直ちに、帰港した。

5月15日の調査操業および 5月23日の調査操業時ともに、すべての漁獲物を枝糸から切り離し、生

きているものについては、針の付いたままの状態で船内の生賓に収容。帰港後、直ちに、生残ったも

のの魚体測定(全長および全重量)を行い、標識番号札を装着して、魚市場備え付けの活魚水槽に収

容し、生残率の確認試験を開始した。

すべての漁獲物の魚体測定結果については、別表1および別表2、3のとおりであった。

なお、揚縄作業開始から活魚施設に収容するまでの間にへい死した漁獲物については、冷凍処理し、

翌日、水産試験場に搬送した。また、 5月15日の調査操業時にビニール・チュープを使って標識番号札

を付け、口から偲部に通して活魚施設に収容したものの、水槽内を遊泳中、標識番号札が離脱する個

体が数多くみられたことから、5月23日の調査操業時からは、館を傷つけないよう主鯨蓋骨部にアンカ

ー・タグ(図 3参照)を装着し直し、生残率の確認試験を行った。

この方法を講じたことにより、魚体の活力を良好に保つことができるようになった。

生残率の確認試験は無給餌で、行った。

生残率確認試験の途中でへい死した試料については、直ちに、取上げて重量計測を行い、漁協に一

時冷凍保管してもらうとともに、確認試験終了時点においてはすべての試料(サンプル)を取上げて、

冷凍処理を施し、これを水産試験場へ搬送した。

試料は、水産試験場に到着後、速やかに解凍処理を行い、魚体測定および生残り・へい死魚毎に針

掛り位置の特定作業等を行った。加えて、今後における試験研究業務の参考資料とするべく、 7日から

9日間にわたって無給餌により収容したことによる魚種ごとの魚体重量の変化および胃の内容物調

査もあわせて行った。

_---a:t::t![1{f!l:!11l前協沼沼海淘秒、九

必;;段-

• 5月15目標識札

図2 活イカナゴの針のかけ方 図3 標識の取り付け位置

可

t



.5月15日の操業結果

この時期まだ、佐井村沿岸ではヒラメの接

岸がみられず、漁獲されなかった。

漁獲されたのはアイナメ 46尾のほか、ホッ
ケ10尾、ケムシカジカ 1尾、キツネメバル 1

尾のあわせて58尾であった。(測定結果は、

別表 1のとおり)アイナメの最大全長は、 400

mで最小全長は 226胴であった。

7日間にわたる生残率確認試験終了時点では

アイナメ 26尾が生残っていた。(生存率は57

%)生残ったものの平均全長は331mで、へい

死したものの平均全長は330胴であった。

生残魚とへい死魚の全長組成を図4に示した

。生残ったアイナメの殆どは口腔内周辺の浅い

位置に針掛りしていたのに対し、へい死したも

のの20尾のうち 18尾については、呑み込んで

食道から胃袋に達する位置で針掛りしていた。

.5月23日の操業結果

個轍居
7 

6 

5 

4 

3 

2 

。
20 25 :D 35 

n=46 ・べ.~
ロ生携j

40 45 

金庫加古

国4 生残り・へい死アイナメの全長組成

この日は午前と午後の2回にわたって、調査操業を行った。午前中の調査操業では、ヒラメ5尾のほ

か、イシガレイ2尾、アイナメ40尾、ニジカジカ3尾、ホッケ1尾、キツネメパノレ1尾のあわせて52尾が

漁獲された。(測定結果は、別表2のとおり)また、午後の操業調査結果では、ヒラメ 7尾、イシガレ

イ 1尾、アイナメ 21尾、ニジカジカ 18尾、アイカジカ 1尾、トラザメ 1尾のあわせて49尾が漁獲さ

れた。(測定結果は、別表3のとおり)

以下に、 5月15日および5月23日の調査操業で漁獲された魚種のうち、最も数多く漁獲されたアイナ

メと、当該確認試験の目的魚種であるヒラメについて、詳細に記述することとする。

O ヒラメ

ヒラメについては、 5月15日の調査では漁獲

されなかったものの、 5月23日の調査では、 12

尾漁獲された。このうち、 9日間経過しても生

残っていた個体は6個体で、生残率は50%であ

った。

漁獲された全ヒラメ個体の最大全長は490馴

最小全長は231酬であった。また、生残率確認

試験終了時までの9日間生き続けたヒラメの平

均全長は31s棚、へい死したものの平均全長は

個体数{鳳)

長35cm以下 円=12 .へい死

ロ生残り

。
20 25 30 35 40 45 50 

国5 生残り・へい死ヒラメの全長組成 金量(cm)
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、362mであった。このうち、 「ヒラメ管理指針Jにより漁獲が規制されている35cm未満の個体数は12
尾中、 7尾であった。

生残魚およびへい死魚のいずれの個体であっても、延縄針に対する選択性よりも、餌の大・小に対

する選択性のほうが強いせいか、活イカナゴ〈通称:カマス)を丸呑みにする傾向があるように思わ

れた。また、それが生残魚とへい死魚とで、魚体の大きいヒラメが小さい餌を丸呑みしたため、延縄

針が胃袋まで達してへい死したとか、あるいは、大きい餌を丸呑みしたからへい死しなかったとか、

全長と餌の関係による相関関係については、個体数が少なかったこともあって、明らかなことを言え

るような結果は得られなかった。しかし、延縄針の掛り位置については、生残魚が口腔内周辺の比較

的浅い部位に針掛りしていたのに対し、へい死魚では 6個体中、 6個体までが食道から胃袋にまで達す

る位置に針掛りしていることを、今回の調査で確認することができた。

0 アイナメ

アイナメについては、 5月15日の調査操業でも相当

数漁獲されているが、ここでは、 5月23日の調査操業

の魚体測定結果から記述することとする。

漁獲されたアイナメ61尾のうち、 9日間の生残率確

認試験終了時まで生残っていた個体数は 33尾で、生

残率は52%であった。

アイナメの最大全長は460棚、最小全長は209酬で

生残ったものの平均全長は 37B棚、へい死したもの

の平均全長は 329酬であった。針掛り位置について

は、生残ったものは、口腔内周辺の比較的浅い部位

に掛っていたのに対し、へい死したものでは28個体

中、 22個体 (79%)が食道から胃袋に達する位置に
針掛りしているのが確認された。

このほか、今回の調査で漁獲されたすべての魚種

の殆どは、餌を「丸呑みJにする食性を有する魚種

であったように思われた。

考察

個体数(居

9 

n=61 ・~ぢE

日生掛J

e 
5 

4 

3 

2 

。
20 25 :J) 35 40 45 50 

全長(∞d

国6 生残り・へい死アイナメの全長組成

今回実施した調査では、漁獲されたヒラメの12尾中、 7尾が食道から胃袋に達する位置に針掛りし
ているのが確認された。そのうちの 1尾については最後まで生残ったものの、 6尾については、 9日間

の収容期間内にへい死した。また、アイナメに関しでも、ヒラメと同様の部位に針掛りし、針掛かり

位置が浅かった個体は生き残り、逆に、針掛かり位置が深く、臓器にまで達したような個体について

は、生残率は低いように思われた。
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以上のような結果から、調査目的魚種である延縄漁具によるヒラメおよび漁獲されたその他魚種の

代表的な魚種となったアイナメの漁獲、再放流後における生残率については、延縄針にかけた餌の丸

呑み具合や、針掛り位置が浅いか、深いかの違いにより臓器への損傷具合も変化し、生残率の変化に

も影響してくるものと考えられた。特に、ヒラメについては、その食性上、餌を丸呑みして捕食する

ため、自ずと針掛かり位置が深くなる。したがって、丸呑み状態で漁獲されたヒラメを再放流しても、

その後における生残率を下げる可能性が高いものと考えられるので、 35cm未満のヒラメが釣獲された
ときは、延縄針が口掛かりした状態で釣獲された魚体以外の再放流効果は期待できないものと考えら

れる。

因みに、漁獲直後における刺し網による生残率は80--100%(青森県1995)、底曳網による生残率

にあっては、 75%以上(平JIIら1995)あったとの報告があるが、今回行った延縄漁具による調査結果

では、漁獲直後に75%が生残っていたが、刺し網や底曳網漁具の生残率よりも劣っていることになる。

また、魚種は異なるものの、口が小さく餌を丸呑みすることができないマコガレイを漁獲対象とする

刺し網の生残率 88%、延縄の生残率 70%(小野寺ら1999年)と比較しても劣る結果となった。とは

言っても、それぞれの海域における特性や、さまざまな海況条件等によっても違ってくるものと考え

られるので、一概には言えないものの、餌を丸呑みにする食性のヒラメではさらに、生残率を低くし

ていくものと考えられる。

また、今回の調査結果では、ヒラメについては231--490刷、アイナメについては226--綿3mと、大

型・小型サイズの別なく漁獲された。今回の調査結果や、小池 (1968) ・山口 (1979)・清水 (999)

らが指摘しているように延縄漁業は、目合いを変えることで漁獲サイズの選択性がある程度可能な刺

網漁業に比べて、魚体サイズによる選択性は鈍く、太型・小型サイズの区別なく漁獲してしまうよう

である。さらに、一本釣り漁具にあっては、 1人あたりせいぜい14、15本の針が使われるのに対し、

延縄漁具にあっては、今回調査でも300本の針が使われ、相当の漁獲圧力が加わることになり、資源管

理を推進するうえからすれば、決して、漁業者に対して推奨できる漁法とは言えない。

よって、今後、これらを十分考慮、したうえで、ヒラメの資源管理を推進していくべきであろう。
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表 1 5月 15日 漁獲物魚体測定結果表
-*種名 全長 温盛時宣量 へい死~付 へい死時量量

アイナメ 338 550 
アイナメ 318 350 

ア「ナメ 364 880 
ア fナメ 28骨 310 

ート一一一一一一一一
ア 「ナメ 352 600 

ア 「ナメ 333 580 

ア fナメ 354 770 

アイ±豆 279 320 
7イナメ 226 170 

アイナメ 328 470 
アイナメ 382 790 
アイナメ 327 490 
7-(ナメ 378 840 
ア 'ナメ 316 470 
7 'ナメ 360 640 
ア 'ナメ 406 1.08。
ア ナメ 354 630 
アイナメ 340 550 
7イナメ 357 659 
7-("jトメ 339 508 
アイナメ 376 695 一 」一町一ーーー回目白一『叩--一一ー
7-(堂_~ 289 390 

アイコt-' 293 365 

一之アzイt土ナ三メ一 32979 8 一-1314旦0一-
5~ 17日 700 

5" 22日 280 
アイナメ 282 300 

一_Zア壬イ土ナ足メー -_~旦_1_.. 35630 5 トー一一一切{♂
329 

ホッケ 385 680 
ホッケ 336 400 

ホッケ 3~1 465 
キツネ旦パル 145 335 
lケムシカジカ 324 900 

"1'1す-' 325 508 5月15日

-アZ壬イ主ナ三メ里 376 650 ~日
289 306 5J!115臼

アイナメ 303 383 5~ 15臼
ア「ナメ 293 326 5~ 15日
ア 「ナメ 300 380 5" 15日
ア 「ナメ 264 2.50 ~15日
ア 「ナメ 296 370 ~ 
アイナメ 343 518 5" 15臼
アイナメ 350 615 5" 15日
アイナメ 282 309 5~ 15日
アイナメ 330 447 5舟 15日
7-(1""t 380 855 51115日
アイナメ 405 1.101 5~ 15日
プイナメ 348 608 S同15日

アイナメ 338 545 5同15日
アイナメ 330 528 5開15臼
アイナメ 372 834 5同15日

一一室ホ立ッ主ケこ一日
340 r-一ー旦5呈2旦B一一 -25E月民15旦日'--
360 

ホッケ 353 494 号且J5日

一_!!ホF立ッ生ケ一一一 -ml3担45一一 r-一純50子一 E5息月長15B日

ホッケ 310 336 5~ 15臼
ホッケ 333 452 5J!115日

1週間経過後重量 針飾り位置

520 ロ
330 ロ
620 食道

270 ロ
550 金量

500 針なし

ト_____lli 食道
260 ロ
130 ロ
400 ロ
750 針おし
430 食道

780 ロ
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唱 2 6.2 5 以内でへい死
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表2 5月23日 (1回目) 漁獲物魚体測定結果表
魚種名 全長 進獲時重量 へい死の日付 へい死時重量 9日経過後重量

イシガレイ 295 400 360 

イシガレイ 343 570 530 

ヒラメ 380 550 520 
ヒラメ 320 3∞ 5月24日 300 

ヒラメ 342 260 230 

ヒラメ 283 230 200 
ヒラメ 490 1.050 6f11回 1040 

_Z_1:t.!...__ 360 650 640 

アイナメ 315 450 390 
アイナメ 360 750 710 

アイナメ 3n 860 s∞ 
アイナメ 362 7∞ 620 
アイナメ 385 730 唖10

アイナメ 241 180 自月1日 160 

アイナメ 285 3∞ 5~ 26日 280 

アイコt~ 355 560 540 

ア4ナメ 260 240 230 

アイナメ 350 570 5~ 26日 530 

アイナメ 380 820 770 
アイナメ 345 540 8月1日 530 

アイナメ 465 1.830 1.680 

アイナメ 410 940 900 
アイナメ 320 450 420 

アイナメ 430 1，200 1，130 

アイナメ 305 430 380 

アイナメ 275 270 260 

アイナメ 405 890 880 

アイナメ 390 830 820 
アイナメ 359 580 550 

アイナメ 430 1.080 1∞o 
アイナメ 410 1.020 日30

アイナメ 350 570 550 

ホッケ 375 670 640 

ジカジカ 268 240 220 

ジカジカ 220 110 100 

ジカジカ 215 115 100 

アイナメ 436 1，255 5月23日

アイナメ 483 1，415 5f123日
アイナメ 436 1，2.38 5~23 日

アイナメ 406 950 5月23日

アイナメ 353 629 5月23日

アイナメ 355 559 5月23日

アイナメ 319 455 5~23日
アイナメ 321 443 5f123日
アイナメ 318 432 5f123日
アイナメ 303 359 5月23日

アイナメ 286 286 5f1 23日
アイナメ 276 325 5月23日

アイナメ 3∞ 367 5月23日

アイナメ 233 175 5f123日
アイナメ 3∞ 363 5月23日

主之ネメ/{l¥- 236 289 5J! 23日

単位 IDID，g

量+掛 ~H骨量 胃肉容総重量 カ9クチイワシ イカナゴ 不明魚 ワレカラ エピ カ ゴカイ イカ 不明虫 不明卵 信者
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胃袋 13.3 13.3 5時開以肉でへい死

胃袋 。 5時間以内でへい死
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量なし 。 5"，聞以肉でへい死

量なし 2.6 2.6 511J間以内でへい死
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(太平洋海域)

1.底曳網漁業改善調査

目的

1.底曳網漁業改善調査

2.刺網漁業改善調査

(抄録)

蛇名政仁

底曳網漁業は目的の魚と一緒に混獲される有用魚の稚魚や未利用魚を投棄している実態がある。

そのため、コスト増や労働作業増、資源上の無駄、また、商品価値の低下などの問題が認められ

る。このような混獲・投棄の対策のーっとして、産卵親魚や稚魚、未利用魚を保護するための期

間及び保護区域の設定等を行うに必要な基礎資料を得ることを目的に、小型底曳網漁業における

操業実態及び神獲物の構成を時期別、海区別に調査する。

結果

1. 1 操業回数分布

2001年の操業海区は、時期により多い海区が見られ 1月と 2月及び 11月と 12月には小川原沖

での操業が比較的多く、 3月から 10月にかけては尻屋から階上までの広い海域での操業が行われ

ていた。月別操業回数では、 9月が972回で最低、 4月が 1，764回で最高であった。(月平均では、

1，352回の操業)

1. 2 主要魚種のCPUE分布

1. 2. 1 マダラ

漁獲量は、 1月から 6月までは少なく、 9月から 12月に多かった。 CPUEの高い水深は水深 200

m以深で、特に泊から八戸沖の水深 300から 400mにかけての海区で高かった。

1. 2. 2 スケトウダラ

漁獲量は、 1月から4月までは少なく、 5月以降増加し、 9月にピークとなり 10月以降減少傾向

となった。 CPUEの高い水深は水深 180mから 280mであった。 CPUEの高い海区は、小川原沖から

八戸沖海域にかけてであった。

1. 2. 3 ヒラメ

漁獲量は、 4月と 11月が多く、 1月と 6月は減少した。 CPUEの高い水深は、特にきまった水深

帯は認められず、漁獲量の多い時期にはし、ずれの水深でも高かった。中でも高かったCPUEの海区

は、小川原以南であったが、海域全体で万編なく漁獲されていた。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年 3月.青森県
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1. 3 小型底曳網漁場における漁場(海底)水温について

観測を開始した6月の漁場水温は、水深75mの付近で 12"C台、また、水深 180mから 400mにかけ

ては2"C台で一定であったが、その後、 9月以降 (7、8月禁漁)からは、全層にわたり水温が上昇し

た。 12月には、水深200mで5"Cから 9"C台、水深350mでも 4"C台までに昇温していた。

2.刺網漁業改善調査

目的

刺網漁具による漁獲実態から異体類の季節的な分布生態を把握するとともに、刺網操業改善の

ための隻数基礎資料を得るため、標本船9隻(八戸市南浜漁協 1隻、はちのへ漁協 1隻、三沢市

漁協 1隻、泊漁協 1隻、横浜町漁協 1隻、野辺地町漁協 l隻、平内町漁協小湊支所 1隻、平舘村

漁協 1隻)により調査する。

結果

2. 1 刺網標本船調査

3寸 5分以上の目合いの使用割合は、太平洋南部海域では 13%、陸奥湾東湾の南部海域では

51%から 65%と低かった。その他の海域では95%以上と高かった。

太平洋南部海域における月別使用反数は、 84反から 725反であった。例年、 9月から 11月にか

けては、小型ヒラメ(1歳魚)を狙った操業となることから、使用反数が増加し、また、用いる

目合いも 3寸 1分から 3寸3分が主体となっていた。
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複合的資源管理型漁業促進対策事業

(太平洋海域フォローアップ調査分)

工.ヒラメ(第 I期対象魚種)

2.マコガレイ(第E期対象魚種)

(抄録)

蛇名政仁・小向貴志

目 的資源管理対象魚種の漁獲動向等を把握する。

結果

1. ヒラメ

1. 1 漁獲統計調査

青森県における 2001年のヒラメ漁獲量は、1，230トンで前年比 68略であった。漁獲金額では、

14億 4，739万円で前年比86略であった。海域別には、太平洋が635トン、津軽海峡が 304トン、

陸奥湾が 134トン、日本海が 158トンであった。

漁獲量が前年より大きく減少した主な要因は、太平洋海域で例年9月から 11月に漁獲される

小型魚の漁獲が大きく減少したことによるが、前年の場合は 1999年に発生したヒラメが卓越年

級群となり著しく高い漁獲をもたらした特異的な年であったため比較はできなものの、それよ

り以前の 2年前、 3年前と比較してみると 2001年の漁獲量は、それと同等レベノレの高い漁獲水

準であった。

1. 2 ヒラメ稚魚分布調査

ヒラメの着底稚魚を対象とした分布密度調査は、 8月 12日、 9月 15日、 10月8日の 3回行

った。桁網による曳網試験の結果、採集されたヒラメ着底稚魚の全長範囲は 41"'147mmであっ

た。この 3回にわたる曳網調査中における分布密度のピークは、 9月 15日で、 7.8尾/1000rrl 

(漁獲効率 1)であった。

2.マコガレイ

2. 1 漁獲統計調査

青森県における 2001年のマコガレイの漁獲量は、 385トンで前年の漁獲量 (382)とほぼ同等

であった。漁獲金額では33，065万円であった。漁獲量は、1998年以降、僅かながら減少傾向と

なっている。海域別には、太平洋が 144トン、津軽海峡が 82トン、陸奥湾が 128トン、日本海

が34トンで、本県太平洋地域としての合計では351トンと、県全体の91略を占めている。

時期別漁獲量は、各海域ともに 12月から 2月に多いが、最盛期は陸奥湾が 12月、太平洋が

1月、津軽海峡では2月頃と海域によって異なっている。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(日本海海域フォローアップ調査分)

ヒラメ

(抄録)

小向貴志

はじめに

第 I期の資源管理対象魚種であるヒラメの資源管理実施後における漁獲動向を把握した。

方法と材料

1960年から 2001年までのヒラメ漁獲動向把握は、県統計(海面漁業に関する調査結果書)を用い

て市町村別に調べた。また、本県日本海沿海8漁業協同組合(小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、風合瀬、

深浦、艦作、岩崎村)の 1993年1月から 2001年12月までのヒラメ漁獲量および金額ならびに月別、

漁法別、銘柄別漁獲動向を調査した。さらに、各漁協で銘柄規格が統一されていないため、大戸瀬漁

協の銘柄を標準規格とし、他漁協の銘柄別漁獲データを微調整して取りまとめた。また、ヒラメの着

底稚魚を対象とした桁網による分布密度調査を行った。

結果

-漁獲統計調査

本県日本海海域における 2001年のヒラメ漁獲量は 142トンで、 2000年の88%であった。

漁協別に漁獲量の増減についてみると、鯵ヶ沢および大戸瀬漁協が前年比で 79""'84%に減少したが、

そのほかの漁協は平年並みか、やや増加傾向で推移した。次に、月別漁獲量についてみると、盛漁

期にあたる 6月の落ち込みが大きかったことが影響し、前年比の46%で推移した。また、銘柄別漁

獲重量についてみると、 1997年から 2000年までは、銘柄「大」以上の漁獲割合が 33'""38%で推移

していたが、 2001年は，銘柄「小」および「少々」の漁獲割合が増加したことにより、その漁獲割

合が28%に低下し、小型化する傾向がみられた。一方、 2001年の漁獲金額も、約2億 3，800万円と、

1993年以降では 2番目に低い金額で推移した。また、銘柄別の単価についてみると、 1993年から

2000年までは年々、低下する傾向がみられたものの、 2001年は、銘柄「小」を除く全ての銘柄で、

上昇傾向がみられ、鮮魚ヒラメでは、全ての銘柄で上昇傾向がみられた。

-ヒラメ稚魚分布密度調査

ヒラメの着底稚魚を対象とした分布密度調査は、 8月6日、 8月26日、 10月16日の 3回行った。

桁網による曳網試験の結果、採集されたヒラメ着底稚魚の全長範囲は22"'-'148皿と、全て当歳魚

と推定された。この 3回にわたる曳網調査中における分布密度のピークは、8月6日で、52.7尾/1000

d(漁獲効率1)であった。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(日本海海域フォローアップ調査分)

マコガレイ

(抄録)

小向貴志

はじめに

第 I期の資源管理対象魚種であるマコガレイの資源管理実施後における漁獲動向を把握した。

方法と材料

マコガレイの漁獲動向把握は、本県日本海沿海8漁業協同組合(小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、風

合瀬、深浦、艦作、岩崎村)から水揚げ資料を収集し、取りまとめた。なお、大戸瀬漁協および風合

瀬漁協については、 0.2kg以下の銘柄「小カレイ」に含まれるものについては、集計数値に合算しな

かった。また、 1998年から小泊漁協分については、マガレイとマコガレイを区別して集計した。

結果

2001年におけるマコガレイの漁獲量は約43トンと、2000年の約35トンを上回った。しかしながら、

50""70トン台で推移していた 1993年から 1998年と比べると、まだ低い水準で推移した。

漁協別の漁獲量についてみると、鯵ヶ沢漁業と大戸瀬漁協の二つの漁協で、全体の約半分を占めて

いる。次に、月別漁獲量では、 3月に漁獲のピークがみられた。また、漁業種類別漁獲量についてみ

ると、 1998年以降、全体に占める沖合底曳網漁業の漁獲割合が低下する一方で、定置網による漁獲割

合が年々、増加し、 2001年には全体の 76%を占めた。

鯵ヶ沢漁協所属の沖合底曳網漁業における銘柄別漁獲量では、「大Jの割合が引き続き高く、 2001

年は全体の約 51%を占めた。しかし、 1993年から 2000年までは銘柄「大」の占める割合が60"'-'80%

程度で推移していたことからすると、 2001年は小型化している傾向が窺われた。

漁獲金額については、2001年は約3億7千万円と、2000年の約3億 l千万円に比べて増加している。

しかし、 1993年の約 10億 5千万円に比べれば、年々、減少傾向にある。これを鯵ヶ沢漁協所属の沖

合底曳網漁船における銘柄別単価をみると、銘柄「中Jの単価が最も高く、 1，301円/kgであったが、

2001年の銘柄別単価は2000年と比較して、いずれの銘柄においても低下していた。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(日本海海域フォローアップ調査分)

マガレイ

(抄録)

小向貴志

はじめに

第 I期の資源管理対象魚種であるマガレイの資源管理実施後における漁獲動向を把握した。

方法と材料

マガレイの漁獲動向調査は、本県日本海沿海8漁業協同組合(小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、風合

瀬、深浦、艦作、岩崎村)から水揚げ資料を収集し、取りまとめた。

資料中の大戸瀬と風合瀬漁協については、銘柄「小カレイ (0.2kg以下)Jを全てマガレイとした。

さらに、小泊漁協の資料については、 1998年以降、マコガレイとマガレイを区別した。

2001年 1月から 7月まで、および 12月に大戸瀬漁協から検体を購入し、魚体測定を行って「小カ

レイ」の組成を調査した。

結果

マガレイは、漁獲動向調査を開始した 1993年以降にあっては、年々、漁獲量が減少する傾向にあり、

2001年は約 36トンと、これまでの最低漁獲量を記録した。(ピーク時の 35%に相当。)

漁協別の漁獲量についてみると、鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の二つの漁協で漁獲量全体の半分以上を

占めている。次に、月別漁獲量についてみると、 1993年および 1994年は 9月に漁獲のピークがみら

れたが、 1995年以降は 1-2月にピークがみられている。また、漁業種類別の漁獲量では、 1995年以

降、漁獲量全体に占める沖合底曳網漁業の漁獲割合が低下する一方で、定置網による漁獲割合が増加

する傾向を示し、 2001年には全体の 65%を占めた。

鯵ヶ沢漁協所属の沖合底曳網漁船の銘柄別漁獲量についてみると、 1998年以降、「大」の占める割

合が大きくなる傾向を示し、 2001年には全体の 58%を占めていた。

一方、漁獲金額については、 1993年以降減少傾向にあり、 2001年には約4億円と、 1993年以降で

は最低の漁獲金額を記録した。次に、鯵ヶ沢漁協所属の沖合底曳網漁船による銘柄別単価をみると、

銘柄「大Jの単価が最も高く、 2001年にはし752円/kgと、 2000年の 1，740円/kgより若干上昇した

ものの、そのほかの銘柄にあっては、低下した。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(日本海海域フォローアップ調査分)

ムシガレイ

(抄録)

小向貴志

はじめに

第 I期の資源管理対象魚種であるムシガレイの資源管理実施後における漁獲動向を把握した。

方法と材料

ムシガレイの漁獲動向把握は、本県日本海沿海8漁業協同組合(小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、風合

瀬、深浦、艦作、岩崎村)の水揚げ資料を用いて行った。また、魚体測定用の検体として、大戸瀬漁協

からムシガレイを購入し、雌雄別に全長組成を調べた。(*大戸瀬漁協では，銘柄区分がない。)

結果

ムシガレイの漁獲量は、 1993年以降、 3-----18トンの水準で推移していた。 2001年は、約 17トンと

1993年以降では、高水準の漁獲量で、あった。しかし、昭和 53'""63年における年間の漁獲量は、 2"-'135 

トンの範囲にあり、平均 63トンで推移していたことからすると、現在の漁獲水準は回復基調にあるも

のの、過去の漁獲データから長期的にみれば、まだまだ低水準である。また、昭和 62'""64年にかけて

は 2~9 トンと、極端に低い資源水準であったことを考慮すると、ムシガレイは、資源量変動の大きい

魚種であることが推察される。

漁協別の漁獲量についてみると、 1993年以降、鯵ヶ沢と大戸瀬両漁協で全体の 69-----81%を占めてい

る。(盛漁期は、 3-----5月。)次に、漁業種類別漁獲量についてみると、定置網による漁獲が最も多く、 1993

年以降では、漁獲割合が全体の 42-----61%を占めている。平均単価は、 1993年以降では最低を記録した

2000年の938円/kgから若干上昇し、 1，027円/kgとなった。

深浦漁協における銘柄別漁獲量について見ると、 1997年に魚体が小型化する傾向が窺われたが、それ

以降大型化する傾向に転じ、それとともに漁獲量も増加、 2001年には銘柄「大」の全体に占める割合が

6割以上を占めた。次に、大戸瀬漁協に水揚げされたムシガレイの全長組成調査の結果から、ムシガレ

イの漁獲量は周期的に発生する卓越年級群によって左右されていると推察された。

参考のため、 1994年から 2001年における盛漁期 (3-----5月)の魚体測定結果を記載した。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

(日本海海域フォローアップ調査分)

マダイ

(抄録)

小向貴志

はじめに

第 I期の資源管理対象魚種であるマダイの資源管理実施後における漁獲動向を把握した。

方法と材料

1960年から 2001年までのマダイ(一部、チダイを含む。)の漁獲動向調査は，県統計(海面漁業に関

する調査結果書)を用いて，市町村別に調べた。なお、 1997年からは魚種、銘柄別漁獲データを日本海

沿海8漁業協同組合(小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、風合瀬、深浦、艦作、岩崎村)から入手し、漁獲

量および金額を、月別、漁法別、銘柄別に調べた。(マダ、イとチダイの区分は、魚体測定および銘柄別

漁獲量調査の結果、体重0.4kg以上の全ての個体がマダイであることが解り、精度向上。)

結果

本県の日本海海域におけるマダ、イの漁獲量は、 1988年以降、上昇傾向にあり、 2001年は212トンと、

2000年の 178トンに比べて、 19%増加した。この値は、 1966年以降では、最も多い漁獲量となった。

漁協別の漁獲量についてみると、 2001年は、岩崎村漁協による水揚げ増加が目立った。また、大戸瀬

漁協および岩崎村漁協の二つの漁協で本県の日本海海域全体の53%を占めている。

盛漁期は、例年同様5月から 6月と 12月にピークがみられ、 1997年から 2001年まではこの3ヶ月で

年間漁獲量の 71'"'-'78%を占めている。漁業種類別漁獲量では、定置網による漁獲がその大部分を占め、

1997年から 2001年までは82'"'-'90%が当該漁業による漁獲量で占められている。次に、大戸瀬漁協にお

ける銘柄別漁獲量についてみると、年々、大型化傾向にあり、銘柄 rPJ以下の小型魚は 1992年には全

体の8割以上を占めていたのに対し、 2001年には50%以下になっている。

漁獲金額は、 2001年は約1億 8千万円で、前年比34%増であった。

大戸瀬漁協の銘柄別単価は、年々、低下傾向にあったが、 2001年は銘柄「半 1-5入」、「込み」を除く、

全ての銘柄で単価の上昇傾向がみられた。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年 3月.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

ハタハタ(日本海)

(抄録)

伊藤欣吾

目的

ハタハタの漁獲動向をモニタリングする。

漁獲量調査

青森県日本海沿岸 8漁協(脇元、十三、車力、赤石水産、大関越の 5漁協を除く)におけるハタハ

タの漁獲量と金額を月別漁法別銘柄別に調べた。青森県日本海海域におけるハタハタの漁獲量は 1965

--1975年には 500--1， 800トンで推移していたが、 1978年以降減少し、年間 20トン以下に低迷し続け

ていた。ところが、 1998年に年間 37トンに増加し、翌年は 15トンに減少したものの、 2000年は大き

く増加し 73トン、 2001年は前年並みの 70トンであった。

全長組成調査

鯵ヶ沢漁協の沖合底曳網、深浦漁協の沖合底曳網、および岩崎村漁協の刺網を対象に、銘柄別の全

長組成を調べた。全銘柄の全長範囲は 150--280mmであった。岩崎村漁協の銘柄「子抜き」は全て排卵・

排精後の個体であり、その他の銘柄は全て成熟移行期の個体もしくは成熟個体であった。

分布調査

2002年5月8日--1 0日に青森県日本海海域において、試験船青鵬丸のオッタートロール調査で採集

されたハタハタの全長組成を調べた。水深 70--200皿の海域において、ハタハタ未成体 (1+歳)の生

息が確認された。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年.青森県
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複合的資源管理型漁業促進対策事業調査

イカナゴ(津軽海峡)

(抄録)

伊藤欣吾

目的

三厩村・今別町・平舘村・蟹田町・蓬田村を対象地区とし、イカナゴの資源の維持と適正な利用を

図るため、資源状態や生態を調査し資源管理型漁業への転換を促進する。

産卵状況調査

2000年 11月-2001年3月に平舘村と佐井村の地先において、定置網やタモ網によりイカナゴの採

集を漁業者に依頼したが、イカナゴは採集されなかった。 1997年以降に得られた冬期の生物測定デー

タから、各年の産卵期間と産卵群の体長組成をとりまとめた。

稚仔分布調査

津軽海峡西部~陸奥湾湾口海域において、 2001年 2-4月に毎月 l回、新型稚魚ネットの水平 10分

曳を行いイカナゴ稚仔を採集した。 1999年を除くと 1994-2000年における 3月のイカナゴ稚仔分布

密度と漁獲量との聞に、相関係数 0.96の極めて強い正の相闘が認められたが、 2001年はこの関係に

当てはまらなかった。

漁獲量調査

陸奥湾湾口海域の 7漁業協同組合におけるイカナゴの漁獲統計資料を解析した。当海域における

2001年のイカナゴ当歳魚の漁獲量(生換算重量)は 2，372トンで前年比 100%、漁獲金額は 2億 3760

万円で前年比 77%に減少した。 2001年は、 1996年以降最も漁期が早く、最も単価が安かった。また、

漁獲個体数を推定した。

海洋環境調査

陸奥湾湾口海域における水温データを解析した。当海域における 1-6月の海面水温はほぼ平年並み

に推移した。底層水温は、 7'C以上を保ち卵発生に適していた。

夏期の分布調査

2001年 8月28日-9月3日に津軽海峡海域において、試験船青鵬丸のオッタートロールによる海底

曳を行った。イカナゴは夏期に大畑町沖水深 200mに分布していることが明らかになった。オッタート

ロールが夏期にイカナゴを採集する漁具として有効であることが示された。

発表誌:平成 13年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 14年.青森県
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陸奥湾産卵群マダラについて

小田切譲二・須川ん志

はじめに

昨年度に続き陸奥湾産卵群マダラの稚魚の移動と資源の変動について調査したのでここに報告する。陸

奥湾から津軽海峡を抜けて北上する稚魚の移動状況の全てを解明できていない。しかし、本県大陸棚域から

北海道の大陸棚に移行する可能性が高いと思われた知見のいくつかが明らかになりつつある。この調査を通

じて陸奥湾産卵群の稚魚期の移動生態とともに、陸奥湾内の稚仔生育量と移動や、幼魚期の生育場及び生育

量、親魚の回帰等について、相互の関連を明らかにし、この調査で得られた知見をもとに、陸知膏産卵群マ

ダラの増殖や資源管理策確立のための一助とするものである。

なお、本調査は国の補助事業「マダラ基礎調査」の一環として実施されたものである。

材斜と方法

マダラ稚魚調査依験船青踊孔)

2001年6-9月に佐井・犬畑地区の水深100-200m海域で、青鵬丸のオッタートロールによる試験採捕を実

摘した(図l調査海域、表1-1、1-2操業結果j。青鵬丸のオッタートロール曳網時の袖網間隔は、取付けた

園1 慣蜜海蝿圃

スキヤンマー漁網臨見装置RX400のデータから、曳網中

に10-12mの範囲で変動しており、平均では11mであ

った。なお、網口の高さは平均で'2mであった。

0才魚混獲調査

海峡地区の三厩・今別・脇野沢・佐井地区のコウナ

ゴ定置網のなかから標本船を選定し、マダラ稚魚標本

の採取を依頼した。

マダラ漁獲状況調査

1.佐井村・脇野沢村

1981年から2000年までの19ヶ年の漁獲量を、 11月~

翌年5月まで漁期毎に集計した(表2-1、2-2)。

2.釧路市場

釧路前沖で操業し水揚げされた1992年から2001年ま

でのマダラの銘柄別水揚量データを入手し、得ら

れた日別水揚げデータを月別に集計したうえ、銘柄 (1

箱15kgの入尾数)ごとに尾数換算した(表4-1""4-3)。
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市場水揚げ漁の年級組成

1.甜11路市場

1)銘柄別漁獲尾数

これまでに得られた生物測定資料から、甜iI路市場水揚量を銘柄別に尾数換算した。

なお、銘柄小とPについては魚体測定の結果をもとに、 l箱の入れ尾数をそれぞれ19尾、 31尾として換算した。

2)発生年級別水揚げ尾数

魚体測定用に購入した2ヶ年分のマダラ耳石データから、月別銘柄別年齢を1----5月と9----12月、 2つの期間

に分けて集計した。それぞれの期間の平均値をもって銘柄別の年齢組成として、銘柄別漁獲尾数を年齢別漁

獲尾数に変換して集計した。さらに、これらのデータを発生年級別に集計した(表3)。

ただし、 1989年生れの1才魚やそれ以前に漁獲された尾数が推計できないこと、 2000年生れの2才魚以上

は今後漁獲されることになるので、現時点ではこれらのデータを得ることはできない。そこで、これらデー

タとして10ヶ年平均値を代入し、発生年級別水揚げ尾数とした。

結果

1. 0才魚の採取結果

佐井では例年同様6月上旬からオッタートロール網で採捕されるようになり、最初に採捕されたのは本年

の第l回目の調査となった6月5日であった。水深140----190mに設けられた定点、 St7、St9、St10の3カ所全て

において手位魚は採集された。翌6日に大畑沖の最も水深が浅い10伽の定点 (St2)では採捕されなかったが、

水深150mと200mの定点 (St4と5)ではO歳魚が樹書された。

入網が見られた地点の、 l曳網 (10分曳)当りの入網数は、佐井では706尾、大畑では13尾であり、大畑で

入網する数が少ないのは例年同様の現象であった。

2回目の調査となった6月15日の佐井では、 3ヶ所の全定点において稚魚は採捕された。次ぐ3回目の調査6

月29日でも同様、 3ヶ所の全定点において採捕された。

6月以降の調査では、 9月3日の佐井では3定点中2点で採捕された。採捕されたのは水深が150mを越える

St9とSt10の定点であった。一方、 8月28----31日の大畑では、 10点中1点で7尾が採補されたのみであった。 6

月以降のこの時期に、津軽海峡地区で採補される0歳魚の尾数は極端に少なくなるが、今年もまた例年同様

の推移となった。

他方、出現のピーク時期についてみると、マダラO才魚が津軽海峡を通過するピークは、昨年までは6月中

~下旬であったが、本年の稚魚出現のピークは最も早い6月上旬であった(図2)。

2. 0才魚混獲魚調査

5月上旬以降、陸奥湾内の脇野沢と蓬田から平舘にかけての定置網にタラ稚魚が多数入網しているとの情

報が相次ぎ、一部サンプノレを入手することができた (5月23日、平舘定置網、マダラ全長51----67皿、平均61

mm)。マダラ稚魚のサイズは全長が概ね5----6咽台であり、一部は北上移動期のサイズに達していた。情報を

総合すると、入網したタラ稚魚はマダラとスケトウダラ混じりで、その比率はほぼ半々であり、多いときに

は定置網ー網にこれらが1トンほどにも達したという。陸奥湾内の定置網に入網したマダ、ラ稚魚の量として

は、かつてマダラ親魚の来遊量が多かった1980年代に匹敵する15年振りの多さであり、マダラ復活に対する

漁業者の期待が高まっていた。
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3.未成魚・成魚の分布調査

8月末から9月上旬に大畑及び佐井地区で試験採捕を実施したが、マダラはO歳魚のみが計66尾採捕された

が、未成魚・成魚ともに採捕できなかった。

4.マダラ漁獲状況調査

1)佐井村・脇野沢村

表2-1、2-2に示した1981年から2000年までの漁獲量をみると、 80年代の中頃から漁獲が伸び、高水準は

10年ほど続いたことがわかる。しかし、近年は極めて低水準にあり、脇野沢では最高時の1%と極端な不漁

に陥っていた。 2000年漁期は前年をわずかに上回ったとは言え、 1996年と1999年漁期の大不漁に匹敵する過

去最低レベルの漁獲水準で終漁した。

佐井村では脇野沢同様の傾向にあるが、近年は低水準ながら最高時の7%ほどにとどまっている。 2000年

漁期は前年をさらに下回り、脇野沢同様に過去最低レベルの漁獲水準で終漁した。

漁獲の盛期が近年では、 12月から2月に移っていることが特徴であり、早期来遊群が極端に減少したため、

後期来遊群に依存する傾向が続いている。

2)釧路市場

1992年から2001年までの 10ヶ年の釧路前沖漁場での欄告底曳網による漁獲量を表4-1に示した。

漁獲の最高は 1992年と 1996年で、 2千6百トン台であり、最低は 1994年の 1，597トンで、 10ヶ年を平

均すると 2，053トンであった。 2000年と 2001年は、 2年続けて平均値を下回っていた。

5.市場水揚げ魚の年級組成

1) 釧路市場

①銘柄別漁獲尾数

釧路市場のマダラ水揚量を銘柄別に尾数換算した結果を表4-3に示した。マダラ水揚げ尾数は94......149万

尾、平均では120万尾であった。最高は1992年と1996年の149万尾であった。

また、各年を通して多い銘柄は「小(19尾入)J flQ尾入J f8尾入れ」であるが、 1995年には flQ尾

入Jが56万尾を、 1996年には f8尾入」が45万尾を超え、さらに、 1998年には「小」が40万尾近くに遣し、

1992年以来最大の水揚げ尾数となっていた。 2001年は、 f12尾入」と「小」とをあわせて23万尾であり、 10

ヶ年の中では最も小型魚の水揚げが少ない年であった。

②発生年欄リ漁獲尾数

①で得られた銘柄別尾数と銘柄別年令組成のデータ(前々年度報告)から発生年級別水揚尾数を算定し

た(表3、図3)。なお、表中には1990年以前にl才魚以上で漁獲されたため不明のデータや、今後漁獲され

ることになる年級については、まだ実数として得られていないため、これらについては平均値を用いて表を

作成した。

表3では、 l才魚から漁獲対象となっていることがわかる。しかし、 l才魚は成長の早いもののみが漁獲さ

れ、 2才魚から全てが漁獲対象となり、 2才魚は平均すると年に52万尾が水揚げされていた。次いで多いのが

3才魚で平均すると40万尾に達していた。つまり、 2才魚と3才魚とで、全体の8割近くに達していたことにな

る。発生年級別で多かった年は1989年と1993年の2ヶ年であり、その数はおよそ140万尾であった。反対に少

なかった年は、 1991年と1995年の2ヶ年で、その数は90万尾台となっていた。注目されるのは、 2000年級l歳

魚の漁獲尾数が極端に少ないことであった。
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考察

1.稚魚の出現時期

マダラ稚魚は津軽海峡内では6月から9月まで出現がみられており、湾口部の佐井沖に出現するピークは、

例年では6月中~下旬であった。しかし、餌料環境がよく稚魚の成長が早かった2001年には、出現のピーク

が早まり6月上旬に見られた。底層水温が12"C以下となる津軽海峡内の深部には、 9月でも稚魚は出現してい

るがその数は極めて少なく、これら稚魚が資源樹日に寄与しているか疑問が残る。湾口部に稚魚が出現する

時期(特に出現後期)を決める外的要因としては、陸奥湾の水温が6月下旬には稚魚の棲息に適さない12"C

以上になることである。そのため、陸奥湾の水温上昇が遅かった2000年には、佐井沖では例年より遅い7月

中旬まで稚魚が比較的多く出現していた。一方、マダラ稚魚の湾外への移動を決定づける内的要因としては、

北上期のサイズが6咽台に遣しているかどうかにある。そのため2∞l年の稚魚の成長が示すように、北上期
サイズに早く遺した群(年)ほど、湾外への移動は早くなると考えられる。

2.稚魚の出現量

佐井沖に6月に出現した2001年生まれの稚魚は、出現ピーク時の比較で凡そ7倍と、過去4カ年と比べると

極めて多い数量に達していた。さらに、 5月中に陸如膏内で混獲された稚魚の全長から考えると、既に5月中

に手闘の一部が湾外へ移動した可能性もある。従って、 2001年の稚魚は昨年までの10倍近い数量に達してい

た可能性がある。

2000年12月以降に陸奥湾へ回帰した親魚の数が少なかったにもかかわらず、 2001年生まれの稚魚が多く

出現したのは、陸奥湾内での稚魚期の生残率が相当高かったものと考えられる。 2001年生まれ北上期稚魚は

肥満度が高く(佐井沖6月5日、肥満度平均6.94)、1997年生まれ稚魚(佐井沖6月26日肥満度平均5.28)を

大きく上回っており、餌料環境が良好な太平洋の稚魚(八戸沖11月11日肥満度平均7.49)に近いこと等から

も、 2001年生まれ手簡の生残率の高さが窺える。例年より1--2旬ほど早く北上し海峡を通過した2001年生ま

れ稚魚が、成長し再び陸奥湾に産卵回帰する時期が例年より早まるのかどうか、さらには回帰してくる親魚

の量にどの程度反映されるのか、 3年魚・4年魚として回帰する2∞3年漁期・ 2004年漁期が注目される。
3.稚魚の北上ルート

陸奥湾を出て北上する稚魚は、湾口部の佐井沖水深100--200mを通過し、大間崎を経由した後、青森県大

陸棚に沿って南下回避するものは少なく、その殆どは北海道大陸棚周辺水域を北上するものと考えられる。

海峡東口の大畑地区と陸奥湾口部の佐井とは、直線距離にして60回ほどの位置関係にあるが、両地区で採捕

される稚魚の大きさに差がなく、ともに北上期の稚魚サイズ(全長6cm台)であったことから、稚魚の移動

する早さが窺われる。また、大畑での稚魚採捕数は佐井に比べると極端に少なくなることや、大畑では希に

大型の稚魚が採捕される年もあることから、同地区は稚魚が北上するルートの本流ではないと考えられる。

4.津軽暖流の流勢と樟軽海峡・陸奥湾のマダラ漁獲量

1980年代の豊漁年には、 12月の漁獲が5割を越えていたのに反し、不棒、が続く近年の漁獲の盛期は2月に

ずれこんでいるのが特徴となっている。

近年では3度 (1996・1999・2000年漁期)もの大不漁を経験することとなったが、 1996年の大不漁が3年後

の1999年と4年後の2∞0年不漁の引き金になった可能性がある。 1996年の不漁については、秋季から冬季に
襟裳以西から津軽海峡東口にかけて、例年に比べ高水温下にあったことがその一因であったが、不棒、年の3
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カ年に共通してみられた現象として、 12月の津軽暖流の強勢もまた見逃すことができない。

津軽暖流の流勢を潮位差 (1999西田ら)からみると、 1984年以降津軽暖流の流勢が強い状況にある。一方、

陸奥湾でマダラが多く漁獲された80年代の津軽暖流の流勢をみると、 82年以降徐々に弱まり86年に最低とな

っている。その後、上昇に転じ94年頃から強勢となったが、津軽暖流の強勢は概ね現在まで続いている。津

軽暖流の弱勢期には1984年の異常低水温年が重なり、このことも陸持寄産卵群マダラ資源の増大にはプラス

の要因となった。陸知曹のマダラの資源変動には、津軽暖流の流勢が影響している可能性を窺わせるものと

なっている。

漁獲の変動と冬季の気温との関係から、冬季の気温が低いとマダラの漁獲が多くなることが報告(涌坪

1997)されており、マダラの資源変動を促す要因として、陸奥湾の水温と津軽暖流の流勢とがあげられるこ

とになる。最近の北海道恵山海域の漁獲量等を考慮すれば、陸知膏へ回帰する産卵親魚の減少は、いわば漁

場のシフト「北偏化」に対応したものと考えられる。従って、マダラ産卵群が陸奥湾へ12月に回帰するため

には、津軽暖流が弱勢(親潮系水の強勢)下にあるという、制限要因が一つ加わることを意味しているかも

知れない。

今後、陸身寄へのマダラ親魚の来遊量と津軽暖流の流勢の推移について、さらに検証を加え両者の関係を

明らかにしていきたい。
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表1-1 オッタートロール操業結果(佐井)

操業年月日 6/5/01 6/5/01 6/5/01 6/15/01 6/15/01 6/15/01 6/29/01 6/29/01 6/29/01 9/3/01 9/3/01 9/3/01 

調査地点 St7 St9 Stl0 St7 St9 Stl0 St7 St9 Stl0 St7 St9 Stl0 

水深m 144 170 184 140 170 183 

水温表層 15.9 14.7 14.3 15.5 15.1 15.1 17.5 17.4 17.3 23.0 23.0 24.0 

100m 11.5 9.7 11.0 10.4 10.3 10.5 10.6 10.5 9.8 13.2 12.8 13.4 

底層 9.6 10.3 10.3 10.2 9.0 8.9 12.8 12.0 11.0 

曳網開始時刻 12:58 11 :35 10:05 6:05 7:13 8:28 6:05 7:30 9:05 7:00 8:25 9:55 

曳網終了時刻 13:10 12:10 10:37 6:20 7:28 8:43 6:37 8:05 9:40 7:34 8:59 10:26 

曳網時間 12 35 32 15 15 15 32 35 35 34 34 31 

曳網開始北緯 41.18.90 41.20.02 41.20.06 41.19.2 41.19.38 41.19.45 41.18.50 41.18.88 41.19.20 41.18.69 41.18.76 41.19.18 

東経 140.44.47 140.42.71 140.39.82 140.44.7 140.42.94 140.40.20 140.44.36 140.42.58 140.39.38 140.44.48 140.42.49 140.39.88 

マダラ O才 * 3，120 1，610 312 395 173 1.230 459 210 0 29 30 

スケトウ 0才 * 000  0000000  0 

g 表1-2 オッタートロール操業結果(大畑)

操業年月日 6/6/01 6/6/01 6/6/01 8/28/01 8/28/01 8/29/01 8/29/01 8/29/01 8/30/01 8/30/01 8/30/01 8/31/01 8/31/01 

調査地点 St2 St4 St5 

水深m 96.0 200 135 144 112 139 92 76 204 93 63 210 250 

水温表層 21 :36 12.9 12.8 21.5 21.5 20.6 21.2 21.0 20.8 20.7 21.6 21.3 20.9 

100m - 10.3 10.2 12.0 11.7 14.7 14.0 - 13.9 一一 13.5 13.8 

底層 9.9 4.6 9.6 11.7 11.7 13.6 14.0 17.0 10.5 14.9 18.4 10.4 8.3 

曳網開始時刻 10:40 7・45 9:10 13:28 14:25 8:48 10:40 11 :42 8:45 10:43 11 :59 8:44 10:55 

曳網終了時刻 11:10 8:05 9:40 13:39 14:36 9:05 10:55 11:57 9:17 11:18 12:34 9:05 10:50 

曳網時間 30 20 30 11 11 17 15 15 32 35 35 21 45 

曳網開始北緯 41.27.12 41.28.94 41.28.55 41.28.645 41.28.231 41.28.359 41.27.050 41.25.789 41.28.981 41.26.652 41.25.278 41.28.999 41.29.380 

東経 141.14.11 141.11.08 141.10.95 141.10.523 141.11.177 141.11.519 141.14.394 141.15.382 141.10.995 141.19.287 141.19.192 141.11.210 141.12.022 
マダラ 0才 o 6 59 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 

マダラ 1才~ 0 0 3 0 0 00  0 0 0 0 0 0 

スケトウ 0才 o 11 101 0 0 0 0 0 0 0 0 46 0 



表2-1 佐井村マダラ漁獲量推移(漁場11月........5月累計) 同

漁期年 11月 12月 l月 2月 3月 4月 5月 計

19!:H 。 38，，374 65.037 10.070 Z330 39 。 1'15，850 

1982 。 16.236 50.406 5.832 1.625 10 。 74.109 

1983 。 25.440 53.190 4.423 1.351 132 6 84.542 

1984 3 21.135 52.268 9.845 1.911 13 。 85.175 

1985 3 23.804 129.520 11.080 921 70 。 165.398 

1986 13 102.967 12.091 18.426 1.711 31 。 195.239 

1987 6 235.915 80.554 29.969 3.230 44 。 349.718 

1988 199 ぉ9.995 219.523 39.580 3.171 108 。 622.576 

1989 40 257.730 277.317 39.914 6.567 214 。 581.782 

1990 52 280.773 249.054 24.550 6.014 167 。 560.610 

1991 167 145.145 132.553 15.969 2.161 52 。 296.047 

1992 350 153， 100 54.250 4.800 850 30 。 213.380 

1993 167 118.840 95.000 4.530 1.680 。 。 220.217 

1994 20 36.900 53.540 9.126 1.050 。 。 100.636 

1995 。155.740 43，387 16.243 906 19 。 216.295 

1996 。 4.093 13，344 24.908 1.744 48 。 44.137 

1997 。 12.887 40.937 27.407 2，026 。 。 83.257 

1998 。 16.328 28.054 39.034 1.359 。 。 84.775 

1999 。 3.465 11.119 28，637 1，092 。 。 44，313 

2000 臼3 11.661 2S7. 778 1.626 。 。 。 37.608 
平均 78 101.026 87.246 18298 2.085 49 。 208.783 

表2-2 脇野沢村マダラ漁獲量推移(漁期11月........5月累計) kg 

漁期年 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 昔十

1981 。 87.899 88.869 3.547 214 。 。 180，529 
1982 。 30，641 140，764 9.512 570 。 。 181.487 
1983 。168，798 299，182 1，926 1，341 。 。 471，247 
1984 9 215，764 222，253 20.808 91 。 。 458，925 
1985 。318.117 607.257 21.535 225 。 。 947.134 
1986 。872，383 260.179 14，085 55 。 。 1，146，702 
1987 。998，153 219，106 13，975 327 。 。 1.231.561 
1988 26 474，583 238，087 6.316 80 。 。 719，092 
1989 。846.638 416，994 23，559 305 。 。 1.287，496 
1990 97 529，172 390，495 29，倒4 971 171 。 950.750 
1991 129 401，250 208，087 2，424 271 。 。 612，161 
1992 29 125.772 24.763 394 28 18 。 151，004 
1993 32 120，812 39.642 1，665 129 108 。 162.3&.8 
1994 8 34.390 53.171 2.441 117 11 23 90，161 
1995 。 44，882 13.799 3.282 176 9 。 62.148 
1996 5 4，548 5.687 4.894 411 38 8 15，591 
1997 。 7，372 28，911 6，126 364 。 。 42，773 
1998 。 20.126 43，036 9.685 212 。 。 73.059 
1999 。 3，537 3.612 8，690 99 。 。 15，938 
2000 。 395 6.928 11.401 92 。 。 18.816 
平均 17 265.262 165541 9.805 304 18 2 463.166 

表3 マダラ発生年別・年齢別漁簿尾数漁f釧獲略時市年場齢、底曳網) (尾)

発生年 l才 2才 3主 11: 5才 6才 z1: 昔十

1985牛 107，808 521，351 397，724 145.734 13.867 2.835 109 ¥l，l世田，4記出J

1986 年年年 107.808 521.351 397.724 145.734 13.867 2，939 114 (1，189.537) 
1987 107.808 521.351 397.724 145.734 17.572 3;355 106 (1.193.651 ) 
1988 107.808 521，351 397，724 199.685 19，198 2，668 98 (1，248.532) 
1989年 107.808 521.351 545.428 185;229 11.737 2，257 92 (1.373.902) 
1990年 107.808 643，665 417.9.11 95.649 9.135 3.098 80 (1，277，347) 
1991年 77;098♂ 430;727 264;928 143;617 16.094 3;70Q 116， 936.281 
1992年 76;話。 5.10;580 45S.909 206，170. 20;773 4;020〆 138 1.273.941 

1993 年年 64，6ま6:. 561.19& 580;2:14' 184;237 14，41o 3.344 126 1，408.182 
1994 78;99.6 609;38.2 :133;510， 1l4，52fi; 14.444' 1:.400:: 125 1.152.384 
1995 年年 75;265. 389，061 371;356. 136;525，ゃ 7曾442 1".563 111 (981，323) 
1996 

11832gS，創894 588;416 390;51& 
83;924; 7，857 2.835 111 (1 ，254，4 79) 

1997年 574，397 245.44字 107.783 13.867 2.835 111 (1.084.344) 
1998年 126t185 482，883 372;002 145，734 13.867 2.835 111 (1.143.617) 
1999年 228;345 425;201 397.724 145.734 13，867 2.835 111 ( 1.213.817) 
2000宅 28;49.6 521.351 397.724 145.734 13.867 2.835 111 (1，110，118) 
平均 107‘808 521.351 397.724 145.734 13.867 2.835 111 1.189.430 
注: ( )内の数字は、過去にさかのぼれなかった年の漁獲データや、これから漁獲される年のデータ
は、今回得られた10ヶ年のデータの平均値を代入した推計値。
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すけとうだら資源診断手法開発試験

菊谷尚久

はじめに

魚類の資源診断のための現存量の把握においては、これまで面積密度法により現存量の推定が行

われてきた。しかし、近年、最新技術の導入により計量魚探というまったく異なった方向から現存

量を推定する試みが行われるようになり、現在ではスケトウダラなど一部魚種において計量魚探手

法が迅速かつ有効な方法として導入され始めている。

本事業では青森県の海域特性に適した計量魚探調査手法の開発を目的とし、あわせてスケトウダラ

資源動向に関する情報を提供することにより、本県沖合底曳網漁業経営の安定に資することを目的

とする。

材料と方法

1.音響調査

2001年5月'"2002年2月の問、当場試験船青鵬丸

搭載の計量魚探(シムラット社製:EK-500)を使用

し、調査海域として日本海側の十三沖水深50'"500m 

にトランセクトラインを設定して調査を実施した

(図 l、表 1)。

調査では、調査船を 5'" 8ノットで航行させ、 EK-

500の2周波(3 8. 1 2 0 MH z )を使用して作成されたエ

コーデータを、船内のエコー処理システム (EP-500)

で処理しMOディスクに収録した。
2.試験操業

2001年5月'"2002年2月の問、十三沖の水深50

'" 400mの海域で、青鵬丸のオッタートロールによる

試験操業を実施した(図 l、表 2)。

曳網時間は30分から 1時間を目安とし、魚網監視

装置(RX-400)により操業状況を把握した。

結果

し音響調査

:トランセクトライン

:鼠験禄灘調査淘域

図l 調査位置図

音響調査は延5回実施した。収録したエコー

データは、当場内の後処理システム (BI-500)に

より処理中である。音響調査の結果については、

次年度以降取りまとめて報告する。

表l 音響調査実施状況

2.試験操業

期間中、延 17回の試験操業を実施した。 l操業

当り 1kg以上の漁獲を示した魚種は、ホッケ、ス

一 99

調査年月日

調査開始時刻

調査終了時刻

開始時水深m

終了時水深m

5月25日 7月11日 9月20日

9:57 10・00 10:00 

11:30 11:45 11:35 

50 75 88 

350 420 500 

2月6日 2月6日

13:38 17・25

14:50 18:35 

98 420 

400 99 



表2 オッタートロール試験操業実施状況

5月7日 5月8日 9月25日操業年月日

網着底時緯度

経度

網離底時緯度

経度

曳網開始時期i
曳網終了時刻

曳網時間

網離底時水深m

5月8日 5月8日 5月31日 7月19日 9月19日 9月19日

40' 57.31-N 41' 01.07-N 40' 59.23-N 41' 00.12-N 40' 59.37-N 40' 57.44-N 40' 58.25-N 40' 59.11-N 40' 57.39-N 

140' 00.33-N 140' 13.54-N 140' 07.59-N 140' 04.32-N 140' 07.50-N 140' 00.34-N 140' 03.27-N 140' 07.53-N 140' 02.88-N 

40' 55.65-N 40' 59.93-N 40' 57.55-N 40' 58.64-N 40' 58.22-N 40' 55.32-N 40' 56.44-N 40' 58.18-N 40' 56.92-N 

140' 02.92-N 140' 13.26-N 140' 07.35-N 140' 04.72-N 140' 07.37-N 140' 02.57-N 140' 03.52-N 140' 07.62-N 140' 02.69-N 
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14:21 

0:48 
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10:10 
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操業年月日

網着底時緯度

経度

網離底時緯度

経度

曳網開始時刻

曳網終了時刻

曳網時間

網離底時水深m

9月25日 1月II日1J1l6日 1月31日 2月4日 2月4日 2月27日 2月27日

40' 58.27-N 40' 58.65-N 40' 57.85-N 40' 57.54-N 40' 59.32-N 40' 58.48-N 40' 58.94-N 40' 58.54-N 

140' 03.30-N 140' 03.20-N 140' 03.35-N 140' 03.65-N 140' 07目60-N 140' 03目03-N 140' 02.73-N 140' 02.87-N 

40' 57.00-N 40' 57.16-N 40' 56.11-N 40' 55.95-N 40' 57.62-N 40' 57.52-N 40' 56.69-N 40' 57.12-N 

140' 03.43-N 140' 03.60-N 140' 03.23-N 140' 03.36-N 140' 07.59-N 140' 03.79-N 140' 03.12-N 140' 03.61-N 
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ケトウダラ、マダラ、ニギス、 トラザメ、ウロコ

メガレイの6種類であった(表3)。なかでも、ホッ

ケ、スケトウダラ、マダラの 3種は調査海域で周

年にわたり主体となって漁獲される魚種であった。

考察

音響調査では、音響ビームの特性上、カレイな

ど底層付近で生活をする魚種については海底の反

射と魚の反射との分離が難しく、音響調査の対象

魚としては不適当であるとしていることから 1)、今

回漁獲された主な魚種のうち、ニギス、トラザメ、

ウロコメガレイについては音響調査の対象外とし

た。

ホッケ、スケトウダラ、マダラの漁獲の状況に

ついてみると(図2)、ホッケは操業深度に関係な

く漁獲されているのに対し、スケトウダラ、マダ

ラは200m以深でのみ漁獲されている。このことか

らスケトウダラを対象とした音響調査のトランセ

クトラインは水深200m以深の海域に設定するのが

適当であろう。また、音響調査ではこれら3種の魚

種判別が問題となるが、ホッケについては無鱈魚

であることから魚種判別が可能であると考えられ

る九しかし、マダラについてはスケトウダラと時

100 

表3 主な魚種の漁獲状況

10:24 

10:40 

0・16

363 

霊童E
2001/5/7 
2001/5/8 
2001/5/8 
2001/5/10 
2001/5/31 
2001/7/31 
2001/9/17 
2001/9/19 
2001/9/25 
200211/11 
2002/2/4 
2002/2/27 
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2002/2/4 
2∞2/2127 
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期的・空間的分布が重なるため、試験操業等による

魚種の確認が必要である。

次に、スケトウダラ及びマダラの0+魚の漁獲の状

況を図3に示した。

スケトウダラ 0+魚は7月から翌年2月の水深200

，.._，300mで多獲されているのに対し、マダラの場合多

獲されるのは1，.._， 2月の200m以深であった。

このことからスケトウダラ新規加入量調査を同海

域で実施する場合、 7，.._，9月に音響調査を実施すれば

スケトウダラ0+魚とマダラの0+魚との分離が可能

と考えられ、精度の高いスケトウダラ新規加入量調

査ができうる可能性が示唆された。
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文 献
本環帯

300m-

1)本田 聡(2001):特別企画:アコースティック資源

調査 1. 計量魚探の仕組みと調査解析の実際

， JAMARC2001， 5:5-16. 

2)古揮 昌彦(2001):音で海を見る，成山堂書庖，東

京.

図3 スケトウダラ、マダラ 0+魚の

漁獲の状況

(時期別水深別の 1操業当り漁獲量)
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ウスメバル増殖試験

菊谷尚久

はじめに

陸奥湾内に着底したウスメバル稚魚の生態を把握することにより、青森県ウスメバル漁獲対象資

源にはたす陸奥湾の役割について解明し、今後のウスメバル資源の保護及び増大についての知見を

得ることを目的とする。

材料と方法

1.標識放流試験(中間育成魚:青森県水産増殖セン

ター)

2000年 6月に平内町にある青森県水産増殖セン

タ一周辺に蝿集していたウスメバル稚魚を採集し、

同センター内で中間育成して標識放流用の材料とし

た。標識放流は2001年6月14日に実施し、青森プ

イ周辺において4，000尾のウスメバル幼魚を船上放

流した(表1)。

2.標識放流試験(中間育成魚:水産指導センター)

2000年 6月に青森市奥内沿岸の養殖施設周辺に

蝿集していたウスメバル稚魚を採集し、青森市水産

指導センター内で中間育成して標識放流用の材料と

した。標識放流は2001年6月6日に実施し、青森

市水産指導センター前沖において3，273尾のウスメ

バル幼魚を船上放流した(表1)。

3.標識放流試験(現場放流)

2001年8--10月に、陸奥湾口部の脇野沢及び平

舘前沖において、釣により漁獲されたウスメバル未

成魚 (1--3歳魚)に標識を装着し水圧付加手法 1)

により標識放流を行った(表2)。

表2 標識放流結果(現場放流)

京語胃日
放流場所
現場水深

鵠議
平均Tし
標識種類

色
劃盟

2001.10.30 
脇野沢前沖
60m 

2001.10.31 
脇野沢前沖
60m 

2001.10.15 
平舘前沖
85m 

水臣付加手法(放涜カゴ)
8尾 18尾 16尾

※ ※ ※  
スハ.ゲ子ィ;~'18mm
オレンγ色
7話1)314-350

スハ.ゲ子ィ;r18mm
青色
7主型1-30

※水圧付加手法のため船上での魚体測定は不可能
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図l 調査位置図

表l 標識放流結果(中間育成魚)

飼育場所 増殖センター 水産指導センター

放流月日 2001.6.14 2001.6.6 
放流場所 青森ブイ周辺 指導センター沖
現場水深 44-45nn 36nn 
放流方法 船上放流 船上放流
放流尾数 4，000尾 3，273尾
平均TL 96mm 103mm 
標酷種類 スハ.ゲティ灼'18mmスハ.ゲ判的'18mm

色 赤色 黄色
刻印 7オスイ2001 1オスイ2001



結果

過去2ヵ年の標識放流魚の再捕結果を表3に示した。現在までに再捕されたのは、 2000年放流で

は、青森ブイ放流群4尾、奥内放流群7尾、脇野沢放流群2尾の合計 13尾であり、 2001年放流で

は、青森ブイ放流群2尾、指導センター放流群7尾の合計9尾であった。放流後の経過日数が最大

であったのは、 2001年3月22日に脇野沢前沖において2000年奥内放流群が再捕された302日であっ

た。

表3 標識魚の再捕結果

再捕年月白梅IINO 再捕場所 ( )は障庫題瞳 再繍時FL 再捕時BW 放流日 紘流場所 経過回数備考

2000/6/3 赤色川tf71・7ねイ356 育a市奥内沖 9. 3 (7. L) 2000/5/24 膏森市.内沖 10 初予 '̂-Hヲト混入
2000/6/3 赤色川，'f71・7ねイ。 育aJtf典内沖 印刷/5/24 育霧市奥内沖 10 紗7̂'-~*ヲト混入
2000/6/3 赤色川''''71・ltM? 青海市奥内沖 2000/5/24 膏義市奥内沖 10 紗7^'-~.わト混入

2000/6/4 赤色川'f71・ltAイ? 膏Z瞳市典内沖 2000/5/24 膏森市奥内沖 11紗f丸幻.混入
2000/7/4 赤色川:f71・7tM2000 育Z車市沖宵稼プイ周辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖膏隷プイ周辺 18 1イナメの胃から
2000/7/4 賞色AA'f71・7tM2000 育a市沖膏猿tイ周辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖宵aJ'~周辺 18 14t~の胃から

2000/7/4 貧色AA'f TI ' 7tÀ~2000 膏Z草市沖青森プイ局辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖青森プイ周辺 18 7イナメの胃から
2000/7/10 赤色川'fTI ・ 7tÀ~415 膏a市典内沖 10. 3(T. L) 2000/5/24 膏謙市典内沖 47紗T丸加・混入
2000/8/3 赤色川<'7'TI ' 7tM2000 膏a市奥内沖 12.7 (7. L) 2000/6/16 平内町沖膏at~周辺 48 紗テ丸幻・農入
20日目/11/17緑色川'7'71 '7椛リ0785 .回沖0=54の人工磁 10.4 12.8 2000/5/24 膏a市奥内沖 1777ジ釣り(遊魚)

2001/1/20 秒げ色AA'7'TI・ltM0217 平館村元字国沖0=50. 18.0 (7. L) 2000/10/11 箇野沢沖 101底建網
2001/2/1 9 t~W 色AA'f 71・7tM 脇野沢村大崎沖 16. 9 77 2000/10/11 11野沢沖 131 小型定置網
2001/3/22 赤色AA'7' 71 ' 7tÀ~0050 脇野沢前沖0-60の人工磁周辺 12.9 27 2000/5/24 膏窓市奥内沖 302 1イナメ幻・による漁獲
2001/6/22 貧色AA'fTI ・ 7オÀ~2001 奥内地区・前田沖 (4000.) 12目 40 2001/6/6 育轟市水産指事センテー沖 16 紗テ丸加.混入
2001/6/26 賞色川'7'71・ltM2001 奥内地区・前田沖 (3800・) 10.1 20 2001/6/6 膏義市水産指導センター沖 20 紗テ丸幻.混入
2001/7/25 賞色川'fTI ，7tM2001 小編沖 (3800・} 10.5 2001/6/6 青森市水産指導センター沖 49小型定置網
2001/8/29 赤色川'fTI ' ltÀ~2001 青森市沖膏轟プイ周辺 11. 0(7. L) 15 2001/6/14 平内町沖宵轟Tイ周辺 76 14t~bJ' による漁獲

2001/8/29 赤色AA'7'TI・yt}，イ2001 フェリー航路近<(下り) 10.2(7. L) 12 2001/6/14 平内町沖膏轟t~周辺 76 7イナメ幻・による漁礎
2001/9/18 賞色川'7'TI ' ltM2001 典内地区・清水沖 11. 8(7. L) 2001/6/6 膏義市水産指導センデー沖 104初予丸幻.混入
2001/9/20 賞色川t7' TI ' 7tM2001 奥内地区・前田沖 (3200.) 13. 1 (7. L) 2001/6/6 育Z草市水産指事センター沖 106 7イ付加・による漁獲
2002/1/10 貧色川t7'TI・ltM2001 後渇漁路沖0=30・(3000・) 8c.位(現物なし) 2001/6/6 膏Z阜市水産指噂センター沖 218 7イ付加・による漁獲
2002/1/10 賞色AA'7'TI・対'M2001 音量潟漁路沖日=30・(3000・) 8c.位(現物なし) 20日1/6/6 育轟市水産指導センヲー沖 218 7イ付加.による漁獲

考察

図2に2000年放流群の放流と再捕の位置関係を示した。

放流魚の再捕結果をみると、秋季から冬季にかけてウスメバル幼魚が湾口方向へ移動していること

が読み取れる。

青森市奥内地区には9.......10月の間ウスメバル当歳魚が出現することが確認されているが、この時期

は陸奥湾内の底層水温が最も高くなる時期に当たっている(図 3)。ウスメバル稚魚の高温致死水温帯

は25，6....... 28， 8'Cであり、またその耐温性は温水性魚類の中ではきわめて低レベルであると報告してい

る2)ことから、 9....... 11月に見られる 20'C台の底層水温は、ウスメバルにとって適水温の範囲から外れ

ている可能性がある。また、日本海側の小泊沿岸域におけるウスメバル未成魚の分布調査結果から、移

動と秋季の水温との関係が指摘されており、秋季に高水温からの逃避行動として深場へ移動すること

が示唆されている九よって、標識魚の再捕結果もまた、陸奥湾内における秋季の高水温からの逃避行

動として湾口部へ移動することを示唆するものと考えられる。
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*:放流地点

図2 2000年放流群の放流と再捕との関係

(放流地点周辺での再捕を除く)

※図中の年月日は再捕年月日
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図3 1999年の陸奥湾内底層水温の推移

(ブイロボット観測:半旬平均水温値)

本報告にあたり、標識放流のための中間育成魚の飼育を実施していただいた青森市水産指導セン

ターの職員の皆様、ならびに水産増殖センター魚類部の職員の皆様に心から感謝いたします。

文献

1)菊谷尚久(2002):水産業関係特定研究開発促進事業(メバル類の資源生態の解明と管理技術の開発)， 

青森県水産試験場事業報告平成 12年度:69-79. 

2)大池一臣(1977):ウスメバル稚魚の耐温性，日水研報告， 28 : 1-8. 

3)菊谷尚久(2002):小泊村沿岸域におけるウスメバル未成魚の分布について，青水研報， 2: 1ト16.
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青森県日本海沖合に生息する深海性バイ類

須川人志

はじめに

青森県日本海沖合海域では沖合底びき網漁業及びベニズワイガニやエピ類を漁獲対象としたかご

漁業が行われており、潜砂性の巻員が僅かであるが混獲されている状況にある。

今回の調査は未利用資源の有効活用を考える判断材料として、混獲されている深海性のパイ類の種

類を査定することを目的に実施した。

材料と方法

2001年6月に深浦町久六島周辺の水深300-----400メートノレ付近でえひeかご漁業で、混獲され、岩崎村

沢辺漁港に水揚げされた2種類の巻貝の種を査定した。なお、サンプノレは市場に水揚げされた貝類を

用いており、生息環境等は間取り調査で確認した。

結果

青森県周辺海域の深海性パイ類はエゾ、パイ科の動物が主で、あり、今回調べた巻貝もエゾ、パイ科のア

ニワパイBuccinumaniwanumのall，1907)及びチヂミエゾボラNeptunea constric阻 (Dall，1907)で

あった。

写真1 アニワパイ 写真2 チヂミエゾボラ

観察したサンプルは主として殻高100mmを超える親貝であり外部形態を表1に示した。

FD 
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表1外部形態測定値 単位:mm &昼
サンプル No. 殻高 殻長 全重量 備考

アニワパイ 141.4 74.5 220.0 ヘタ(なし)

2 132.1 70.5 肉(なし)ヘタ(なし)

3 124.1 69.2 125.0 ヘタ(34.5x 21.7) 
4 122.4 61.5 150.0 ヘタ(39.2x 24.9) 
5 101.6 55.2 75.0 ヘタ(29.5x 19.5) 
6 60.8 36.1 25.0 ヘタ(18.3 x 12.2) 

チヂミエゾポラ 148.0 63.5 120.5 ヘタ(38.1x 22.5 ) 
2 138.6 61.2 131.1 ヘタ(42.9x 24.5) 

考察

青森県日科毎沖合の浅海域にはパイ及びモスソガイの生息が確認されており、資源が豊富な時はか

ご漁業等で利用した時代もあった。一方、深海性のパイ類は拠、 冷たく、暗い環境の中で生息して

おり成長・産卵生態等の知見が極端に少なくまた、価格が安いこともあって、漁業資源としては魅力

がないため利用していない状態が続いている。

今回確認したアエワパイ及びチヂミエゾ、ボ、ラも価格の安い貝類であり、貝殻が壊れやすい巻員であ

るため商品イメージが悪く、新しい漁業の対象にはなり得ない種類であると考えられた。

文献

奥谷喬司・田川 勝・堀川博史(1988)日本陸棚周辺の員類(復足綱篇)、日本水産資源保護協会(東

京)、 86・164

奥谷喬司 (2000)日本近海産貝類図鑑、東海大学出版会、 452-499
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高層魚礁効果調査

菊谷尚久

はじめに

県内初の銅製の高層魚礁 <SP-35-3型)は、ウスメバル増殖礁として小泊沖に設置されている。高

層魚礁については、実証礁としての効果調査事例(高木ほか.2000)はあるものの、特に本県におけ

るウスメバルの増殖礁としての効果については不明な点が多く残されている。よって、今後の高層

魚礁普及の判断材料とする資料を得ることもふくめ、継続的な調査によりその効果を把握する必要

がある。ここでは、高層魚礁を中心としたウスメバル増殖礁の設置前後について周年を通じた調査

を行うことにより、高層魚礁設置による魚類の蝿集状況について調査するものである。

材料と方法

1.蝿集状況調査

調査には試験船"青鵬丸"を使用し、高層魚礁

設置海域周辺(図1)を調査海域として航行し、魚

探による反応を記録し、同時に釣獲試験により魚

種の確認を行った。さらに、 2001年8月8日には

自航式水中テレビ(通称ROV)を用いた調査を実

施した。

2.試験操業(釣獲試験)

ウスメバル増殖礁内において、小泊漁協所属の

一本釣漁船を使用し、ウスメバルの釣獲試験を実

施した。

結果

1.踊集状況調査

魚探調査は2001年3月17日、 5月7日、 5月29

日、 9月10日、 11月8日、及び2002年2月6日、

3月5日の計7日間実施した。

図2に魚群の認められた主な魚探映像を示し

た。

魚礁設置から約半年が経過した 2001年3月17

日の調査では、高層魚礁周辺に大きな魚探反応が

認められた。さらに、 5月7日の調査でも同様の

魚群が認められ、 5月29日の調査も同様であった。

• N 

図l 高層魚礁設置海域図

しかし、 9月及び11月の調査では魚礁周辺に顕著な魚群は認められなかった。 2001年2月6日の調

査では、再び高層魚礁周辺に大きな魚群が認められた。そして、 2002年3月5日の調査では、魚礁

上の 18""-'20m層に魚群反応が認められた。同時に実施した漁獲試験では、 2001年5月29日調査時

にホッケ 14尾、 2002年2月6日調査時にホッケ 7尾を釣獲した。
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(2001. 3. 17) (2001. 5. 7) 

(2002. 2. 6) (2002. 3. 5) 

図2 魚礁の魚探映像
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また、 2002年2月6日調査時に増殖礁設置海域で操業していた民間船を確認したので、その水揚

げサンプルを購入して魚体測定を実施した(表 1)。測定の結果では、周辺の天然礁で釣獲されてい

るウスメバルと同じ大きさのものであった。

ROV調査ではウスメバル、クロソイ、フサギンポの3種が確認された。
2.釣獲試験

釣獲試験の結果を表2に示した。

延8日間の操業で、ホッケ147尾、ウスメバルl尾、クロソイ 1尾、キツネメバル3尾、イシナギ

2尾、アイナメ 2尾を釣獲した。

表l 魚礁操業船の漁獲物測定結果

NO. a温 ~ FI.(酬} SL(cm) 自巡回 空陸 箇置
ウスメ，幻レ 23.8 23.3 19.9 219 4+ 

2 ウスメバル 23.3 22.5 19.1 184 4+ 
3 ウスメバル 22.0 21.1 18.0 161 3+ 
4 ウスメバル 22.7 22.0 18.7 188 3+ 
5 ウスメバル 20.7 20.2 17.1 139 2+ 
6 ウスメバル 23.5 22.9 19.3 202 3+ 
7 ウスメバル 22.3 21.4 18.2 154 4+ 
a ウスメバル 23.5 22.6 19.2 187 5+ 
9 ウスメバル 21.9 21.2 18.2 173 5+ 
10 ウスメバル 21.0 20.8 17.5 156 3+ 
11 ウスメバル 21.2 20.4 17.3 145 2+ 
12 ウスメバル 22.3 21.4 18.3 169 4+ 
13 ウスメI~ル 23.2 22.3 19.0 185 5+ 
14 ウスメバル 21.6 20.7 17.9 148 3+ 
15 ウスメバル 20.4 19.9 16.6 130 3+ 
16 ウスメバル 21.0 20.4 17.2 138 3+ 
17 ウスメバル 21.5 20.7 17.5 146 3+ 
18 ウスメバル 21.6 20.9 17.7 179 4+ 
19 ウスメバル 33.5 32.3 27.6 480 鶴取不能 大
20 ウスメバル 30.5 29.7 25.4 365 陣取不能 大
21 ウスメバル 28.5 27.2 23.1 320 8+以上 大
22 ウスメバル 31.2 30.1 25.5 351 践取不能 大
23 ウスメバル 26.5 25.8 22.0 306 7+以よ 大
24 ウスメバル 30.0 28.7 24.8 414 議取不能 大
25 ウスメバル 26.5 25.6 21.6 290 7+以上 大

n 25 25 25 25 
平均 24.2 23.4 19.9 221 
最高 33.5 32.3 27.6 480 
最小 20.4 19.9 16.6 130 
SO 3.75 3.59 3.10 97.2 

表2 釣獲試験結果

操業月日 釣獲状況 備考

2001/5/28 ホッケ35尾 (29.5clI) 

2001/6/19 ホッケl尾 (20cm) 悪天候

2001/7/26 釣獲なし 潮はやい

2001/8/3 釣獲なし

2002/2/21 ホッケ36尾 (30.6cm) ，クロソイl尾 (27.5c皿)

キツネメバルl尾 (25cm)，イシナギl尾 (35c皿)

2002/2/26 ホッケ12尾 (30cm)，ウスメバルl尾 (28.2cm) 潮はやい

キツネメバルl尾 (27.2c皿)，イシナギl尾 (34cm)

2002/3/18 ホッケ42尾 (30.5cm) 濁り潮

2002/3/29 ホッケ21尾 (29.2c皿)，キツネメバルl尾 (25.4cm) 潮はやい

アイナメ2尾 (36.5， 30. 6c皿)

)は平均F.L 
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考察

2001年春季に見られた魚群反応は、釣獲試験の結果からホッケと考えられた。しかし、 7"'8月の釣

獲試験結果、 8月のROV調査結果、及び9"'10月の魚探反応の結果から、蝿集していたホッケは、夏場

の高水温により魚礁周辺から移動したものと考えられた。その後、水温の低下する 2002年2'"3月には、

ふたたび魚礁周辺にホッケは蝿集するものと考えられた。

2001年春季に実施した釣獲試験ではホッケ以外の魚種は確認できなかったが、 2001年8月のROV

調査における調査及び2002年2'" 3月の釣獲試験結果では、調査海域周辺の天然礁で確認される根

付きの魚種6種(ウスメバル、クロソイ、キツネメバル、イシナギ、アイナメ、フサギンポ)が確

認されたことから、魚礁設置から l年余りが経過し、魚礁としての機能を発揮し始めているものと

考えられた。

また、 2002年3月の魚探調査で確認された 18'" 20m層の魚群については、 2002年2月の釣獲試

験で釣獲されたホッケの胃内容物の主体が10cm前後のマアジであったことから、マアジの魚群では

ないかと考えられ、高層魚礁における浮魚への蝿集効果についても検討する必要があろう。

ホッケ以外の魚種の掴集が見られ始めたことから、今後も継続的な魚探調査及び試験操業により

蛸集する魚種の季節変化について把握するとともに、今回の結果では確認できなかったウスメバル

増殖礁としての機能(ウスメバルの未成魚の蝦集)を確認する必要がある。

文献

1)高木儀昌・森口朗彦・木元克則・新井健次・蓮尾泰三・中村英夫・木村光一(2000):高層魚礁の開発

と効果.水産工学研究所技報， 22 : 1-14. 
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平成 13年度秋サケ資源調査
植村康

調査目的

青森県太平洋沿岸に来遊する秋サケ資源の来遊経路及び漁場特性を把握し、今後の秋サケ資源の適

正な管理及び漁業調整施策の資料とする。

調査の内容と方法

東通村白糠から階上町の太平洋沿岸漁協所属の漁船(10トン未満の漁船で委託期間は平成 13年 10

月から平成 14年 1月まで)に試験操業を委託し、はえなわ漁法 (1操業当り 15鉢以内、 l鉢:100m 

以内で約 35本の針が装着されている)によって図 1に示す調査海域内でサケ分布状況・移動回遊等

(標識放流)について調査を実施した。調査海域は緯度経度概ね 5分毎に区切り、主な調査海域につ

いては番号を付した。

調査結果及び考/察

平成 13年度のはえなわ調査委託船の調査概要を表 1に示した。実際の操業隻数は委託隻数65隻に

対し 28隻であった。延べ出漁日数は 81日、延べ使用鉢数 188鉢、総漁獲尾数90尾、水揚げ金額は

91，470円であった。委託隻数は昨年より減少した。平成 13年度は試験操業の目的を説明し、調査へ

の理解を得るための現地説明会に漁業者が出席することを委託する条件としたためである。しかし、

出漁隻数は昨年より増加した。操業する意欲のある漁業者が残ったと考える。延出漁日数も増加した。

漁獲尾数は昨年度よりも大幅に減少し、過去最少であった。

調査海域ごとの試験操業回数を図 2に示した。本年度から漁獲が伴わない操業や魚群探索を行って

も魚群を確認できず投針しなかった場合も試験操業の回数に加えた。操業の全てが南部海域で実施さ

れ北部海域は皆無であった。操業回数が多い海域は、 43、48、49の3海域で、全体の操業回数の 47%

を占めた。これは例年とほぼ同海域であった。実際に漁獲があった海域は 36、37、41、43、48、49

の6海域であった。 43、48、49の3海域は操業回数の多い海域と一致するが、 36、37、41の3海域

は操業回数の少ない海域で漁獲が行われ、持、期も 12月中旬から 1月中旬と遅く、 11月下旬から 12
月上旬に集中した漁期と外れている。漁場も沿岸部で、あった。

図3に海域別 CPUE(ー鉢当り漁獲尾数)を示した。漁獲があった 10件のみで計算した。CPUEが

3を超えた海域は無く、昨年に比べても低い CPUEであった。

図4に海域ごとの標識放流尾数を示した。 12尾放流されたが再捕報告はなかった。青森県太平洋沿

岸に来遊する秋サケ資源の来遊経路を確認するための標識放流は本調査の根幹をなすものであり、現

地説明会においてもその重要性を説明し、漁獲尾数の 1割を目安に 1人あたり 10尾まで行うよう要

請したが、一部の漁業者は全く標識放流を行っていない。このような状況では試験操業の目的を達成

できず、試験操業を継続する意義があるのか疑問である。昭和 61'"'-'平成 13年度の 16年間で2，560尾

の放流で 86尾再捕され、再捕率は 3.4%と低い。県内再捕尾数は 32尾で 37%であり、青森県内での

再捕割合を増やすことが今後の課題である。

表 2に昭和 61年から太平洋において実施してきた秋サケはえなわ試験操業の実施状況一覧を示し

た。当初 7隻で始まった試験操業は、平成 11、12年には委託隻数 108隻と過去最多となったが、実

操業隻数は前年より減少した。平成 13年度の委託隻数は前年から大幅に減少し、 65隻となった。し

かし、出漁隻数、延べ出漁日数共に前年度より増加した。だが、秋サケ延縄漁業の対象となる、まとま

った魚群が来遊しなかったため、漁獲尾数は過去最少となった。現在の資源状態では、秋さけ延縄漁業

は経営的に成り立たないと考えられる。
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表1 平成13年度獄験操業概要
委託 出漁 出漁期間

漁協名 隻数 隻数開始日終了目

白糠 6 0 
泊 10 1 12月19日12月25日
六ケ所村 1 0 
六ケ所村海水 1 0 
三沢市 2 2 12月3日 1月18日
八戸鮫浦 18 18 11月17日12月27日
八戸市南浜 17 5 11月20日12月5日
階上 10 2 11月18日12月6日
合計 65 28 

単位:隻、目、鉢、尾、円
延出漁延使用 漁獲 放流 水揚
回数 鉢数 尾数 尾数 金額
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表2 秋サケ延縄試験操業実施状況

年度 昭和61年昭和62年昭和63年平成元年平成2年平成3年平成4年平成5年平成6年
委託隻数 7 18 38 56 64 64 101 86 94 
出漁隻数 7 13 30 37 40 26 39 41 46 
延出漁回数 81 99 411 420 172 129 477 336 252 
漁獲尾数 4，301 1，729 26，565 26，154 4，015 6，225 14，843 16，252 17，051 
平均漁獲尾数 53.1 17.5 64.6 62.3 23.3 48.3 31.1 48.4 67.7 
放流尾数 52 15 255 343 138 169 235 190 225 
再捕尾数 2 5 5 6 6 12 2 6 
再捕率(%) 3.8 33.3 2 1.7 4.3 7.1 0.4 1.1 2.7 
県内再捕尾数 5 6 。 4 
(内河川再捕) 。 。 3 。 2 。 。 。
県外再捕尾数 4 4 5 6 。 2 2 
(内河氾重量) 。 。 。 。 。 。 。 。
年度 平成7年平成8年平成9年平成10年平成11年平成12年平成13年 計

委託隻数 95 86 77 81 108 108 65 1，148 
出漁隻数 28 28 38 37 32 20 28 490 
延出漁回数 78 174 263 233 128 60 81 3，394 
漁獲尾数 1，085 15，260 19，247 18，289 5，768 1，449 90 178，323 
平均漁獲尾数 13.9 87.7 73.2 78.5 45.1 24.2 1.1 52.5 
放流尾数 44 211 268 274 100 29 12 2，560 
再捕尾数 22 12 4 2 。 。 86 
再捕率(%) 2.3 10.4 4.5 1.5 2.0 0.0 0.0 3.4 
県内再捕尾数 4 5 2 。 。 。 32 
(内河川再捕) 。 2 5 。 。 。 。 13 
県外再捕尾数 。 18 7 2 2 。 。 54 
(内河川再捕) 。 4 。 。 。 7 

q
d
 



さけ・ます増殖管理推進事業調査(サケ関係)
(抄録)

菊谷尚久

沿岸漁獲調査

1. 2001年漁期の沿岸田帰サケ親魚の旬別の沿岸漁獲量を集計した。

2. 2001年漁期の各海域での漁獲尾数は、太平洋816，072尾(前年比65.9%)、津軽海峡202，661尾

(前年比98.8%)、陸奥湾内2，451尾(前年比46.5%)、日本海67，872尾(前年比130.9%)であった。

青森県全体の来遊尾数(沿岸漁獲尾数+河川遡上尾数)は1，228， 986尾であり、 1984年以降の最低水

準であった 1999年に次ぐ低水準であった。

沿岸環境調査(太平洋におけるサケ回帰親魚の環境調査)

1. 2001年9月から 12月の期間中、試験船による海洋観測を実施した。

2.津軽暖流水の勢力は、最近の5ヵ年で比較すると強勢であり、 9月は沿岸寄りを深めに南下し、

10月以降では東方への張り出しを強めながらやや浅めに南下していたものと考えられた。

3.親潮系水の沿岸への張り出しは、 9月には八戸沖で観測されたものの10月以降はほとんど観測され

なかった。

移動分布調査

1. 2001年4月から 5月にかけて、青森県日本海、津軽海峡沿岸及び睦奥湾口部において、サケ

幼稚魚の分布、成長及び移動に関する調査を行った。

2.鯵ヶ沢沖56尾、小泊沖2，220尾、今別沖482尾、佐井沖80尾、脇野沢沖53尾の合計2，891尾の

サケ幼稚魚を採集した。

3.各海域で採集されたサケ幼稚魚の平均F.Lは、鯵ヶ沢沖71.0"" 87. 9mm、小泊沖57.3"" 71. 5mm、

今別沖42.0 "" 93. 6皿、佐井沖55.5 "" 1 00. 4皿、脇野沢沖92.7 "" 120. 0阻の範囲にあった。

4.標識放流は2001年3月12日に早期放流群 150，000尾(平均F.L:58. 4mm)、4月13日に適期

放流群150，000尾(平均F.L: 59. 7mm)を赤石川サケ・マスふ化場より行った。標識魚の再捕状

況は、鯵ヶ沢沖4尾(全て適期群)、小泊沖 153尾(早期群151尾、適期群2尾)、今別沖5尾(早

期群1尾、適期群4尾)の合計 162尾が再捕された。

環境調査(日本海における放流稚魚の環境調査)

1.2001年3月から 5月にかけて、鯵ヶ沢町における毎日の表面水温及び塩分を測定した。また、

沿岸3ヶ所(大戸瀬、小泊、今別)の地先に記録式MDS水温計を設置し、表層水温を連続して観
測した。

2.鯵ヶ沢における表面水温は、 3月には昨年をo.5"<:ほど下回っていたものの、 4月以降では昨
年をおおよそo.5 "" 2. 0"<:ほど上回って推移していた。また、春季の塩分量の低下は3月下旬から4
月下旬にかけてみられた。

3.大戸瀬地先における日平均表層水温を昨年と比較すると、 3月はおおむねo.5 "" 1. 0"<:ほど下回っ
て推移していたものの、 4月は昨年並""1. 5"<:ほど上回っていた。 5月上旬以降は急激な昇温と降温を

繰り返していた。日平均水温が13"<:を超えたのは5月18日であり、昨年より 10日遅かった。

発表誌名:平成13年度さけ・ます資源管理・効率化推進事業実施結果 平成15年3月 青森県

-114 -



さけ・ます増殖管理推進事業(サクラマス関係)

(抄録)

鈴木亮

沿岸浪獲量調査

青森県全体の2001年のサクラマス漁獲量は181トンで、前年に比べ3%の減少となった。海

域別の漁獲量を見ると、太平洋83トン(前年比115%)、日本海47トン(同 131%)と前年を

上回っているものの、津軽海峡48トン(同66%)、むつ湾2.5トン(同78%)では前年を下回

っていた。

主要港における市場調査

2001年における標識魚混入率は、大畑地区では3.45%(前年比106%)と前年を上回ったが、深

浦・大戸瀬地区では0.78%(前年比72%)と前年を下回った。

沿岸分布回遊調査

青森県では2001年春季サクラマス幼魚のリボンタグ標識放流は実施していかった。 2002年1

月から 11月末までに、青森県沿岸で漁獲されたリボンタグ標識魚再捕尾数は60尾で、北海道39

尾、秋田県11尾、山形県8尾、岩手県2尾であった.

幼魚混獲調査

2001年3--6月に県内7地区において、定置網で混獲されたサクラマス幼魚について、体サイ

ズや雌雄比、胃内容などを測定した。採集尾数は太平洋側143尾、日本海側53尾で合計196尾

であった。出現率が高かった餌料は、太平洋側は端脚類で36.4%、日本海では魚類で85.0%であっ

た.日本海側は魚類に大きく依存する傾向が窺えた。一方、太平洋側ではオキアミや端腕頗など

を摂餌し多様性に富んでいた。

発表誌名:平成13年度さけ・ます資源管理・効率化推進事業実施結果平成14年3月 青森県
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1 市場調査

平成 13年度クロソイ放流技術開発試験

(抄録)

植村康

脇野沢村漁協市場に水揚げされたクロソイについて、銘柄別に水揚げ尾数、標識尾数、標識部位を

調査した。年令形質形成時期である 7月から翌年6月までを再捕年度とした。

・再捕が終了したと考えられる平成 2'"'-'8年度放流群の再捕率は、 0.53'"'-'5.89%であった0

・標識魚の割合は、平成 12年度1.64%、平成 13年度 4.73%であった。

魚体測定した中規格の 70.0%が想定外の年級群であり放流年級群の振り分けに課題があると考え

られた。

-放流周辺海域で漁獲された規格外の小型サイズクロソイに高率で標識魚が含まれており、この数量

の算定が課題である。

-脇野沢村に放流したクロソイが移動して、佐井村及び平舘村で漁獲されているか市場調査を行った

が、放流クロソイは確認されなかった。放流クロソイの移動は小さく、大部分が放流海域周辺に留ま

るものと考えられた。

2 篭調査

アイナメ篭による漁獲調査を平成 12年 8月から行った。クロソイを採捕して，標識の有無，抜去

腹鰭の再生状況、摂餌状況等を調査した。

-平成 12年度は、 0令から 3令のクロソイ 316個体が漁獲された。そのうち、 1令個体が 226個体・

71%を占めた。 0令及び 1令個体では無標識個体の全長、体重が大きく、摂餌率が高い傾向があった。

空胃個体の割合は、 1令無標識個体が 35%、1令標識個体が 68%で、標識個体の摂餌能力が劣って

いると考えられた。アイナメ、クジメの空胃個体は、 11.9%、14.4%であった。平成 13年度も同様

の傾向であった。

-大型のクロソイ、アイナメ、クジメによる放流クロソイの食害は観察されなかった。

-抜去腹鰭再生していた個体の割合は 1令で 62%、2令で 49%であった。再生が始まったものは、

最終的には完全な再生が行われるものと考えられた。

-腹鰭抜去放流クロソイの一部を 1年間飼育したところ、 70%の個体に腹鰭の再生が認められた。

-平成 13年に放流したクロソイの腹鰭抜去は不完全抜去であった。野外で行う鰭抜去では完全な抜去

は難しいと考えられた。

-脇野沢で行われてきたクロソイ放流では標識の腹鰭抜去が不完全であったため、放流後 1年で 70%

の個体の鰭が再生開始したと推定された。

・標識とした抜去腹鰭の再生は、再捕率ひいては回収率の推測に影響を与えることとなるが、再生途

中で漁獲される個体の割合が不明なため、現段階ではどの程度の影響があるのか不明であるが、少

なくとも今まで推定してきた回収率よりは大きいものと考えられる。

発表誌:平成 13年度資源増大技術開発事業報告書(魚類Aグループ) 平成 14年3月 水産庁
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-放流個体群の鰭再生率の把握は、放流効果を検討する前提条件であり、今後の調査では今回の経験

を生かしていきたい。

3 放流前天然餌料給餌試験

放流5日前から前日まで夕方から夜間にかけて、飼育生賓上にライトを点灯し、天然餌料を集め、

飼育クロソイが摂餌するか試験を行った。飼育クロソイのサンプルを採取し、胃内容について測定を

行った。

-夜間摂餌していると考えられる時間帯にサンプル採取を行った所、 1尾平均でアミ 2.7個体、ふ化

仔魚 2.5個体、コベポーダ0.2個体摂餌していた。ライト点灯による天然餌料給餌は、放流後の天

然餌料摂餌に有効と考えられた。

4 潜水観察

クロソイ放流及び棲息状況等について潜水観察及び水中ビデオ撮影を行い、放流クロソイの行動等

の知見集積を行った。

-前年度の潜水観察から、クロソイ若令群は沿岸の石の聞に棲息するので、放流後速やかにそのよう

な棲息適地に移行するような放流方法を試行した。

-生賓の一角を水面下約40cmに下げておき、クロソイが生賓外に出て行く方法が良かった。

-放流クロソイは生責網外側及び消波堤石材周囲に定位した。近くのアイナメ、クジメによる捕食は

見られなかった。

-生賓外側に群れた放流クロソイは、海底に移行するまで、配合餌料を給餌しながら管理することが

可能と考えられた。

• 10月に放流後まもなく水温が急降下し、放流クロソイの活動は低下した。早い時期の放流が望まれ

た。

5 脇野沢人工礁漁獲クロソイ魚体測定

脇野沢2km沖合の水深50mlこ設置されている脇野沢地区人工礁海域において、アイナメ篭漁業で漁

獲されたクロソイの魚体測定を行った。

・年令は 1令から 7令が出現した。 2令で出荷規格の大となる 500gを超えるものが半数出現した。

沿岸クロソイの 1令及び2令と比べ大きいことから、成長の良いものは沖合に移動することが推測

された。沿岸には 3令以上の個体は殆どいないことから、成長の悪い個体も 2令までに沖合に移動

することが推測された。標識個体は出現しなかった。

円

t



平成13年度日本周辺高度回遊性魚類資源対策調査
(抄録)

鈴木亮

まぐろ類について

青森県における 2001年のクロマグロ水揚量は、調査対象7地区を合計すると 202.3トンで前

年の146.8トンより 38%の増加となった。さらに10ヵ年平均水揚量122.9トンを大幅に上回り、

調査開始以来もっとも多い水揚量である。地区別に見ると太平洋側は八戸4.9トン(前年比155%)、

六ヶ所2.3トン(同 41%)、尻労9.9トン(同 46%)であった。日本海側は痢甫32.3トン(同

372%)岩崎12.3トン(同 105%)であった。津軽海峡は大間 113.1トン(同 149%)、三厩27.1

トン(同 133%)であった。クロマグロ以外のまぐろ類は、キハダ八戸2742.2kg、痢甫59.9kg、

メパチ八戸109.4kg、ビンナガ八戸21.0皆、深浦133.4kg水揚げされた。

青森県全体をみるとクロマグロ水揚量は増加したが、調査地区を大きく太平洋、津軽海峡、日

本海とわけでみると、太平洋では 17.1トン(前年比56%)と前年を大きく下回った。八戸が前

年を上回ったのに対し、六ヶ所と尻労では前年を下回った。太平洋での水揚量の減少は特に尻労

の水揚量の低下か嘗いていた。津軽海峡では 140.2トン(同 146%)と前年を上回り、大間と三厩

共に水揚量は増加した。日本海では44.6トン(同220%)と前年を大きく上回った。特に深浦の

漁獲量増加が日本海の漁獲量に大きく影響していた。

さめ類について

八戸における 2001年のさめ類水揚量は466トンで、前年の358トンより 30%上回った。魚種

別に見るとアブラツノザメが447トン(前年比134%)と増加したが、ネズミザメは 14トン(同

88%)、ホシザメは5トン(同 55%)と減少した。その他のさめ類はヨシキリザメ 110kg、オナ

ガザメ 50kgが水揚げされた。

発表誌名:平成 13年度日本周辺高度回避性魚類資源対策調査委託事業報告書-n (まぐろ類等
漁獲実態調査結果) 水産庁
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海洋構造変動パターン解析技術開発試験事業

高橋進吾・今村豊

はじめに

青森県海域の海洋構造は、対馬(津軽)暖流、親潮および暖水塊等に支配され、短期・中長期的に

複雑に変動し、イワシ、サパ類、スルメイカ等の浮魚類の漁場形成や沿岸域の生産力に大きな影響を

及ぼしている。本事業では、超音波式流向流速計(以下 fADCPJという。)を用いて海流データを迅速

かつ組織的に収集・解析するための技術開発およびADCPデータと調査船による海洋観測デー夕、衛星

情報等をあわせて青森県沿岸・沖合域の的確な海況の把握と海況予測に資するための技術開発を行う

ことを目的としている。

今年度は、データ解析の基礎となる高精度なADCPデータの取得継続と、 5ヶ年の総括として、これま

でに蓄積されたデータから各水塊ごとの特徴等を整理した。

材料と方法

参加機関(青森県水産試験場以外)

(太平洋)岩手県水産技術センター・宮城県水産研究開発センター・福島県水産試験場・茨城県水産

試験場、東北区水産研究所(指導機関)

(日本海)秋田県水産振興センター・京都府立海洋センタ一、日本海区水産研究所(指導機関)

検討会

事業推進上の問題点の摘出と対策、成果の取りまとめと活用方法などの事業の円滑な推進に必要な

事項について総合的な検討を行うため、各海域の担当水試が年 1-2回分担し検討会を開催する。

調査内容

1 調査項目

漁海況予報事業に準ずる一般海洋

観測とADCPによる流向流速観測を

行った。

各調査船に搭載している流向流速

測定システムは表lのとおりである。

海洋観測に用いる CTD(水温塩分

等測定機器)は関連丸と青鵡丸はシーバード社製、東奥丸はFSI社製で、観測深度は沖合定線観測では

表1 各調査船の流向流速測定システム
調査船名 ADCP機種名 航法装置

東奥丸 (140トン) JRC JLN-615 JRC JLR-4200 
膏鵬丸(65トン) RD-10201300 JRC JLR-7700 
開運丸 (208トン) RD-9HP075P FURUNO GP-500 

JRC JLN-615 JRC JLR-6000 

※JRC:日本無線側、 FURUNO:古野電気側、 RD: RDインストルメンツ社

水深1，000mまで、沿岸定線観測では水深500mまでとした。

2 流向流速データ収録環境設定

2 -1 3層式ADCP

日本海・太平洋定線および津軽海峡東口定線での観測深度は 10m . 50 m . 100 mの3層、津軽海峡

西口定線では 10m . 50 m . 90 mの3層に設定した。データ収録間隔は開運丸・東奥丸とも8分平均の

データを l分毎にFDに収録した。

nu 



2 -2 多層式ADCP

開運丸では測定層厚 8m (最大観測水深約 650mまで、層数80層)の設定で、デ}タ収録間隔は

3分平均のデータを3分毎にMOに収録した。

青鵬丸では測定層厚8m (最大観測水深約 250mまで、層数 32層)の設定で、データ収録間隔は

1分平均のデータを 1分毎にMOに収録したc，
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図1 青森県海洋観測定線図(日本海・太平洋)
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図2 津軽海峡流量調査定線図

結果と考察

E 

142 

流向流速データ収録状況

平成 13年4月から平成 14年3月までの流向流速データの収録状況を表2"'-'4に示した。

日本海では、東奥丸と青鵬丸により 1月を除く年 11回の海洋観測を行いデータを収録した。

146 

東奥丸は収録パソコンの設定不良等により 8回のうち4回 (4・9・11・12月)は収録データに不具合

がみられた。一方、青鵬丸で行った3回は収録設定ファイル(拡張子cfg)の見直しにより収録状況は

比較的良好であったc，

太平洋では、東奥丸と開運丸により年4回の海洋観測を行いデータを収録したcι 開運丸は8月に3層

式ADCPの収録ノミソコンの動作不安定が発生し、沖合域のデータ収録ができなかった。その後、予備の

パソコンと交換し問題は解決された。一方、多層式ADCPでは機器不安定等により収録データの不具合

がみられた。主な原因は、収録設定ファイルの異常であることが判明し、改善後の3月のデータは比較

的良好であった。
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津軽海峡では、西口定線で4回、東口定線で2回の4往復横断観測、 2月には冷水接岸監視調査を行っ

たがデータ収録状況は比較的良好であった。

今年度は例年に比べ不具合が多くみられ、収録設定等の再確認の徹底が必要と恩われた。また周辺

機器の老朽化も原因のーっと考えられ、機器の更新等も今後の検討課題と思われた。

表2 日本海におけるデータ収録状況

No.調査月 調査期間 調査船 ADCP機種名 測定層 収録状況

4月 2001.4. 4-5 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 不良

2 5月 2001.4.27-28 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3眉(10・50・100m) 良好

3 6月 2001.5.29-31 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好

4 7月 2001. 7. 4-5 膏鵬丸(65t) RD-10201300 多層(8mごと) 良好

5 8月 2001.8. 2-3 膏鵬丸(65t) RD-10201300 多層(8mごと) 良好

6 9月 2001. 9. 4-5 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 不良

7 10月 2001.10. 4-5 膏鵬丸(65t) RD-10201300 多層(8mごと) 良好

8 11月 2001.10.30-31 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 不良

9 12月 2001. 12. 4-5 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 不良
10 2月 2002.2. 4-5 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好

11 3月 2002. 3.12-13 東奥丸(140t) JRC JLIト615 3層(10・50・100m) 良好

表3 太平洋におけるデータ収録状況

No.調査月 調査期間 調査船 ADCP機種名 測定層 収録状況

6月 2001.6.15寸8 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3膚(10・50・100m) 良好

2 8月 2001.8.23-28 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 不良

JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 不良
3 12月 2001.11. 27-29 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 不良

2001. 12. 3-6 JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好

4 3月 2002.3. 4-9 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 良好

JRC JLIト615 3層(10・50・100m) 良好

表4 津軽海峡におけるデータ収録状況
No.調査月 調査期間 調査船 ADCP機種名 測定層 収録状況

(海峡西口)

7 J1 2001. 7. 25-26 青鵬丸(65t) RD-10201300 多層(8mごと) 良好

2 9月 2001.9.25-26 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
3 12月 2001.12. 12 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好

4 2月 2002.2. 14 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
(海峡東口)

4月 2001.4.24-25 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 良好

JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
2 8月 2001. 8.24-25 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 良好

JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
(冷水監視)

2月 2002.2.13-14 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
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収録した流向流速データの処理

1 補正処理
表5 系統誤差補正係数算出結果表(日本海)

1 -1 3層式ADCP
対地モード 対氷モード 潮流データ

No. 調査月 α. 1+ s α. 1+ s の良否
系統誤差補正ソフトを使用し、各 2001年 5月食ー0.2 0.99 0.2 1. 04 。
調査で収録された比較的良好な3層 2 2001年 6月会ー0.1 1. 00 o. 1 0.99 。
式ADCPのデータについて補正処理を

3 2∞2年 2月食 0.0 1. 00 -0.1 1. 04 。
4 2002年 3，ij合ー0.1 1. 00 -0. 1 1. 01 。

行った(表5-6)。日本海の補正係数 会印:妥当と思われる補正モードの補正係数

は総じて小さく、大きな誤差補正は 判断基準 :0概ね良好、企不良箇所ややみられる.x不良箇所多い

特に必要ないものと思われた。太平
表6 系統誤差補正係数算出結果表(太平洋)

洋では日本海に比べると補正係数が
対地モード 対水モード 潮流データ

やや大きいが、いずれもこれまでと No. 調査月 α • 1+ s α. 1+β の良否
同様に対地モードで算出した補正係 2001年 6月会ー0.2 1.00 0.4 1. 01 l::. 

数の方が妥当と判断される場合が多
2 2∞1年 8月合ー0.2 1. 00 -0. 7 0.98 A 
3 2001年12月食ー0.3 1.00 -0.2 1. 02 。

かった。なお、データの良否について 合-0.7 0.99 0.6 1. 15 。
は水温・塩分分布と比較・検討した。 4 2002年 3月合 0.0 1. 00 0.3 1. 03 1:::. 

1 -2 多層式ADCP 合-0.3 1. 00 ム

青鵬丸の多層式ADCPは、海象等に
女即:妥当と思われる繍正モードの補正係数

判断轟準 :0概ね良好、企不良箇所ややみられる、 X不良箇所多い

より水深 100m付近のデータが正常

に収録されないことはあるが、水温・塩分分布との対応から特に誤差補正は必要ないものと考えられた。

一方、開運丸の多層式ADCPは、収録設定ファイルの異常のためデータは異常値を示し、誤差補正に

も使用できなかった。設定ファイルが異常となった原因は不明であるが、今後はデータ収録前の設定内

容の再確認と予備の設定ファイルの準備が必要と思われた。

なお、各調査における流況(補正処理後)と水温の重ね合せ図は図3-18に示した。

2 海況の特徴等について

2 -1 日本海

2 -1 -1 流れの強さや流れ方について

これまで得られた流況データをみると、流れ方としては一般に等温線に沿った方向に流れ、極前線

付近において流れ(一般に北上流)が強い傾向にあった。しかし、季節による流れの強弱の傾向はよく

分からなかった。また成層期には、極前線付近のほか沿岸域の表層(高温・低塩分域)でも強い北上流

がみられるときがあった(図6-7、2001年7月・ 8月)。

2 -1 -2 暖水域(渦)の出現について

暖水域(渦)の出現頻度や規模は時期により異なるが、本県沖に暖水域の出現(対馬暖流のよ流域か

ら北上してくる)がみられ(図3-4、2001年4月・5月など)、その場合は対馬暖流の勢力を推定する

指標のうち暖流幅(指標水温5・C)が広く、水塊深度(指標水温7.C)が深く表された。

また暖水域(渦)の縁辺部における流れは、右回りの環流として捉えられるときがあった(図 19-

21、1998年 10月・ 1999年6月・ 2000年 11月など)。
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2・2 太平洋

これまで蓄積された補正済みADCPデータのうち2000.....2001年、 1997年8月、 1998年3月の10航海

分のデータを用いて、昨年と同様の方法で各水塊ごとの平均循環流速を算出し、水温分布との重ね合せ

(図22.....24)から各水塊ごとの特徴等を整理した。

0津軽暖流(強流部) 3月・ 6月 1ノット弱程度(東~西向流)

8月・12月 1-2ノット程度(東~西向流)

0親潮(沿岸域・南下流) 3月・6月・8月 0.5ノット弱程度(尻屋線・鮫角線)

12月 0.7ノット程度(尻屋線)

0親潮(沖合域・北上流) 3月・6月・8月・12月 0.4 -0.5ノット程度

O暖水塊 2000年 3月 0.7ノット程度の北上流(145-20E付近)

1998年 3月 0.7ノット程度の北上流(145-20E付近)

1997年 8月 1-2ノット程度の右回りの環流(143-20E -145-20 E間)

O暖水波及 2001年 8月 lノット程度の西向流(鮫角線143-20E付近)

2001年12月 1-2ノット程度の東向流(鮫角線143-20E以東)

1ノット弱程度の北上流(145-20E付近)

これまでの知見と同様に津軽暖流は、冬~春季に弱点夏~秋季に強い傾向がみられた。一方、親潮

の南下流は、張り出しが北退し先端位置が本県沖に分布する12月にやや強い傾向がみられ、沖合の北

上流は周年ほぽ一定と思われた。また時期によって出現する暖水塊は、 1998年3月と2000年3月に145-

20E以東に存在し、その西縁部と思われる海域で0.7ノット程度のやや強めの北上流がみられた。1997

年8月には143E以東に比較的規模の大きい暖水塊が存在し、 1.....2ノット強の強い右回りの環流とし

て捉えられた。また黒潮系北上暖水の暖水波及としては、 2001年8月と 12月にいずれも鮫角線で、 1

ノット強の比較的強い流れがみられた。

各水塊ごとにある程度の特徴はみられたが、解析に使用した事例はまだ少ないので、信頼性(妥当性)

も含め、色々な水塊配置における流況と海況の対応を整理・確認していくため、今後も同様の解析を行

い、より多くの事例について検討しながら、海況予測技術の精度向上に役立てていきたい。

文献

周東健三(1982) 日本海の海況(1 )，海と空， 57(2.....3)， 93-105 

磯野豊(1994) 日本海の暖水渦，月刊海洋， 26 (12)， 779圃787
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図3 2001年4月上旬の流況(東奥丸JRC)

(水温水平分布のみ)
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図5 2001年6月上旬の流況(東奥丸JRC)

(最高流速10m層 1.2kt)
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図4 2001年5月上旬の流況(東奥丸JRC)

(最高流速10m層 1.3kt)
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図6

(最高流速10m層1.8kt)
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図7 2001年8月上旬の流況(膏鵬丸 RD)

(最高流速10m層 1.6kt)
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図9 2001年 10月上旬の流況(膏鵬丸RD)

(最高流速10m層 1.6kt)
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図8 2001年9月上旬の流況(東奥丸JRC)

(水温水平分布のみ)
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図10 2001年11月上旬の流況(東奥丸JRC)

(水温水平分布のみ)
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図 11 2001年 12月上旬の流況(東奥丸JRC)

(水温水平分布のみ)

図13 2∞2年2月津軽海峡内の流況(東奥丸JRC)
(最高流速10m層3.5kt)
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図12 2002年2月上旬の流況(東奥丸JRC)

(最高流速10m層l.4kt)
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図14 2002年3月中旬の流況(東奥丸JRC)

(最高流速10m層1.5kt)
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図15 2001年6月の流況(東奥丸JRC)
(最高流速10m層1.5kt)

142E 143E 144E 145E 

図17 2001年12月の流況(開運丸JRC)
(最高流速10m層3.2kt)
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図16 2001年8月の流況(開運丸JRC)
(最高流速10m眉2.0kt)
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図18 2002年3月の流況(開運丸JRC)
(最高流速10m層1.2kt)
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図19 1998年10月上旬の流況(左図)と曜水渦の流況模式図(右図)
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図20 1999年6月上旬の流況(左図)と曜水渦の流況模式図(右図)
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図22 各水塊ごとの平均循環流速ベクトル図 (2000年)

※(  )内が平均流速、単位:ノット (kt)

0
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(凡例)

→ 0.5ノット以下
時 0.5-1ノット

ー砂 1ノット以上
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図23 各水塊ごとの平均循環流速ベクトル図 (2001年)

※(  )内が平均流速、単位:ノット(財)
(凡例)

→ 0.5ノット以下
司 0.5-1ノット

ーゅ 1ノット以上

図24 各水塊ごとの平均循環流速ベクトル図

(1998年3月、 1997年8月)
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津軽暖流の流量調査
(青函交流プロジェクト)

高橋進吾・今村豊

はじめに

津軽暖流の絶対流量の測定手法を確立し、季節・経年変動等を把握することを目的に青函交流プロ

ジェクトの共同研究として 1993年から函館水試と共同で調査が開始された。

今年度もこれまでと同様の方法でデータの収集・蓄積を図ったので、その概要を報告する。

材料と方法

津軽暖流の水深別流向流速の測定は、青鵬丸 (RD社製)、東奥丸(JRC社製)および開運丸 (RD社製・

]RC社製)に搭載された超音波式流向流速計(以下 rADCPJ という，.)を使用し、図1に示す海峡西口・
東口の観測定線について24時間50分の4往復横断観測を行った，.また、海洋構造を把握するため各調

査(西口 7定点、東口 5定点)で任意の 1横断時にCTDによる海洋観測を行った。

観測水深は、 3層式ADCP(JRC社製)による西口定線では 10m・50m・90m層に、東口定線では 10

m ・50m ・100m層に、多層式ADCP (RD社製)では層厚8mごとに設定した。

津軽暖流の流量は、 3層式ADCPと青鵬丸の多層式ADCPでは流向流速データの定線垂直方向成分から

定点問ごとの水深別平均流速を求め、断面積との積により算出した。開運丸の多層式ADCPでは収録ソ

フトで自動的に計算される l横断ごとの値(2:Q) を使用した。

なお、海流の勢力として把握するためには、潮流成分(日周潮・半日周潮流)を除去した平均的な

流れとして捉えることが必要であり、そのため潮流成分を除去した流量(流速)の算出は、 4往復で得

られた8回分のデータを平均することで求めた。

M
間
内

4
aa守

41.5 

41 

139.5 140 140.5 141 141.5 

E 

142 

図1 津軽暖流流量調査定線図

※本報告は函館水試との共同調査の一部であると北海道側の担当者は次のとおり，.

函館水試:西田芳則・鹿又一良・三橋正基、中央水試:田中伊織

内
リ



結果と考察

流向流速データ収録状況

ADCPによる 4往復横断観測は、表1のとおり各試験船により年6回行った。

このうち海峡西口での 12月と 2月は、観測途中から時化模様となったため途中で調査を中止した。

また 11月には函館水試と海峡東西の合同調査の予定だ、ったが、時化が続き中止となった。

表1 データ収録状況

No.調査月 調査期間 調査船 ADCP機種名 測定層 収録状況

(海峡西口)

7月 2001. 7. 25-26 膏鵬丸(65t) RD-10201300 多層(8mごと) 良好

2 9月 2∞1. 9.25-26 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
3 12月 2001. 12. 12 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
4 2月 2002. 2. 14 東奥丸(140t) JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
(海峡東口)

4月 2001. 4.24-25 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 良好

JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好
2 8月 2001. 8.24-25 開運丸(208t) RD-9HP075P 多層(8mごと) 良好

JRC JLN-615 3層(10・50・100m) 良好

西口定線

津軽暖流の流量は、 7月が1.75Sv (lSv=l X 

106 m 3/S)、9月が1.99Svであった。

これまで得られた津軽暖流の流量を図2に

示したが、今年度の夏季の流量はやや多めで

推移したものと思われる。

海峡西口における津軽暖流の変動については

約9ヶ年に及ぶデータ蓄積から、その特徴等に

ついてある程度整理できたものと思われるの

で、今後は新たに、海峡内における暖流水の変

質状況と流れとの関連性等について検討できれ

ばと考えている。

2.5 
「ー一一一一一ーーーー-

~93年

~ 1.6 

制1.5
終

0.5 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

図2 潮流成分を除去した津軽暖流流量の季節変化

(西口定線)

東口定線

今年度は非成層期 (4月)と成層期 (8月)の2回調査を行った。流量の算出方法や結果については

検討事項等あるが、多層式ADCP収録ソフトで算出された値(1:Q)から求められた津軽暖流の流量は

4月が2.01Sv、8月が2.45Svであった。 8月は咋年同時期と比べて約O.5Sv多い流量であった。

各調査における 1横断毎の流量と水位差(深浦一函館問)の時間変化、平均流速の鉛直分布および

水温・塩分分布を図3に示した。平均流速の強流部は、 4月は青森側の陸棚斜面上にみられたが、 8月

は海峡中央~やや青森寄りにみられた。また4月は表層~底層までほぼ一様な流れであったが、 8月は

表層ほどより強い流れとなっており、海峡西口と異なり時期により流れの構造に違いがみられた。

円。
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図3 海峡東口定線における4往復横断調査結果(左図4月、右図8月の結果)

※上図から、 l横断毎の流量と水位差(深浦ー函館間)の時間変化、平均流速

の鉛直分布(東向流を正、西向流を負)、水温分布・塩分分布の図。



海峡東口における各横断ごとの流量の変化は、西口と同様に水位差の変化と比較的対応していること

から、海峡東西ともほぼ同位相で変化しているものと推察され、東口においても津軽暖流の変動を把握

できるものと考えられる。しかし、実測流によって得られる流量は、流速に断面積を乗じて求めている

ことから、断面積の大きい東口の方が多く算出されるため、単純には西口と東口の流量は比較できない

と考えられるので、現時点では東口におけるデータをもう少し蓄積してし、く必要があろう。

一方、東口において4往復横断調査を行う利点は、前述の理由から津軽暖流の変動を把握できるであ

ろうことと、津軽暖流が太平洋に流出してからの動向(通称「沿岸モードjや「渦モードJといわれる

流出形態など)等との関係をみるうえで意義深いことであると思われる。

これらのことから、今後は東口における4往復横断調査に重点を置きながら、津軽暖流の変動等の把

握に努めていきたい。
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深浦および函館の毎時の水位データは函館海洋気象台から提供していただいた。ここに記して感謝
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新漁業管理制度推進情報提供事業
(抄録)

高橋進吾・佐藤晋ー・黄金崎栄一・今村豊

海況

青森県沿岸の海況は、日本海沿岸・沖合定線観測、太平洋沖合定線観測結果から求めた。

対馬暖流(日本海)・津軽暖流(太平洋)の流勢指標を平年と比較することで表現すると、次のとお

りである。

1 日本海(観測月 2 ----12月の各月 1回)

対馬暖流の勢力は、全般に平年並~やや弱めで推移した。

表面水温は、全般に平年並~やや高め、 50m・100m層は平年並~やや低め、7l<塊深度は平年並~

やや浅め、北上流量は平年並~やや少なめで推移した。

2 太平洋(観測月 3月、 6月、 9月、 12月の各月 1回)

津軽暖流の勢力は、全般に平年並~やや強めで推移した。

水温は、全般に各層とも平年並~やや高め、7l<塊深度は平年並~やや浅め、東方への張り出しは

平年並~やや強めで推移した。

漁況

本年の特徴は、全県的なマイワシ、マサパの引き続く不振、日本海および津軽海峡におけるスルメ

イカの回復であった。

沿岸域におけるスルメイカ一本釣は、太平洋では八戸の不漁がひびき約4千トン(対前年比61%)で

あったが、日本海では約6千トン(対前年比217%)、津軽海峡では約4千7百トン(対前年比 182%)

と回復の兆しをみせ、全県合計では前年をやや上回った。

マサパは八戸で、約1万6千トン、陸奥湾湾口部の平舘で約53トン、日本海で約23トンと各海域とも

前年より若干上向いたものの、依然低い水準にあった。

マイワシは八戸で約132トン、平舘で約35トン、日本海に至つては皆無状態と前年に引き続き不振

で1985年以降で最低となったc・

ヤリイカは、日本海で約835トン(対前年比72%)、津軽海峡約 107トン(対前年比58%)と前年よ

り減少した。

日本海のマダイは、前年に続き 100トン以上(対前年比 108%) となり好漁で、あった。

発表誌名:平成 13年度神海況予報関係事業結果報告書.平成 14年6月.青森県水産試験場

局生
内

δ



日本海スルメイカ漁場調査

(抄録)

今村豊・黄金崎栄一

2∞1年4月-10月に試験船東奥丸 (140トン)及ひ溜験船青鵬丸 (65トン)でスルメイカの撫場
調査等を実施した。調査は 4、5、6、8、10月の計 5回行ない、 6月の調査では 210尾の標識放流も

行った。

沿岸域におけるスルメイカ

2∞1年本県日本海沿岸に来遊したスルメイカは、例年並みの 5月下旬(小泊は昨年より 1日遅い5
月27日・三厩は5日遅い5月28日)に初漁がみられた。日本海主要港(深浦・小泊・下前・小泊)

では、漁期前半である6-7月に順調な伸びをみせ、 90年代以降最低の水揚げ量となった前年の約 2

倍の6，390トンとなった。

日本海で主に損獲されるスルメイカは、秋季発生系群である。我が国の秋季発生系群の漁獲量は、

90年代前半は 13-15万トンで推移していたが、 96年に増加し 17.7万トンと 90年代では最も多い漁

護量を記録した。しかし、 98年には 10.8トンに減少し、 99年に 14.0万トンに増加したものの、 2∞o
年には再び 11.5万トンと減少した。 2∞1年は 12.1万トンとなり若干ではあるが増加傾向に転じてい
る。

沖合域におけるスルメイカ

本県における日本海沖合のスルメイカの水揚げは、中型いか釣船による八戸港への水揚げ(一部太

平洋の漁獲物含む)で、 2∞1年論期 (7月~翌年 4月)の水揚げ量は 24，472トンとなっており、前
年同期の水揚げと比較すると 104.6%(前年23.404トン)で、ほぽ前年並みとなっている。

発表誌:平成13年度いか釣漁場開発調査資料27号及び平成13年度外洋性イカ(スルメイカ・ア

カイカ)に関する生物測定・標識放流・海洋観測結果基礎資料集 青森県水産試験場

F
h
d
 円。



太平洋イカ類漁場調査

(抄録)

今村豊・黄金崎栄一

2001年6月""""10月に西経 175度以西の海域において、試験船東奥丸 (140トン)でイカ類の漁場

調査等を実施した。調査は7、9月の計2回行なった。

スルメイ力

2001年本県太平洋沿岸に来遊したスルメイカは、白糠で咋年同日の 6月13日、八戸では昨年より

13日早い6月19日に初漁がみられた。

白糠の漁期入りは例年並みで、漁期終了までの累積漁獲量(ウオダス漁海況速報より)は 1，071ト

ン(前年約 1，191トン)の漁獲となり、前年をやや下回ったものの、 CPUE(1隻1日当たりの漁

獲量)でみると、 2∞1年は0.28トンで前年の0.22トンを上回った。
八戸の漁期入りは例年より早かったものの、低調に推移し、漁期終了までの累積漁獲量(ウオダス

漁海況速報より)は約 2.979トン(前年 5.445トン)となり、前年の約半分にとと、まった。しかし、

CPUEでみると、 2∞1年は 0.71トンで前年 0.86トンを下回ったものの、漁獲量ほどの落ち込みは
見られなかった。

2001年の太平洋小型いか釣船によるCPUEは、 0.59トンで2αm年の0.53トンを上回った。

発表誌:平成13年度いか釣漁場開発調査資料27号及び平成13年度外洋性イカ(スルメイカ・ア

カイカ)に関する生物測定・標識放流・海洋観測結果基礎資料集 青森県水産試験場

n
b
 
n
d
 



漁業用海岸局



八戸漁業用海岸局

事業目的

試験船・取締船ならびに一般漁船との開に漁業・指導監督通信を行うことにより、人命・財産の保

全・航行の安全・海難の防止・操業秩序の維持による漁業生産の向上安定を図る。特に諸外国200海里

水域における規制通信の確保と、傘捕防止のための通信連絡、並びに、 GMDSS通信を最重点とする。

事案内容

実施期間 平成 13年 4月 1日~平成 14年 3月31日

交信海域 世界全域

担当者 局長尾崎秀秋

技師岩崎弘

技師二部勝幸

技師川向政行

技師高谷清治

ほかに、青森県無線利用漁業協同組合通信士、 5名

取扱通信種別

1 指導監督通信

重要通信、保安通信、規制通信、非常通信、漁業指導通信、気象通信、周知通信、漁海況通信

2 漁業通信

3 公衆通信

4 超短波通信(27MHZ)

通信方式

無線電話 (SSB、DSB)、無線電信、気象パソコン、国際テレックス、セルコール

聴守方法〈遭雄周波数無体)

電 信 2091阻王Z、

電話 2182KHZ、 2445阻iZ~ 8MHZ-W1 

セルコール (2445阻也、 4---22MHZ-W1) 

超短波 275'24K1也、 27884KHZ

実施状混

1 200海里規制通信の徹底により、傘捕防止と安全操業に寄与した。

2 漁海況の迅速なる収集、周知により漁業生産の向上に寄与した。

3 気象警報及び航行警報の周知徹底により海難の防止に寄与した。

4 海外出漁船の超遠距離通信の確保を図った。

5 小型沿岸船舶用超短波無線電話通信の利用促進により海難防止を図った。

6 船舶の航行安全対策事業の推進に寄与した。

7 GMDSSに対応するため、所属船の動静把握の確保を図った。

8 県内超短波無線局の広域ネットワーク化の推進を図った。

円
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通信取扱量

1 通信取扱通数

内訳指導監督通信 53，269通 (前年比 -1，269通. 97.7 %) 

漁業通信 47，425通 (前年比 一7，608通. 86.2 %) 
公衆通信 954通 (前年比 -256通. 78.8 %) 

超短波通信 7，471通 (前年比 + 1，030通. 116.0 %) 
総 数 109，119通 (前年比 -8，103通. 93.1 %) 

2 所属船舶局数(除く准)

棟、 種 電信 電話 計 前年度 備考

大 型 底 曳 2 2 2 

中 型 底 曳 11 7 18 18 

)¥. 型 底 曳 8 8 8 

鮪延縄他兼業 11 11 11 

戸 旋 網 主 船 3 3 3 

If 従 船 2 9 11 11 

地 大型いか釣 り 10 11 21 21 

中型いか釣り凍結船 52 52 62 

区 If 一般船 1 l 1 

鮭鱒 サンマ 4 4 4 

底 刺 し 網 2 2 4 4 

(計) (38) (97) (135) (145) 

大 大型いか釣 り 1 2 3 3 

畑 中型し、か釣り 凍結船 16 16 19 

地

区 (計) (1) (18) (19) (22) 

鯵 沖 ムロ、 底 曳 5 5 5 

ケ し、 か 釣 り

沢 そ の 他 1 1 1 

地

区 (計) (6) (6) (6) 

合計 39 121 160 173 

官庁船 5 6 11 11 
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3 通信取扱実績

3・1 月別通信種別通信取扱状況

指導監督通信 漁業 公衆通信 超短波通信

通信

漁 G 気 周 漁 重 専 公 業医 指周 気 専 Aロ』

業 M 象 知 海 要 用 衆 務療 導知 象 用

指 通 通 通 況 通 通 通 通通 通通 通 通 計

導 信 信 信 計 信 信 信信 計 信信 信 信 計

月 件 件 件 件 件 件 通 通 通 件 件 件

4 311 773 1，205 817 81 2 3，116 3，801 36 。36 155 332 2 489 7，442 
5 626 1，447 1，281 737 136 5 4，232 3，706 52 4 56 197 372 6 575 8，5691 

6 420 1，733 1，190 846 223 6 4，418 4，485 49 2 51 59 307 14 380 9，3341 

7 560 1，878 1，324 1，360 398 2 5，522 4，513 39 。39 312 347 12 671 10，745 
8 623 1，787 1，588 1，275 382 2 5，657 5，852 43 。43 596 4∞ 21 1，017 12，569 
9 688 1，670 1，739 1，090 455 2 5，ω4 4，083 35 2 37 262 473 28 763 10，527 

10 491 1，576 1，393 1，266 379 3 5，108 3，827 34 。34 132 320 22 474 9，443 
11 264 1，340 1，310 1，141 386 4 4，445 3，903 27 。27 108 306 27 441 8，816 
12 300 1，435 1，493 828 171 。4，227 3，232 523 01 523 180 535 21 736 8，718 
1 301 1，411 1，374 829 15 。3，930 3，306 44 。44 128 493 31 652 7，932 
2 437 1，215 1，236 893 39 。3，820 3，119 30 。30 226 381 33 640 7，609 
3 164 797 1，337 842 10 。3，150 3，598 34 。34 129 477 27 633 7，415 
計 5，185 17，062 16，470 11，924 2，602 26 53，269 47，425 946 81 954 2，484 4，743 244 7，471 109，119 

3圃2 月別通信回数及び通信時間実績

指導監督通信 漁業通信 公衆通信 超短波通信 1口』 計

通信回数 通信時間 通信回数 通信時間 通信回数 通信時間 通信回数 通信時間 通信回数 通信時間

月 (分) (分) (分) (分) (分)

4 3，719 16，102 888 1，694 395 496 588 779 5，590 19，071 

5 4，888 27，692 1，132 1，689 410 508 667 814 7，097 30，703 

6 4，959 19，325 1，302 2，∞1 412 531 527 612 7，200 22，469 

7 5，550 20，231 1，479 2，216 406 502 759 1，139 8，194 24，088 

8 5，519 19，954 1，629 2，536 414 518 908 1，377 8，470 24，385 

9 5，565 19，938 1，314 1，778 396 498 778 1，134 8，053 23，348 

10 5，348 19，682 1，247 1，610 406 490 626 783 7，627 22，565 

11 4，607 18，155 1，168 1，566 390 467 577 768 6，742 20，956 

12 4，660 18，277 1，059 1，396 560 1，071 766 1，085 7，045 21，829 

1 4，638 17，500 1，079 1，473 415 514 743 997 6，875 20，484 

2 4，277 16，283 937 1，234 362 418 721 979 6，297 18，914 

3 3，846 16，765 845 1，241 403 485 692 933 5，786 19，424 

計 57，576 229，904 14，079 20，434 4，969 6，498 8，352 11，4∞ 84，976 268，236 
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4 事故通信実績

4-1 件数

区分 遭難 漫水 衝突 火災 主・補機 へ.ラ巻 航海機器 漁労機器 怪我 病気 死亡 その他 計

中短波船 2 2 1 2 l 1 4 4 6 1 2 26 

超短波船 1 1 1 2 1 6 

計 3 2 2 2 1 2 4 4 6 3 3 32 

会1・1中短波船

年月日 船名 区別 年月日 船名 区別

H.13.4.11 第 8福重丸 衝突 H.13.11.14 第 8善龍丸 ペラ巻

21 第 68惣宝丸 臨検 J/ 第四喜久丸 病人

5. 5 第 8長八丸 売船後、行方不明 22 第 26義栄丸 浸水

18 第 18源栄丸 病人 J/ 第 2吉丸 怪我人

19 第 62源栄丸 主補機故障

23 第 65源栄丸 病人

25 第58長功丸 補機故障

6.14 第 67源栄丸 冷凍機故障

20 第28中興丸 補機故障

21 第 2源栄丸 病人

22 第51金生丸 病人死亡

25 第51昌運丸 補機故障

29 第 83惣宝丸 怪我人

7.18 第 15正進丸 病人

20 第四三向島丸 操舵機故障

8. 6 第 3新勝丸 怪我人

13 第21正寿丸 怪我人

9.26 第四源栄丸 病人

27 第 18龍徳丸 火災

10. 2 第36龍王丸 漫水

4 第 15正進丸 主機故障

24 第 5協辰丸 衝突

4-1・2 超短波船

年月日 船名 区別 年月日 船名 区別

H.13.4.17 第 3松宝丸 死亡 H.13.12.12 第四昇徳丸 火災

9. 26 第 88弁慶丸 漫水 14. 2. 14 第 5三宝丸 死亡

12.3 第 11初栄丸 操舵機故障 3.30 金比羅丸 燃料切れ曳航
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5 気象警報取扱実績(月別件数)

4ロ4 海 海 海 海 海 津 波 着 強 波 風 濃 暴 ムロa、

風 上 上 上 上 上 波 浪 氷 風 浪 雪 霧 風 風 ぷロ』

月 指 風 濃 強 暴 4ロ占 注 警 警 注 注 注 注 雪 . 
力て 警 霧 風 風 風 警 報 報 意 意 意 意 警 気 計
報 報 警 警 警 警 報 報 報 報 報 報 象

報 報 報 報 . 
'情
報

4 44 40 52 72 61 35 4 308 

5 34 108 34 6 18 10 103 313 

6 20 83 19 18 26 76 242 

7 16 101 20 10 2 153 7 309 

8 43 179 47 20 30 150 30 499 

9 65 185 95 43 24 43 61 93 52 661 

10 68 23 107 53 73 42 7 52 425 

11 52 114 14 50 94 31 2 9 366 

12 21 90 73 27 5 129 85 19 78 527 

1 29 91 47 15 13 119 46 7 12 63 442 

2 49 7 75 14 12 16 66 44 2 6 39 330 

3 41 43 98 13 63 106 26 6 12 408 

計 。482 769 842 210 。。78 。381 777 232 669 48 342 4，830 
(前年度実績 5，262) 

a
q
 



総務室



平成13年度庶務概要

(1) 機構

場長一一次長

総務室(8人)

資源管理部(4人)

漁業開発部(5人)

漁場環境部(4人)

八戸漁業用海岸肩(5人)

「一開運丸(19人、 208トン、1，400PS) 

試験船(43人)一一トー東奥丸(14人、 150トン、1，200PS) 

」ー青鵬丸(10人、 65トン、1，OOOPS) 

(2) 職員配置表

平成13年4月1日現在

区
臨時非常勤臨時専任

計分研究職行政職海事職技能職 事務手労務員労務手当直員

場 長 1 1 

次 長 1 1 

総 務 室 4 1 1 2 8 

資源管理部 4 4 

漁業開発部 4 1 5 

漁場環境部 4 4 

計 14 4 1 1 1 2 23 

開 運 丸 9 9 1 19 

東 奥 丸 7 7 14 

青 鵬 丸 7 3 10 

計 23 19 1 43 

八戸漁業用海岸局 5 5 

iロL 計 14 9 23 20 1 1 1 2 71 

n
d
 

a
u
z
 



(3)平成13年度職員名簿

区分 職名 氏名 区分 職名 氏名

研究職 場 長 杉揮 祐之助 海事職 二等航海士 北嶋 栄一

JI 次 長 小田切 譲二 JI 二等機関士 佐藤 正樹

JI 総括研究管理員 田中 裕憲 11 " 多国 繕伸
JI JI 須川 人志 船舶技能職 甲板長 尾鷲 政幸

総務室 11 甲板員 小平 泰史

行政職 総務室長 小笠原 敏男 11 11 小野 晶広

JI 主 幹 葛西 慶二 11 11 畑井 隆範

11 主 幹 梅津 集樹 11 11 金屋 富明

JI 主 事 今岡 志津子 11 11 星野 元紀

技能職 技能技師 工藤 勝 11 機関員 角田 達美

臨時事務手 川辺 真理 11 11 高屋敷 一成

資源管理部 11 臨時労務手 須藤 竜太

研究職 部長事務取扱 田中 裕憲 11 司厨員 阪崎 勝

11 主任研究員 蛇名 政仁 東奥丸

JI 技 師 伊藤 欣吾 海事職 船 長 金崎 旭

JI 技 師 小向 貴志 11 機関長 坪見 悌二

漁業開発部 11 通信士 小清水 寛

研究職 部長事務取扱 須川 人'士e..' 11 一等航海士 佐藤 隆文

/1 総括主任研究員 植村 康 11 一等機関士 成田 義夫

/1 主任研究員 菊谷 尚久 11 11 安田 勝

/1 技 師 鈴木 亮 11 二等航海士 吉田 竹広

非常勤労務員 加藤恵里子 船舶技能職 甲 板長 八木橋 憲一

漁場環境部 /1 甲板員 小笠原 大郎

研究職 部 長 佐藤 晋一 " 
11 工藤 圭司

/1 主任研究員 黄金崎 栄一 /1 /1 山田 光将

" 技 師 高橋 進吾 11 機関員 伊藤 和弘

" 
11 今村 豊 " 11 持見 泰宏

八戸漁業用海岸局 /1 司 厨員 倉本 彰

行政職 局 長 尾崎 秀秋 青鵬丸

" 技 師 岩崎 ヲム 海事職 船 長 紀本 昭雄

11 /1 二部 勝幸 11 機関長 工藤清五郎

11 11 高谷 清治 11 通信士 畑川 敏明

11 /1 川向 政行 " 一等航海士 吉田 高夫
開運丸 /1 一等機関士 高橋 一美

海事職 船 長 成田 企重郎 " 二等航海士 若崎 忠彦
11 機 関 長 山田 正雄 " 二等機関士 中村 義美
/1 通 土 松村 1、E同主 船舶技能職 甲板長 戸浬 隆夫

11 一等航海士 山田 雅治 /1 甲板員 石井 達也

11 一等機関士 田中 実 11 司厨員 加福 文二

" 二等航海土 木村 英行
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(4)平成13年度予算執行状況

1)水産試験場費
(千円)

細目 事業名 決算額

①場費 562，068 
人件費 537，735 
庁舎管理費 8，184 
一般諸経費 11，499 
漁業研修センター運営費 4，650 
(管理費) (3，610) 

(研修費) (1，040) 
②水産資源開発調査費 3，864 
修練業務 50 
いか類漁場調査 929 
あかし、か漁場調査 1，130 
沿岸魚類資源動向調査 1，755 

③漁海況予報調査 4，483 
新漁業管理制度推進情報提供 1，721 
海洋構造変動パターン解析技術 2，762 
開発試験

④試験船整備費 93，858 
運航費 41，102 
上架修理費 39，081 
機器購入費 878 
特殊装備整備費 1，087 
被服購入費 1，075 
アカイカ資源調査 10，635 

⑤水産資源調査費 2，518 
日本周辺くろまぐろ調査 982 
すけとうだら資源診断手法開発 1，536 
試験

⑤管理型漁業手法開発試験費 6，927 
あかし、か南下経路調査 4，678 
やりいか資源変動と来遊予測手 2，249 
法開発研究

合計 673，718 

(12年度比ム111，369)

2)令達予算

細目 事業名

①人事管理費

赴任旅費

②情報管理費

マリンネット

③通信管理費

防災無線電気料

④海洋学院費

海洋学院事務費

(千円)

決算額

1.287 

60 

210 

1，600 

⑤水産対策費 6，141 

⑤漁業調査費 18，308 
複合的資源管理型漁業促進対策事業

資源評価調査事業

沿岸特定資源管理対策事業

⑦水産業振興費 6，860 

クロソイ放流技術開発事業

さけ増殖管理推進事業

さくらます増殖管理推進事業

③漁場整備開発事業費 6，736 
ヤリイカ調査

ウスメバル増殖試験

高層魚礁効果調査

魚礁効果調査

マダラ基礎調査

⑨水産業企画調査費

⑩財産管理費

6，684 

983 

合計

FU 

A
せ

48，869 

(12年度比ム10，523)
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